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第1章総 説

第1節序 説

近代における都市の基本的な施設は，道路，水道，下水道などである。即ち，道路は産業の発展のため
に，水道は住民の生活のために，そして下水道は都市の美化と環境衛生を支えるためにある。
この，下水道をぬきにしては雌康で文化的な住民の生活は考えられない。即ち，汚水，雨水を合理的に

排除し，処理することにより，住民の保健衛生，都市の美化に貢献するのである。つまり，都市生活に付
随する汚水，雨水の衛生的排除，低湿地の災害防除，土地の有効利用，道路の保護，河川の汚濁防止など
のために，図り知れない働きをするのが下水道である。しかしながら，東京においてはこれが普及は甚だ

しく遅れており，区部面積のやつと22.6％，区部総排水量340万m3/日（要処理量）のうち140万m3/H,
主として旧市域内と隣接の一部区域のみの下水を処理してる現況である。

これは，東京の特殊な成長条件と，我国の肥料事情による貯蔵式便所が普及してし､たことなどのほか，

一般に上水道，道路，建築等の急施を要する都市施設に優先され,II立たない下水道は，おおむね後まわ
しにされがちだった事情による。

現在の施設と能力のあらましは次の通りである。

管渠延長 2,876,329メートル

処理場4（芝浦，三河島，砂町，小台)(昭和38年度末落合処理場が一部運転開始の予定）
高級処理能力 1,389,000m3/日

ポンプ所 24

排水面積11,967ﾍｸﾀｰﾙ(男呼]側へｸﾇｰﾙ）

以上のような状況のため，都内の大部分の地域では，ドブまたは小河川を通じて汚水が直接川または港

湾に流されるため,幽些ときI型Q旦hi睡三蛙一lQQ且込皿－以上となり,環堵衛牛上も美観卜噛憂一
虚k豆ﾌと舅えない現状である堅_皇迄呈蟄星､太 地 雨水の

氾らんも稀な現象ではない。しかも，近年の急激な人口の集中，ビルリ林立，産業の発展はこうした悪現
象にさらに拍車をかけている旦
一

このように，都市公害が捌苦になるに及んで，下水道にたいする一般の関心と要望が高まり，そして，

昭和31年，都市計画税の創設，首都圏整備法の制定を見るにおよび，11ｲ源事情も好転し，拡張事業も活発
になった。

このような背景のもとに，昭和36年1月，区部全域を対策に48年度を完成目途とする2,300億円計画が

庁議決定を見，更に，37年7月には準用河川の下水道幹線化，人口．使用水量の増加などに対応し，この

計画は事業費3，100億円計画に改訂された。また，増大する事業量に対し，執行体制を強化するため，昭
和37年4月から下水道局が発足し，その効果をあげている。
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下水道局

姜半

両I理 部

約

'帳－管理第一課一一庶務、経理、管理、補修、排水設備、台

施設管理部一

一管理第二課一維持、補修

－工 務 課一一庶務、経理、工務、用地、償務

一計 画 課一企画第1、企画第2、調査

建 設 部一

一設計第一課 幹線、枝線第1、枝線第2、枝線第3

|－設計第二課－－処理場､機械
庶務(3)、経理(3)庶 務 課(3)

維 持 課(3)

管理事務所(3)

－維持第1(3)、維持第2(3)、排水設備(3)

上…|磯一ポンプ所(6)（中部(1)、北部(1)、東部(4)）

'一一 処 理 場4)一庶務(4)、処理第1(4)、処理第2(4)
処理第3(2)、（芝浦、砂町）

－補修(3)（芝浦、三河島、砂町）

－水質(4)、消化槽第1(1)（砂町）
消化槽第2(1)(砂町）
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（2）事業所所在地と所管区域一

総別L
本’

名｜所 在 地
部｜

部｜千代田区丸の内3－5
部

部

所 千代田区大手町2－8

’

業

設
一
理

事
総
経
施
建
管

所 所 管 区 域

理
務

務
理
管
設
事

局

中 部 、
ｙ
１
、
、
｜

芝
宿
東
の

浦系統に属
、文京、渋
、品川、目
一部

る千代田、中央、港、新
、豊島各区の大部及び台

属す

渋谷
目黒 世田谷、北、荒川各区

落合系統に属する中野、杉並各区の大部
及び新宿、世田谷、渋谷、豊島各区の一
部

森ケ崎系統に属する品川、目黒、世田谷
各区の大部及び渋谷、杉並各区の一部

芝 浦 処 理 場

北部管 理 事 務 所

港区芝高浜町2

台東区浅草小島町1-5.4号 三河島系統に属する台東、荒川各区の大
部及び千代田、文京、北各区の一部
小台系統に属する北、板橋各区の大部及
び豊島、練馬、足立各区の一部

砂町系統に属する墨田、江東各区及び中
央、足立、江戸川各区の一部

三河島処理場 荒川区荒川8－25

小 台 処 理 場 足立区宮城町24

東部管理事務所 江東区深川豊住町3－2

砂 町 処 理 場 江東区南砂町9－2，473

第一建 設事務 所 千代田区大手町2－8

第二建 設 事 務 所 荒川区荒川8－32－41

第三建 設事務 所 新宿区上落合1－196

千代田、中央、港、文京、品川、I1黒、
大田、世田谷、渋谷各区

台東、墨田、江東、荒川、足立、江戸川
各区

新宿、中野、杉並、豊島、北、板橋、練
馬各区

一一

2． 職 制

（1） 事務分掌 丁

’ 都議会に関すること。
局の機構に関すること。
文書の審査に関すること。
文書の収受、配付、発送、編集及び保存に関すること．
公印に関すること。
局の人事に関すること。
広報及び公聴に関すること。
他の部課に属しないこと。
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２
３
４
５
６
７
８

課
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’

総
庶 務

務
部

職員の福利及び共済に関すること。
職員の教養に関すること。
職員の勤務条件に関すること。
職員の労働組合に関すること、

1

2
課

3

4

労 務
,

、

、
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｜;:樫潔鍔曹癖に関すること。
xi:慧鍋副鱈霊fと。
帳:講雛雲篝欝飽。
’1．固定資産台帳の整理及び保管に関すること。
2．資産の調査に関すること。
3．用地の管理に関する~こと･

課 4．不動産の処分に関すること。
5．営繕に関すること。
6．物品、材料、請負工事等の検査に関すること。
7．部内他の課に属しないこと。

1．収支伝票の審査及びその執行に関すること。
2．現金、有価証券及び担保物の保管出納に関すること。
3．資金の運用に関すること。

課 4．決算及び会計資料に関すること。
5．貯蔵品の準備計画に関すること㈲

｜::繍鷆諜関騨警呼用に関すること。
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第3節下水道事業の概要

1．沿 革

東京における下水道施設の起源は，明治5年の大火後，銀座煉瓦街に洋風の溝渠が設けられたのに始ま

る。しかし近代式下水道施設の緊急性が問題化したのは，明治10年市内にコレラが流行したことに端を発

するもので，明治16～19年にわたり神田の一部に分流式下水道が敷設されるにいたった。ただし，これら

の施設は部分的なものであり，また在来下水の修築，あるいはその一部を暗渠式に改良した程度の不完全

なもので，その他の区域はいまだに江戸時代以来の在来溝渠，濠池により排水をしていた。

総合的計~I画に基づく下水道設計の調査は明治32年市区改正委員会により着手され，同41年3月にいたり

現在の本都計画の基礎となっている東京市下水道改良事業基本計画が内閣の認可をえて決定し，明治44年

6月下水改良事務所を設置し，第1期工事として下谷，浅草方面より着工，大正12年にはほぼ完了した。

なお，大正11年より三河島下水処理場が一部操業を開始するにいたり，昭和5．6年には砂町・芝浦処理
場がそれぞれ操業を開始した

その後第2期工事等を逐次実施し，昭和7年には市域拡張にともない郊外12カ町の事業を引き継ぎ，新

旧両市域にわたり継続工事を実施中のところ，第二次大戦のために事業は事実上中止するにいたり，旧市
域の約8割と隣接新市域の一部を施行したままとなった。

戦後においては直ちに戦災復旧をはかるとともに，文化的，衛生的首都の復興再建の段階から，さらに

首都整備の一環として下水道の促進がとりあげられ，事業量も次第に増加してきた。その経過は次のとお
りである。

まず昭和23～26年度当時は，戦後の大混乱からようやく脱脚しようと努めた時期で，昭和23年度から下

水道の拡張事業を開始したが，当初の23,24年度は下水道増補改良事業に含めて実施した。また，下水道

促進に対する認識も次第に深まってきたが，財政的な極度の制約から拡張財源である起債が制限されて，

予算額の約半分程度の事業実績をみたすにすぎなかった。しかし，昭和25年7月には戦後の下水道の基本

計画ともいうべき「東京都市計画下水道」が決定し，拡張事業を進めて行く基礎が確立された。

昭和25年6月には首都建設法が制定され，翌26年12月には首都建設緊急5カ年計画がたてられ，下水道
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も重点施策として盛りこまれ，同じ内容が昭和28年10月には都市計画事業として決定されるにいたった。

他方，財政面をみると，昭和27年10月地方公営企業法の全面適用による下水道事業会計の設定，昭和30年

4月以降は失業対策事業の導入による失業対策費の繰り入れ，昭和31年6月地方税法改lEにより都市計画

税収入財源の繰り入れがなされた。

，都市施設の整伽が強く推進される§首都建設法にかわって制定され圏整備法が昭和31年4月には，首都

･lll1をたて，下水道築造認可を道拡張10カ年i;|ことになったが，首都圏整備計画の一つとして当局では下水

えて昭和32年度より着手した。政府においても昭和32年に建設省に下水道課を新設，翌33年下水道法が制

定され，全国的に下水道築造が促進される傾向となった。本部においても急増する事業量の執行体制を強

化すべく，昭和34年12月1日下水道本部を設置した。さらに周辺区部の発展や，昭和39年の東京オリンピ

ック開催決定とともに，本都の都市施設の整備，とりわけ下水道については今後ますます拡張事業の推進

を要するが，これに対して，36年1月には昭和48年度完成を日途とする区部全域の下水道整備計画（総事

業費2,300億円）を庁議で決定した。

こえて翌37年3月には，この100％普及計画を骨子とする45年度70％普及計画が，新らしい「都市計

画」として，都市計画地方審議会で決定をみ，3月31日には，建設省杵示第1,092号「東京都市計伽下水

道｣，「東京都市計画下水道事業及びその執行年度割の変更」として{'『示された。

これによると，対象区域約37,314ヘクタール(100%計1li,52,853ヘクタール）計画人口751万人(100

％計画950万人)，管渠延長約7,608km,ポンプ所42カ所，処理場6カ所となっているへ

37年4月から下水道局が発足し，執行態勢が一だんと強化されるとともに，同年7月に前記100%整備

計画に再検討を加え，これを総事業費3,100億円計画に改訂した。

また，小台処理場が一部運転を開始した。

その後，都心部の総合的再開発の一環として，千代田区大手町2丁、付近の市街地再開発が策定され，

当局所管の銭瓶町ポンプ所，並びに主要管渠の移設が必要となり，昭和37年12月23日建設省告示第3,203

号をもって，前記，東京都市計画下水道並びに同事業の一部変更を行なった。

前記100%普及計画の残る30%についても，ひきつづき認可を求めることとなっている。

2． 施 設 概 況

旧15区内を芝浦，三河島，砂町の3系統に分割する。
築造認可年月 明治41年3月 排水開始年1］
排水方法 合流式，一部分流式 排水区域面積

悪幹"250立予定排水人口 3,000,000人

工 種 起工 竣工
創 設（第1期下水道改良工事） 明治44年 大lli12年

第1回拡張(邊嬢渠五譽） 大胆，年 大雌9年
第2回拡張(爵ヨ溌豆水割 大正，年 大!ﾋ‘2年
第3回拡張(璽都覺興王水皇） 大正'2年 昭絢1$年

1．
大正10年12月
6,992ヘクタール

蕪‘灘豐50糀
工 費

14,618,123円

2,497,989円

4,311,283円

39､603,453円
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第4回拡張(驚続爵『|主計，） 大IE14年 昭和9\ 5,600,286円
第5回拡張（管渠移転工事） 大正14年 昭和5年 2,310,518円

第6回拡張(璽捻道野鳥） 大正15年 昭和』年 ，48,402円

第7回拡張(繕､救2済量農） 昭和ヨ年 昭和ヨ年 ヨ40,415円

第8回拡張(縞ﾛ救j斉竜蘆） 昭ﾎⅡ，年 昭和ヨ年 ‘28,4"円

第9回拡張備嘉救4済箪發） 昭和‘年 昭和§年 1,711,460円

"10回拡張(鳴ﾎk'誉警） 昭和，年 昭和ア年 2,674,854円

第n回拡張(鳴鬼溌艤:） 昭和‘年 昭和＆年 7,561,665円

第12回拡張(繕ﾛ救6済量巖） 昭和6年 昭和？年 ‘55,538円

第13回拡張(艤ﾛ救7済農置） 昭和ア年 昭和8年 461,219PJ

第'4回拡張(灘(爵,聯蝉）昭和8年 *(I瀦鯛*(職淵目）
（注）嘩昭和19年戦時に際し打切，（ ）内は全体計画を示す。以下各項目につき同じ。

2． 旧大崎町一円

大正12年3月（第1期）
築造認可年月 排水開始年月 大正14年昭和5年9月及び同11年6月（第2期）

排水方法 合流式 排水区域面積 305ヘクタール 予定排水人口 90,000人

予定1人1日最大汚水量 167立 予定1時間最大降水量 50粍

工 種 起工 竣工 工費

創 設(畜唾町藪M) 大眼｣3年 昭和6年 746,263円

蕊1回拡張(董墜町蕊噌k鼠） 昭和，年 昭和]0年 ？93,764円
（注）昭和7年10月以降は市郡併合により東京市施行。以下各項目につき同じ

3． 旧高田町一円

築造認可年月 昭和6年5月 排水開始年月 昭和6年
排水方法 合流式 排水区域面積 254ヘクタール 予定排水人口 78,000人
予定1人1日最大汚水量 167立 予定1時間最大降水量 50粍

工 種 起工 竣工 工費

創設(扇水道事驚）昭和，年 （繍罐）（職紬）
田

4．旧西巣鴨町一円

築造認可年月 昭和7年3月 排水開始年月 昭和7年
排水方法 合流式 排水区域面積 455ヘクタール 予定排水人口 166,000人
予定1人1日最大汚水量 167立 予定1時間最大降水量 50粍

工 種 起工 竣工 工費

創設(専務道建典）昭和‘年 （慨罐）（職繩）
5.lll巣鴨町一円

築造認可年月 昭和5年3月 排水開始年月 昭和5年
排水方法 合流式 排水区域面積 187ヘクタール 予定排水人口 70,000人
予定1人1日最大汚水量 167立 予定1時間最大降水量 50粍

工 種 起工 竣工 工費

創 設(零水道事聖） 昭和4年 昭和10年 ］,076,609円
鴨
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6． 旧王子町一円

築造認可年月 昭和4年3月
排水方法 合流式 排水区域面積
予定1人1日最大汚水量 167立

工 種

排水開始年月 昭和4年
521ヘクタール 予定排水人口

予定1時間最大降水量 50粍

起工 竣工

90,000人

工 費

1,778,423円
(3,135,207円）

昭和19年
(昭和21年）

町
事 業 ）子

設(手水道 昭和3年創

7． 旧尾久町一円

築造認可年月

う
う

期
期

１
２

第
第
く
く昭和3年1月

昭和7年7月
排水開蛉年月 昭和3年

排水方法合流式 排水区域面積228ヘクタール 予定排水人口164,000人
予定1人1日最大汚水量167立 予定1時間最大降水量50粍

工 種 起工 竣エ エ饗

創設(量雀噌鶴） 昭和’年 昭和7年 ア",'"円
第1回抵張(暑隻噌鶴）昭和ア年 昭和15年 」,254｡738円

8．旧南千住町，日暮里町，三河島町一円
築造認可年月 昭和6年5月 排水開始年月 昭和7年
排水方法合流式 排水区域面積543ヘクタール 予定排水人口227,000人
予定1人1日最大汚水量167立 予定1時間最大降水量50粍

工 種 起工 竣工 工費

創設(璽籠蹄籟製）昭和‘年 （翻腱） 織淵）
9． 旧大久保町一円

昭和3年10月（第1期）築造認可年月 排水開飴年月 昭和4年昭和7年9月（第2期）

排水方法合流式 排水区域面積200ヘクタール 予定排水人口 61,800人
予定1人1日最大汚水量167立 予定1時間最大降水量50粍

ェ 種 起工 竣工 工喪

創設(蛮ｸ豊果喫下綿） 昭和＄年 昭和‘年 ‘03,762門
第1回拡張(畜響覺下@zk;) 昭和8年 昭和19年 1,042,560R

10．旧滝野川町一円

築造認可年月 昭和8年12月 排水開始年月 昭和9年
排水方法合流式 排水区域面積451ヘクタール 予定排水人口116,000人
予定1人1日最大汚水量167立 予定1時間最大降水量50粍

工 種 起工 竣工 工費

創設(単揮道)|崇璽）昭和8年 （繍雌)(蝋洲）
11．足立区，江戸川区，墨田区の各一部

築造認可年月 昭和11年3月 排水開始年月 昭和18年
排水方法合流式 排水区域面積2,193ヘクタール 予定排水人口589,700人
予定1人1日最大汚水量250立 予定1時間最大降水量50粍

工 種 起工 竣工 工費
昭和19年 4,557,573円

創 設（郊外下水道事業の一部） 昭和11年 （昭和21年) (3,890,000円）

12．旧南千住町一円
大正11年2月（第11期）築造認可年月 排水開始年月 大正11年昭和2年12月（第2期）

排水方法 合流式 排水区域面積245ヘクタール 予定排水人口 68,600人
予定1人1日最大汚水量 167立 予定1時間最大降水量 50粍

工 種 起工 竣エ エ費

創設(蚤壜町藪M) 大正10年 大止15年 507,995P1
第1回拡張(霞隻噌M) 昭和@年 昭和ア年 843,225円

13．千代田区他20区
築造認可年月 昭和34年3月
排水方法 合流式 排水区域面積22,315ヘクタール 予定排水人口3,950,000人
予定1人1日最大汚水量 320立 予定1時間最大降水量 50粍
工期 自昭和32年 至昭和41年 工費 36,600,000,0”円
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第4節昭和37年度事業概況

1．総 括 事 項

｜旧和37年度は，下水道局発足の第1年度であり，新機構のもとに，「東京都下水道事業計画」の強力な
る推進を重点とし，鋭意事業遂行に努めた。

経 営

拡張事業の進捗に伴い，37年7月小台処理場が一部運転を開始した。（処理水量日量10万立方メート

ル）なお，下水道使用｛'卜数は前年度に比して2万4千余件の増加をみ，当年度末において54万6千余件と

なった。しかしながら，給水事情の悪化に伴い，処理場における年間下水処理量は3億8千余万立方メー

トルで予定最に対して82.5％の実績を示したにすぎず，この結果料金収入は，予定額の1割強の減収とな
った。

他方，職員給与ベースの改訂，その他経費の燗|1!#等による支出の贈加傾l可が著しく，特に処理場費で

は，小台処理場の一部稼動と企流入下水量の完全高級処理化に伴い，使用電力料その他の処理経費が，前
年雌に｣･こし45.2%の激嗣を示した。

このため，管渠，ポンプ所，処理場等施設の維持管理経費が極度に圧迫されたが，事務諸経費の節減等

により，ようやく収支の均衡を保つことができた。

当年庇の経営上における事業実施のおもなものは，つぎのとおりである。

処理場下水処理量 384,870,245立方メートル

ポンプ所下水揚水量 288,646,790立方メートル

管渠管理延長 2,876,329メートル

管 渠 柿 除 量

作業延長 872,792メートル

汚 泥 量 23,551立方メートル

建設及び改良

当年腱における建設二I事予算は120億円であり，前年に比し26％増と飛躍的に増大したのであるが，そ

の'l;業資金は，企業債収入において若干収入不足を示したものの，一般会計繰入金，国庫補助金等は概ね

lil'!洲に確保されたので，完全浦化すべく努力した結果，事業の全般的進展をみることができた。

即ち建設工事では，前年砿に引続き芝浦，砂町，三河島各処理場の施設を拡張し，37年7月一部運転を

|肘"iした小台処理場は継続して第二期工事を進めており，落合処理場も38年度末の一部運転開始を目途に

すでに曝気槽工事を完了し，目下第二沈澱池の建設を進めている。
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なお，長年懸案であった森ケ崎処理場の建設工事は，用地問題等もようやく解決し，37年7月工事に端

手した。

これら処理場に連結する管渠工事として，幹線8,910.57メートル,枝線96,330.21メートルを敷設した。

ポンプ所工事についても，藍染ポンプ所外7カ所の建設工事をおこなった。

管渠と，ポンプ･所，処理場等における諸設備を積極的に改良し，処理能力のつぎに改良工事では，老朽

改善に努めた。

経 理

（1）損益収 支

総収益4,208,036,662円に対する総費用は4,202,751,195円で，当年度純利益は5,285,467円である。

（2）資本的収支

総収入10,900,388,349円に対する総支出は11,811,865,249円で，差引不足額は911,476,900円である

が，なお地方公営企業法第26条の規定による翌年度への繰越工事515,150,911円の資金を留保したので，

資金不足額は1,426,627,811円となる。

この資金不足額については，前年度からの繰越工事資金，建設改良積立金，当年度利益剰余金および批

益勘定留保資金をもって充当した。

2． 議会議決事項

（1）予 算 関 係

議決年月日｜種 別｜議案番号 名件

37 ］0 ，’
38 3 ］21

第3回定例会｜

第,回定例会’

昭和37年度東京都下水道事業会計追加予算

昭和37年度東京都下水道事業会計更正予算

謁一禮一号
７

２
１

１

５
１

第
一
第
第

第1回定例会’ 昭和38年度東京都下水道事業会計予算38． 3． 12

（2）起 債 関係

’議決年月日｜種 別’
名件議案番号

38 3 」21第‘回定例会’第26号 |東京都下水道事業会計起債について
（3）決 算認定

議決年月日｜種 別 名件

昭和36年度東京都下水道事業会計の決算の認定について'第'回定例会1238． 3

（4）条 例 関 係

議決年月日｜種 別

，"'．‘'第3画定例、
‘8 3 』21第1回定例会

|議案番号
第530号

名件
一一一

都公営企業に従事する職員で，労働組合を結成し，又は
に加入することができない者の範囲に関する条例の一部

蒋郵錘一’第530号

第」‘2号’
正する条例

常盤橋地区再開発に伴う都有財産の処分等に関する条例
一
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（5）工事請負契約

議決年月日‘種 別｜議案番号 件 名

37．6．161第2回定例会第315号’千駄ケ谷幹線その3工事請負契約

一
郷､”|蕊2腫捷側ゞゞ‘』‘号'千駄ヶ谷幹線その‘工事請負鍵”

－一－－－

3‘．】‘’第2回定例会’第$］ｱ号｜砂幹線そのU工事請負契約

渋谷区代々木深町付近枝線工事請負契約

江戸川区平井1丁目，逆井2丁目付近枝線工事請負契約

37． 6．

37． 6．

昭
一
猫

号
一
号

８
’
９
’

１
－
１
’

３
．
’
３
｜

第
一
第
一

《
云
一
今
云
一

例
一
例
一

定
一
定
一

回
一
回
一

２
’
２
｜

第
一
第
一

第320号 砂町処理場ボイラーその他設備その2工事請負契約

第321号 千住ポンプ所ポンプ・設備その1工事請負契約

37． 6． 16

37． 6．16

第2回定例会｜

第2回定例会

第＄，'号｜藍染ポンプ所沈砂池機械設備工事請負契約37．6．16，第2回定例会第322号 藍染ポンプ所沈砂池機械設備工事請負契

3⑳．”'第2回定例会篭‘,‘号森ケ崎鱈"場建設その‘ｴ事…約

’一一

予算外護務の負担について（第388号に関連して）

落合処理場送風機その1工事請負契約

$（‘ ''’第3回臨時会第3‘7号’
37．8．29 第3回臨時会 第388号

37．8．29第3回臨時会第389号予算外義務の負担について（第390号に関連して）

37．8．291第3回臨時会第390号砂町処理場汚泥脱水設備その3工事請負契約一

37． 8．29

第3回臨時会’ 第391号 予算外義務の負担について（第392号に関連して）

37．8．29，第3回臨時会‘第392号，砂町処理場汚泥消化槽その3工事請負契約

延聖5'夢3回定例会｜第4＆3号｜神田川幹線その'0工事請負契約

37．10．5第3回定例会第484号’予算外義務の負担について（第485号に関連して）

■1国霊…皇Ja@=1紳画川幹線を画i丘嘉負鍾”
ﾖﾇ]，，麗3画定例会第‘‘‘号｜予算外義務の負担について(第487号に関連して）

37 】0 51第3回定例会’第487号｜白山幹線雨水吐その3工事請負契約

‘”‘’5|_第廻定例会|蕊‘‘‘割予買癌趣風T忍屈玩雨石
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－ 寺’

議案番号’

第489号

日 種 別

51第3回定例会

名件

白山幹線雨水吐その4工事請負契約

議決年月

37． 10．
｜

’｜況一 90号｜予算外義務の負担に｡'､Z("'2骨に関連して）第4
'q'1第3同定例会

3,Ⅲ’''第3回定例会'第!‘}Ⅲ号谷端川斡線爾水吐その4工事請蝋契約
2号｜予算外義務の負担につし､て(第493号に関連して〕

3号｜大鳥ﾎﾝﾌ所鎮ﾝﾌ設備その‘工事請負蕊約

第49

第49

今
云
〈
云

例
例
定
定
回
回

３
３

第
第

５
５

－皿一皿

37．

37．

|野外義務の負担につ‘､て(大鳥ﾎﾝﾌ所電気設備その]工
’
’
’
１
１

鍔一審一碍一褐一鵠一蝪一
率一軸一“一四一”｜｜“｜

第
一
第
一
第
一
第
ゞ

｜峠
蛤一》一韮一一》

韮
一
定
一
定

回
一
回
一
回

押一
部

麺一第一第一第
３
ｌ
３
－
３

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
’
’

’
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５

－皿一皿一皿一皿一皿一ｍ
７３

郡
一
説
一
況
一
郵
一
説

予算外義務の負担について（大島ポンプ所起重機設備工事）

予算外義務の負担について
（大島ポンプ所沈砂池機械設|)階その1工事）

予算外義務の負担について（第498号に関連して）

藍染ポンプ所ポンプ設備その1工事請負契約

予算外義務の負担について（第500号に関連して）

3‘1,‘第3回定例会第§，()号’
一一一一－ー~－－

藍染ポンプ所電気設備その1工事請負契約

3Ⅲ】，‘第3回定例会'第‘,｣号｜予熱義綴の負担について(篭染ﾎﾝﾌ所起重機識'繍工事）
37．10． 5

37. 10. 5

37． 10． 5

第3回定例会第502号｜予算外義務の負担について（第503号に関連して）

’第3回定例会 第503号 落合処理場建設その4工事請負契約

'第3回定例会第504号｜予算外義務の負担について（落合処理場空気本管その他工事）

第3回定例会’ 第‘05号｜予算外義務の負担について（落合処理場散気設備その1工事）37． 10． 5

予算外義務の負担について
（落合処理場汚水ポンプ設伽その1工事）37.10.51第3回定例会 第506号

三河島処理場処理施設改造その1工事請負契約

予算外義務の負担について（第509号に関連して）

第507号第3回定例会’

第3回定例会

第3回定例会

37． 10． 5

37． 10． 5

１
１
１

予算外義務の負担について第508号

蕊‘，，号｜砂町"場電気識傭…工…饗“
第5』｡号｜予算外義務の負扣につ’､て（小台処理場ボイラーその他設備その2工事）

37．10． 5

37 ‘，§’第3回定例会
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｜
礒決年月日｜種

一
別 議案番号 件 名

38 3 』'’第1回定例会’第］73号 砂幹線その15工事請負契約

石神井川下幹線その10工事請負契約38． 3．12 第1回定例会 第174号

38． 3 第1回定例会’第’75号｜岩渕幹線その'0工事請負契約12

38． 3． 12

38． 3． 12

38． 3． 12

38． 3． 12

第1回定例会 第176号 神田川幹線その13工事請負契約

得
一
喝
蝪

弓
Ｊ
Ｏ
Ｆ
４
Ｊ
６
戸
〃
０

１
１
１

第
第
第

今
云
今
云
へ
云

例
例
例

醍
醍
一
畦

１
１
１

第
一
第
第

妙正寺川幹線その2工事請負契約

屋久幹線その7工事請負契約

渋谷区代々木富ケ谷町，代代々々木深町付近枝線工事請負契約

38 3 」2第1回定例会第Ⅲ80号｜尾久ﾎﾝﾌﾟ所建設その2工事請負契約’

38 ヨ 】’第」回定例会第｣&｣号｜予算外義務の負担について(第182号に関連して）

ﾖ＆＆,’’第Ⅲ回定例会蝋,‘,号日本堤ﾎﾝﾌ所建設その5工事請負契約

,＆＆Ⅲ’’第Ⅲ回鐙例会第‘：ﾖ号｜落鈍理場電気設備その｣工事請負契約

”‘”篭!"定例会第』§‘号｜森ケ崎…場建議そのz工事請負契約
38 3．12 第1回定例会 第185号 谷田川幹線放流渠その5工事請負契約

38.3.12篭↑回帝例全｜笛↑叉〆昌｜予管拭美窪ﾊ鐘セロ‘-へ'､－'幸､｡．且'一”８
８

３
３

第1回定例会’第186号 予算外義務の負担につし､て(第187号に関連して）

3 12 第1回定例会 第187号｜三河島処理場処理施設改造その2工事請負契約

（6）購 入 契 約

議決年月日｜種 別 議案番号 件 名

37．8．29 第3回臨時会 第393号 尾久ポンプ○所用地の買収について

37 8．29 第3回臨時会 第394号 森ケ崎処理場用地の買収について

（7）売 却 契 約

'

議決年月日

37． 8． 29

種 別 議案番号 件 名

第3回臨時会’第395号 日本国有鉄道新幹線の拡幅に伴う土地売却について
－
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3．行政官庁許認可事項

該当事項なし

4．職員に関する事項

（1）昭和38年3月31日現在の職員は2,127名で，その内訳はつぎのとおりである。

傭員｜休養者｜休職者｜
一雇員’

378名’
4171
795

~意了『－－fL且’
経営一蔀一再1
建設改良部門｜

計

事務吏員｜
111名’
？01

１
１
１

計技術吏員

名
167

196

名
２
５
５
７

３
７

Ｌ‘89名｜‘名｜］名’
89121､’
7781 81 21’

画一２ ９

363181

（2）職員構成表

（イ）勤続年数別職員構成表

~差雨｢----適璽劃 ｜事務職員
’ 三ｺ

向Iの 他 臨時職員｜技術職員 そ
年数別

名
110

746

443

152

137

280

111

85

53

96

14

2，227

18，440

8

名名

’

名
101

638

340

114

91

166

69

68

36

78

11

1，712

13，337

8

1 年 未 満

1年以上～3年未満

3 ヶ 5 ケ

5 ケ 7 ケ

7 " 10 "

10 〃 15 〃

15 〃 20 〃

20 〃 25 〃

25 〃 30 〃

30 〃 40 〃

40 年 以 上

計

総 勤 続 年 数

人 当 り 平 均

名
5

87

57

28

37

１
８
２
８
９
７
５

１
４
１

３
３
４
２

５
７
７

９
３
１

２

６
８
３
０
０
１

１
１

０
８
１

４
３

４

1

1100

632

6

５
１
６

１
９

'

’ ’

(ロ）年令別職員構成表

=哀訴一唾ZL|事務職員｜技術職員
雪＋
、Iの 他 臨時職員そ

年令別
名希 名名

2

52

100

108

49

23

22

20

14

10

400

13，989

35

名
173

416

291

258

164

105

71

88

81

65

1，712

57，172

33

’

｜訓 ８
２
４
０
６
４
９
４
５
５
７
４
４

７
８
０
８
２
３
９
１
０
０
２
９
３

１
４
４
３
２
１
１
１
１
２
１７
９

２
６
７

３
４
１
１
８
５
５
５
９
９
０
５
４

１
１
１
２
０
２
４

１
４

９

４

20 才 以 下

21才以上25才以下

26 〃 30 〃

31 〃 35 〃

36 〃 40 ケ

41 〃 45 歩

46 〃 50 〃

51 〃 55 〃

56 〃 60 〃

61 才 以 上

計

総 年 令

1人当り平均

ワ
］
３
５
１
１
１
１
１
５
８
１

１
０
４

６

｜

’ ’

’
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（3）管理者の任命について

下水道局の発足に伴い，昭和37年4月1日初代局長に亨仁が任命された。
（4）職員の給料について

国家公務員の給与改訂に伴い「東京都下水道局職員の給与に関する規程」の一部を改正して，昭和
37年10月1日から給料月額の引上げを行なった。

5．料金その他供給条件の設定変更に関する事項

該当事項なし
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第2章財 務

第1節財 政

京都下水道事業予算決算対照表1．昭和37年度東京

（1）収益的収入及び支出

収 入

》午行執

円
銘
馳
廻
帥
髄
加
弱
弼
帥
記
明
記
一

額
一
β
β
β
β
β
２
〃
２
〃
何
４
３
－

残
一
鯛
副
、
開
拓
妬
柳
沼
明
弘
認
酪
一

０
４
２
２
７
２
３
６
８
１
９
０

算
一
ｑ
ａ
９
ａ
ａ
Ｚ
ａ
ａ
ａ
９
Ｌ
ｕ
ｌ

予
一
詑
詑
別
１
９
１
１
魂
一

引差
△
△
△

額、一円唖秘咽岬》鋤癖唖睡飛報蝿一
〆
’
３
１
８
３
２
７
１
９
７
６
８
３

’
０
７
１
４
５
５
３
４
６
２
８
０

９
１
７
７
，
７
１
，
９
９
，
フ
ー

８
７
９
７
２
８
０
４
９
７
８
８
》

算
－
０
８
５
２
０
９
２
２
２
４
１
０
’

’
２
９
８
６
２
２
２
１
２

’
４
２
１
１
１
４
．

決
←

ｌ
‐
ｌ
｜

｜
円
叩
帥
帥
㈹
㈹
帥
帥
伽
泌
叩
花
加
一

額
鋤
一
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
β
ｐ
ｂ
０
ｌ

０
０
０
０
０
０
０
８
７
９
５
０
｜

く
３
０
０
０
０
０
３
６
６
７
１
３
’

１
２
４
７
３
８
９
１
８
０
８
１

｜
算
泌
迅
峨
泌
岻
蝸
叫
弧
嘔
鍋
弧
弧
一

５
３
０
６
２
３
２
１

４
３
２
１
１
、
拙
一

予
一

１１１－‐ｌ：‐‐！｜
｜
益
益
金
金
益
益
益
息
益
金
収

分
一
一
収
一
業
収
料
入
収
収
収
収
入

操
業
業
外
利
件
繰

乍砺鐸桂雷事嶮》取峨罎計 計

項
般
託
の
項

一
区
←
款
１
下
一
受
そ
２
受
土
一
雑

１
第
第

第

ｊＢｌＡ
ｉ

妬
92．9

90．2

89．9

99．2

93．6

75．4

100.4

81．2

187.0

100．8

61．3

92．9

支 出

）

Ｂ一Ａ
ノ
″
１
１
１
、決算(I乳｜差引予算残繊|予算額(A) 執行率

分区

％
92．8

90．4

85．7

94．3

96．5

93．6

97．7

69．6

91．1

79．5

92.3

100.0

100.0

100.0

93．7

円

325,378,805

323,869,598

105,669,060

14，430，010

25,245,722

13，775，565

8,653,064

73，499，726

65,642,855

ｊ
５
２
０
０
８
５
６
４
５

ｆ
９
０
４
９
７
３
３
７
４

１
４
９
９
２
４
９
２
１

円’

4,528,130,000|

3,366,900,000

740,750,000

253,900,000

714,500,000

216，300，000

372,000,000

241,950,000

第,款下水道管理費｜
第1項営業費用｜
管 渠 費｜
ポ ン プ 場 費｜

処 理 場 費

受 託 事 業 費’

業 務 費｜

総 係 費’

減 価 償 却 費｜
資 産 減 耗 費’

その他営業費用’
第2項営業外費用’

支払利息及び企業債取扱諸費｜
操 延勘 定 償却｜

雑 支 出｜
自己資本造成費’

第3項予 備 費｜
計

4,202,751,

3,043,030,

635,080，

239,469,

689,254,

202,524,

363,346,

168,450,

674,357,

63,620,

０
０
０
０
８
０
２
０

０
０
０
０
３
０
６

０
０
０
０
７
０
２

７
９
１
１
＃
７
７

０
０
０
０
３
５
１

０
０
０
３
６
７
９

０
０
５
２
２
８
０

７
，
７
７
，
，
，

０
０
７
０
７
４
８

４
８
６
４

７
１
１
１
７

１
１

７
１
７

９
４
９

７
７
０

３
５
５

ｆ

６１

１
１
‐
１
１
‐

０
６
７
７
０
０
５

５
４
０
０
０
０

３
２
２
０
０
２
０
８

6501
6,925,7541

1,159,720,793

1,147,263,738,
4,875,000

7,582,055,

0

0

4,202,751,195

509，

Ｑ
８

０
７
Ｏ
３

Ｌ
５
２３

1,000,000

4,528,130,000
92.8
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（2）資本的収入及び支出

収 入

差引予算残繍|執荷率(÷）
7 算 額

(A)
決 算 額

(B)
区 分

円
帥
卯
帥

円
6，995，125，000
6,995,125,000
6,995,125,000

3,190,397,670

3,;職珊'
2,100,000,000

35,470,670
200,000,000
606,000,000

585,000,000
585,000,000
585．000.000

1,204,875,0周’
1,204,875,000
1,204,875,000

7,589,330
7,589,330

0

0

7,589,330
0

0

15,000,000
15,000,000
15，000，000

11，076，654
11,076,654
11，076，654

0

0

0

52,230,667
52,230,667
52,230,667

1,290,771,651

％第1款企 業 債
第1項企 業 債
企 業 債

第2款一・般会計繰入金
第1項一般会計繰入金
企業債元金償還資補給金
下水道拡張事業費繰入金
失業対策下水施設費繰入金
特別失業対策下水施設費繰入金
下水道整備拡充事業費繰入金

第3款国 庫 補 助 金
第1項国 庫 補 助 金
国 庫 補 助 金

第4款固定資産売却収入
第1項固定資産売却収入
固定資産売却収入

第5款貸付金返還金
第1項貸付金返還金
貸 付 金 返 還 金

第6款その他資本収入
第1項その他資本収入
そ の 他 掎 本収入

計

０
０
０

分
，
７

０
０
０

０
０
０

０
０
０

１
７
１

０
０
０

０
０
０

２
２
２

７
７
１

８
８
８

０
０
０

85．3

85．3

85．3

99．8

99．8

100．0

100．0

82．4

100.0

100．0

97．5

97．5

97．5

ｔ
Ｆ
ｑ
ｒ
７
１
９
グ
リ
。

７
７
８
０
３
０
６

９
９
４
０
４
０
０

１
１
２
１
２
６

１
宮
ア
リ

３
３
２

０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

９
Ｆ
Ｃ
タ
ー
ニ
も
〃
９
Ｆ
ｑ
〃
■

７
７
７
０
０
０
０

８
８
２
０
６
０
０

９
９
９
０
０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

９
，
７

０
０
０

０
０
０

０
０
０

１
７
１

０
０
０

０
０
０

６
６
６

０
０
０

０
０
０

５
５
５

７
９
Ｆ
●

９
９
９

２
２
２

７
７
７

ｑ
Ｆ
ｑ
垂
■

２
２
２

２
２
２

６
６
６

４
４
４

８
８
８

Ｑ
″
ｑ
亙
己

２
２
２

５
５
５

６
６
６

７
？
。

１
１
１

１
１
１

３
３
３

１
１
１

５
５
５

6,000,000
6,000,000
6,000,000

164,443,500
164,443,500
164,443,500

12,191,160,000

０
０
０

０
０
０

０
０
０

１
二
？
‐
■

６
６
６

6,000,000
6,000,000
6,000,000

112,212,833‘
112，212，833
112,212,833

10,900,388,349

０
０
０

０
０
０

０
０
０

１
１
１

68．2

68．2

68．2

89.4

考
望 出

： 算 額
差引予算残額(B)

一色一､一一一一

円 円

11,356,938,249’ 1,523,432,751
"9,320,6321 131;050;368
332,955,762’ 74,235,951
89,220,975’ 341，125
123,074,225 1,955;537
74,069,670 54,517,755

10,667,617,617 1,392,382,383

9,598,702,276」,191,297,724181,487,275

‘,‘ ", ‘”‘驍漁290,430,429.

’

予 算 額
(A)

決区 分

第1款建 設 改 良
第1項下水道改良
管 渠 施 設
ポ ン プ 場 施設
処 理 場 施 設
諸 設 備
第2項下水道拡張
施 投 拡 張
失業対策下水施設
特別失業対策下水施設
下水道整備拡充

第2款企 業 債 償 還
第1項企業債償還
企 業 債 償 還

第3款 貸 代
第1項貸 付
職員共済組合貸付金

計

（

％
ｊＢｌＡ執行率

円

880,371,000
820,371,000
407,191,713
89,562,100

195,029,762
128,587,425
060,000,000
790,000,000
100,000,000
310,000,000
860,000,000

費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
金
金
金
金
金

12 ２
０
８
６
０
６
５
０
５
７
０

８
４
１
９
９
７
８
９
１
３
１

８
８
８
９
９
５
８
８
８
９
８

７
５
３
４
５
１
３

３
５
８
２
２
７
６

５
７
３
７
７
５
３

２
０

１
１

Ⅱ

０
０
０

０
０
０

０
０
０

７
１
，

７
７
７

２
２
２

９
９
９

，
＃
？

８
８
８

４
４
４

４
４
４

０
０
０

０
０
０

０
０
０

７
１
１

７
７
７

２
２
２

９
９
９

７
１
１

８
８
８

４
４
４

４
４
４

０
０
０
０
‐
０
．
０

０
０
０

。
●
■

０
０
０

０
０
０

１
１
１

６
６
６

０
０
０

０
０
０

０
０
０

う
７
１

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

１
７
，

０
０
０

０
０
０

０
０
０

，
７
１

６
６
６

０
０
０

０
０
０

０
０
０

１
１
１

13,335,298,000 11,811,865,2491 1,523,432,751 88.6
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1．資本的支出予算額のうち．建設改良工事の繰越は次のとおりである。

下水道拡張費 515,150,911円

2．資本的収入合計10,900,388,349円と資本的支出合計11,811,865,249円との収入不足額911,476,900円に，翌ｲﾄ；

度への繰越工事に対する資金留保額515,150,911円を加えた資金不足額1,426,627,811円については，次のとおり
補てんした。

イ（1）前年麻からの繰絨工事沓余 77,988,000円前年度からの繰越工事資金

建設改良積立金処分額

当年度利益剰余金充当

整備拡充事業前年度資金残額

損益勘定留保資金

IF

、

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４
５

く
く
く
く
く

０
０
７
７

０
０
０
０

０
０
７
９

０
４
４
１
１

０
０
０
０

内 訳

５
６
９
１

３
４
，
，

５
４
８
５
５
０

４９１１

昭和37年度東京都下水道事業損益計算書2．

1．営 業 収 益

（1）下水道料金

（2）一般会計繰入金

（8）受託事業収益

（4）その他営業収益

2． 営 業 費 用

（1）管 渠 費

（2）ポンプ場費

（3）処 理 場 費

（4）受託事業費

（5）業 務 費

（6）総 係 費

（7）減価償却費

（8）資産減耗費

（9）その他営業費用

営業総利益

3．営業外収益

（1）受 取 利 息

（2）土地物件収益

（3）一般会計繰入金

（4）雑 収

当年度総利益

4．営業外費用

。)を難鼎鳥豊
（2）繰延勘定償却

（3）雑 支 出

当年度純利益

1,859,189,181円

627,430,500

202,524,435

298,574,790 2,987,718,906円

635,080,940

239,469,990

689,254,278

202,524,435

363,346,936

168,450,274

674,357,145

63,620,650

6,925,754 3,043,030,402一

△55,311,496円

24｜494,727

29,677,028

1,147,263,728

18,882,263 1,220,317,756

1,165,006,260

1,147,263,738

4,875,000

7,582,055 1,159,720,793

5,285,467
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損 益 計 算 書

借 方
貸 方

管 渠 費

ポンプ場費

処 理場費

受託事業費

業 務 費

総 係 費

減価償却費

資産減耗費

その他営業費用

635,080,940円

239,469,990

689,254,278

202,524,435

363,346,936

168,450,274

674,357,145

63,620,650

6,925,754

’
営

業
業

費
収

訓
億
４
千
邪
万
皿
円

”
億
８
千
ｍ
万
８
千
班
円

下水道料金

一般会計繰入金

受託事業収益

その他営業収益

1,859,189,181円

627,430,500

202,524,435

298,574,790

用
益

受取利，g、

土地物件収益

一般会計繰入金

雑 収

(72.31％） 24,494,727円

29,677,028

1,147,263,738

18，882，263

'

(7100%)

’

’営
業
外
費
用

営
業
外
収
益

ｎ
億
５
千
轆
万
祁
円

支払利息及企業
債取扱諸費

繰延勘定償却

雑 支 出

1,147,263,738円

4,875,000

7,582,055

哩
億
２
千
釧
万
７
千
芯
円

’（27.56％） ｜’
-- 一

（0.13％）
当年度純利益 528万5千467円

(29
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3．昭和37年度東京都下水道事業剰余金計算書

利益剰余金の部

I 減債積立金 一 ｜’

1,400,000円

2,500,000

1前年度末残高

2前年度繰入額

3当年度末残高 3,900,000円

Ⅱ 建設改良積立金

01前年度末残高

2前年度繰入額

3当年度処分額

4当年度末残高

45,000,000

40,000,000

5,000,000

8,900,000円積立金合計

IⅡ未処分利益剰余金

48,496,6361前年度未処分利益剰余金

2前年度利益剰余金処分額

（1）減債積立金

（2）建設改良積立金

繰越利益剰余金

3繰越利益剰余金増加高

（1）固定資産売却益

4繰越利益剰余金減少高

（1）整備拡充除却損

2,500,000

45,000,000 47,500,000

996,636

199,306,271199,306,271

狸一》諏一“一一
師
“
配
一
皿

弱
陞
５
一
別

勺
１
入
－
１
１
《

85,373,453

繰越利益剰余金年度末残高

5当年度純利益

当年度未処分利益剰余金
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資本剰余金の部

I 国庫捕助金

1前年度末残高

2当年度発生額

3当年度末残高

638,320,000円

585,000,000

1,223,320,000円

Ⅱ受岫財産評価額

1前年度末残高

2当年度発生額

3当年度処分額

4当年度末残高

ⅡI事業施設建設受入寄付金

1前年度末残高

2当年度発生額

3当年度末残高

2,334,080,436

272,449,329

12,227,185

2,594,302,580

87,498,005

109,234,438

196,732,443

Ⅳ 保 険 差 益

1前年度末残高

2当年度末残高

3資本剰余金合計

翌年度繰越盗本剰余金

237,653

237,653

4,014,592,676円

4,014,592,676

4．昭和37年度東京都下水道事業剰余金処分計算書

I 当年度未処分利益剰余金 120,214,921円

Ⅱ 利益剰余金処分額

1減債積立金

2建設改良積立金
（議決済処分額）

6,000,000円

114,000,000 120,000,000円

1I1翌年度繰越利益剰余金 214,921
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5．昭和37年度東京都下水道事業貸借対照表

(昭和38年3月31日）

資 産 の 部

I 固 定 資

’

固 定 資 産

1有形固定資産

（1）土 地

(2)立 木

（3）建 物

減価償却引当金

(4)構 築 物

減価償却引当金

（5）機械及装置

減価償却引当金

3,939,612,448円

7,131,053

2,728,889,236円

155,198,412

32,198,625,489

3,206,956,296

5,444,608,665

462,905,920

2,573,690,824

28,991,669,193

4,981,702,745

114,013,999

45,005,902

(6)車両運搬具

減価償却引当金

(7)器 具 備 品

減価償却引当金

(8)建設仮勘定

有形固定資産合計

2無形固定資産

(1)駕驚,f"
(2)借 地 権

無形固定資産合計

3投 資 資 産

(1)層期ザ組皇
（2）投資有価証券

投資資産合計

固定資産合計

69,008,097

102,309,850

40,407,042 61,902,808

13,472,384,690

54,097,101,858円I

67,685,024

1,250,156

68,935,180

4,000,000

8,856,400

12,856,400

54,178,893,438
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Ⅱ流動盗産

1現金及顧金

（1）現 金

（2）預 金

13,800,000円

1,024,035,493 1,037,835,493円

2未 収 金

（1）営業未収金

（2）営業外未収金

（3）その他未収金

3貯 蔵 品

（1）材 科

(2)消耗工器具備品

(3)消 粍 品

424,262,630

249,491,240

1,194,461,300 1,868,215,170

94,995,424

480,230

5,475,268 100,950,922

4仮 払 金

（1）概 算 金

流動賞産合計

資 産 合 計

負 債 の 部
D

III固 定 負 償

1引 当 金

（1）退職給与引当金

固定負債合計

Ⅳ 流 動 負 債

1木 払 金

（1）営業未払金

（2）工事未払金

（3）その他未払金

32,886,100

3,039,887,685円

57,218,781,123

56,895,244

56,895,244

257,283,304

1,823,894,959

46,796,653 2,127,974,916

2未 払 費 用

（1）未 払 費 用

3前 受 金

（1）営業前受金

（2）その他前受金

25,482,903

1,086,833

84，029 1,170,862
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4預 り 金

（,）預り保証金

（2）預り諸税

（3）その他預り金

15,146,200円

10,819,823

841,608 26,807,631円

2,181,436,312円

2,238,331,556

流動負債合

負債合

計
計 一

資本の部

V資 本 金

1自己資本金

（1）自己資本金

2借入資本金

（1）企 業 債

資本金合計

Ⅵ剰 余 金

1資本剰余金

（1）国庫補助金

（2）受贈財産評価額

29,266,247,570

21,570,494,400

50,836,741,970

1,223,320,000

2,594,302,580

196,732,443

237,653

事業施設建設
受入寄付金(3)

(4)保険差益

資本剰余金合計

2利益剰余金

（1）減債積立金

（2）建設改良積立金

（3）当年度未処分利益剰余金

欝嘆驚曾114,929,454R
当年度純利益 5,285,467

利益剰余金合計

4,014,592,676

3,900,000

5,000,000

120,214,921

129,114,921

4,143,707,597
剰 余 金 合

資 本 合

負債街本合

計
計
計

54,980,449,567

57,218,781,123
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貸 借 対 照 表

借 方
貸 方

（0.099％）

固定負債 5千689万5千244円
「~－－

流動負債 -
21億8千143万6千312円円６

３
２
１
’

１
０
６
３

９
９
８
６
一

分
一

４
２
０
７
》

７
８
７
０
｝

９
４
１
８
←

７
－

７
－
０
１
６
》

２
２

２
’

１２金
用
金
傘

費
払
受
り
一

払

未
未
前
頑

（3.813％）

固

資

定

円８
０
０
’

５
８
０

８
１
４
－

７
１
，
－

１
５
６
－

０
３
５
←

１
９
８
－

９
１
７
－

７
８
２
’

９
６
１
－

０４５産
産
産

資
資

定
定
資

栩
緬
資
一

有
無
技

資 本

郵
億
７
千
畑
万
３
千
蠅
円

班
億
３
千
恥
万
１
千
蜘
円

産

円０
０
－

７
０
－

５
４
←

７
４
｜

，
一

４
９
－

２
４
－

６
０
－

，
９
｜

《
ｈ
Ｕ
局
ノ
ー
一

○
坐
Ｆ
氏
Ｊ
－

９
Ｌ
一

２
２
－

金
金

本
杢

資
資

己
入
一

自
借

〈迄

’(94.687先）

円３
０
２
０
’

９
７
２
０
－

４
１
９
１
←

，
７
－

５
５
０
６
’

３
１
５
Ｆ

’
８
２
９
８
－

７
，
７
１
－

７
８
０
２
←

３
６
０
３
－

０
８
１

１
１

金
金
品
金

預及
収
蔵
進

金現
未
貯
仮
一

(88.846％）

I

円６
１
－

７
２
－

６
９
－

，
９
－

２
４
－

９
１
’

５
１
←

７
７
－

４
９
『

１
２
－

０
１
’

４

金
金

余
金

剰
剰

本
益

資
利

流動資産
30億3千988万7千685円

（5.313妬）

剰余金

41億4千370万7千597円

（7.242％）
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6．貸借対照表、損益計算書の比較と分析

（1）比較貸借対照表 一

一
形
形

一一
函
有
無
投

一

菫 リ｜＝

円

10,721,191,972

46,419,570

3,206,400

年度 3 63 7

円’
54,097,101,8581

68,935,1801

12，856，400

一

円６
０
０

８
１
０

８
６
０

９
Ｆ
、
Ｆ
甲

９
５
０

０
１
５

９
５
６

勺
〃
、
、
可

５
２
９

７
２

３３４

固 定 資

固 定 資

資 資

産
産
産

’
’

10,770,817,942
’

43,408,075,49654,178,893,438固 定 資 産 計

金現
未
貯
仮

1

２
６
２
０

５
３
２
８

２
２
３
８

７
７
，
７

６
８
６
８

二
○
ワ
〕
９
６

９
４
２
２

７
７
７
１

８
６
２
８

０
４
２

５

△

１
４
４
０

５
３
４
２

７
９
２
２

７
９
〆
９
“
可

１
６
７
７

９
８
４
１

７
７
２
６

１
１
１
，

６
１
３
４

４
６
４

５
８
１

？
，

１
１

３
０
２
０

９
７
２
０

４
１
９
１

，
？
，
＄

５
５
０
６

３
１
５
８

８
２
９
８

７
７
１
９

７
８
０
２

３
６
０
３

０
８
１

＄
，

１
１

金
金
品
金

預

及
収
蔵
払 11｜

’ ’

’
516,555,4643,556,443,1491△3,039,887,685’計流 動 資 産

’｜
’

産 合

当

’

10,254,262,47846,964,518,645

３
４
２
４

１
２

１
Ｆ

１
５

８
９
７
８

Ｑ
″
１

８
６

１
５

２
７

７５計
一
金

資

引

’
９３６３１５７

’

49,381,605’’一 ９
３
６
４
５

３
７
２
５
５

６
５
２
９
０

甲
．
７
７
，

３
５
３
３
６

１
５
２
６
４

５
８
８
３
６

７
９
．
１
勺

７
３
４
１
１

４
３
１

５

49,381,6051

４
６
３
２
１

４
１
０
６
３

２
９
９
８
６

１
７
７
７

－
Ｊ
４
２
０
７

９
７
８
７
０

＄
９
４
１
８

７
１
７
７

６
７
５
１
６

５
２
２
２

１２

負債計｜

払 金

費 用

受 金

‘〕 金’

定｜一木圭木
固

’916

９
９
６
６

８
２
１
７

４
１
８
５

，
，
，
７

０
６
４
１

３
０
３
６

８
３
５
１

７
７
，
７

１
０
２
５

７
６
１

６
７

２ △
△
△-W

鰹

前

預

’

８
９

９
５

６
０
１
７

６
３

９
８
３
８
１
９

８
０
６
６

５
５

ｌ
’

皿
一
“

３
４
３
１
８
２

９
９

４
９
７
７

２
２

△
一
△

廻
一
髄
加
帥

３
５
５
４

６
１
７
４

３
３
４
９

４
３
２
４

１
８
６
０

８
３
６
７

１
２
２
５

２
２
９
１
２
２

三十
口I俄流 動 負

’計’負 債

自 己 資 本 金

借 入 資 本 金

０
０
０
０

９
４
７
１

９
１

４
２

８
４
７
１

５
９

３
１

０
０
９
１

６
５

２
１

3,230,397,670

6,551,073,000

’
本 金

０
’
２
５

句
一
銀
鎚

、
一
硫
喝

４
４
２

１
４
９

８
５
７

７
９

９
’

計｜ 41,055,271,30050,836,741,970金資

’

４
６

９
３

０
６
１
７

６
６

３
９
１
８

７
７

０
９

６
４

０
７

３６
１

７
２
６
９
，
，

２
４
９
１

５
１
７
，

４
９
１
２

０
１

７

４金
金

余
余資 本

利 益

剰

剰

4,143,707,5971

１
１

1,033,674,867

10,815,145,537

3，110，032，730三L

両I金

余
一
本

剰
資

’44，165，304，03054,980,449,567計

墨
Ｊ

Ｚ
Ｉ

46,964,518,645

｜

’

’ 10,254,262,478218,781,12357負債 資 本 合計
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（2）損益収支結合表’

｜

I
円

円’ 川|‐
’

収 益

流1助撹産の減少

貯 蔵 品

l,'rl定負債の増加

引 当 金

流動負債の贈加

預 り 金

4,208,036,6 62

12,296, 322
貯蔵品の庫出

1
7，513， 639

職員納付金

’ 11，646，055 源泉徴収所得税等の収入
｜

’

掎 本 の 墹 加 ’

自己資本金

借入資本金

０
０
７
０

６
０
１
町

７
３

９
７

３
０
１
１

０
１

３
５

ワ
］
Ｆ
Ｄ

３
６ -一般会計繰入金等の組入れ

企業債借入の蛸｜

’剰余金の端加

資本剰余金

利益剰余金

収入合計 ’

２
８

８
１

５
８
７
９

６
２
５
３

４
９
１
，

４
３
５
７

９

国庫よりの補助金受贈財産寄付

土地売却差益

15,079,352,7 48

I

費 用｜
固定資産の蛸加

有形固定資産｜

無形固定資産｜

投 資 資 産｜

流動資産の増加 ｜

未 収 金｜

仮 払 金｜

流動負債の減少 ‘

未 払 金｜

未払費用｜
前 受 金｜

支出合計 ｜

”童臺ョ’

4,202,751, 195

２
０
０

７
７
０

９
５
４

１
１
７

１
９
６

９
１
０

１
４
２

１
９
９

１
６
３

２
４

【
ｊ

Ｏ１

下水諸施設の新設改良及び諸設備の
購入
受電設備等の新設

電信電話債券溝入

２
８

８
８
２
６
４
２
，
？

６
８
２

236
一般会計繰入金等の未収分

前渡金概算金の支払い
00

５
２
９

，
７
７

５
３
３

５
２
６

８
８
３

９
９
７

３
４
１

４
３

５ ３
６
４

７
２
５

建設改良工事費等の支払い

人件費の支払い

81'’11,385,557,

６
６
０
０
８

０
０
－
，

７
７

２
９
９

０
０
６

３
３
５

９
１
７

８
８
８
８
８

５
５
０

，
，

５
５
５

１
１

管渠改造工事分担金の概算前受額の
清算及び還付

’ ｜

’

｜' …‘ 鰯’’’現金罐36年度末在高｜
現金預金37年度減少高

８
’
３

５
９

２
４

６
風

５
３

９
８

７

８
［
ん

０
３
５
０

１

１

’現金預金37年度末在高｜



I資 金 移 動 図 表 画
唖

現金預金逆 用 (単位百力.円）源 泉益損

11，38611,386

I
’

自己資本金の増

3，230

(一般会計繰入金）

諸施設の新

設改良及び

諸設備の購入

10,768

1
借入資本金のjW

6，551

（企業債）

4,2084，203

’

ｌ
晩
‐
ザ
‐
０
６
Ⅱ
Ⅱ
１
１
１
１
０
Ｊ

一

l現今預金減少高
509

－ ~一廿一 一一一

現金預金

36年度末

在高

1，547

収 益

L|
費 川

11

;〉

』I

その他のjW

1，091

現金預金
37年度末
在高

1，038

前年度未払，

579

~~~~~~一~~~~~一|その他39’ 純利益5
→’

’
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（3）損益計算書、貸借対照表百分比 Ｌ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
即
匡

損

区

益 計 算 書

』

分｜余 額｜比率｜区 比 率分｜金 額

％

又

又
Ｉ

△
ロ

Ｉ

外

業
業

方

営
営
貸

％
３
６
９
１
０

◇
・
・
・
０

２
７
９
０
・

７
２
９
０
０１

円
蛇
兜
妬
師
他

４
７
１
４
６

０
０
１
５
６

３
２
５
８
３

０
７
７
２
０

３
９
２
５
〔
け

４
５
０
０

０
１
２
２

３
Ｌ
Ｌ
４

’
円

2,987,718,906

1,220,317,756

営 業

営 業 外

計

当 期 純

借 方

費 用

費 用
益
益

０
０

１
９

７
２

１年小．△画

益
計 ’

計’ 4,208,036,662

０
２
８
２

。
■
叩

０
４
４
２

，
》
４
４

１

備
考

令
Ｉ

１
１

１ 減
支
受

価償却

払 利

託事業

費
息
費

５
８
５

４
３
３

１
７
４

７
７
１

７
３
４

５
６
２

３
２
５

９
１
９

４
７
２

【
』
４
０

６
１
２

ｆ

１

０
３
８

６
７
４

１
２

下水道料金

受託事業収益

補給金及び繰入金

１
５
８

８
３
３

１
４
２

１
，
，

９
４
４

８
２
９

１
５
６

，
Ｊ
７

９
２
４

５
０
７

８
２
７

７

－
１

’考

貸 借 対 照 表

分｜金 額｜比率|’ 率

％
719

045

002

047

099

148

698

016

226

000

分’区 区

円
猫
”
舵
弧
“
沁
卯
布
幻
妬

９
９
８
６
２
５
４
６
９
１

額
４
２
０
７
５
７
４
２
４
１

，
，
７
７
，
Ｊ
，
，
，
？

７
８
７
０
９
４
９
９
１
（
け

９
４
１
８
８
２
４
５
１
７

１
ｊ
，
，
ｊ
９
，
，
９
７

７
５
１
６
６
６
０
４
９
ｎ
Ｕ

２
２
２
５
６
７
１
２
１

１
２
５
０
１
２

２
９
１
４
７

金
２
２
５

比

,""鯵’
0．120

0.023

1．814

3．265

0．176

0．058

円
54,097,101,858

68,935,180

12，856，400

1,037,835,493

1.868,215,1701

100,950,922

32，886，100’
有
無
投
現
未
貯
仮

形固定 資

形固 定 資

資 資

金 及 預

収

蔵

払

産
産
産
金
金
品
金

未
未
前
預
引
自
借
資
利
負

払

払 費

受

り

当

己 資 本

入 資 本

本 剰 余

益 剰 余

債資本 合

金
用
金
金
金
金
金
金
金
計

３
０
０
０
０
１
７
７
０
０

５
３
０

１

｜

計’57,218,781,123'100.000資 産 合
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（4）昭和33～37年度比較貸借対照表

度末百房一塁塵 ’
33年

千円

資 産

固定資産

流動資産

現金及預金

未 収 金

貯 蔵 品

その他流動資産

資産合計

54，178，893

3,039,888

1,037,836

1，868，215

100，951

32,886

57,218,781

43,408,075,

3,556,443

1，546，792

1，861，787

143,247

4,617

46,964,519

32,732,911

3，802，952

2,032,909

1,657,0251
108，721

4,297

36,535,864
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５
５
４
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８
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６
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負 債

固定負債

流動負債

未 払 金

その他流動負債

負債合計

０
９
０
９
９

４
７
５
２
１

７
２
３
９
０

１
，
，
，
？

８
０
２
７
９

３
２
５
６
５

５
４
５

２
２
２

56，895

2，181，436

2，127，975

53,461

2,238,331

２
３
０
３
５

８
３
３
０
１

３
８
８
０
２

１
７
１
１
７

９
９
１
８
９

４
４
７
７
（
け

７
６
７

１
．
句
㎡

２
２
２

30，454

1，398，693

1,394,640

4,053

1,429,147

２
７
６
１
９

３
９
９
０
２

１
１
６
５
３

１
７
う
，
１

４
２
７
４
Ｒ
》

２
１
０
３

８
８
８

資 本

資 本 金

自己資本金

借入資本金

剰 余 金

資本剰余金

利益剰余金

欠 損 金

資本合計

50,836,742

29,266,248

21，570，494

4,143,708

4，014，593

129,115

0

54,980,450

41.055,271

26,035,850

15,019,421

3，110,033

3，060，136

49，897

0

44,165,304

32.321,7151
22,765,139

9,556,575

1，655，129

1,629,184

25，944

0

33,976.844

19,676,962

14,226,466

5，450，496

7，112，544

7,095,880

16，664

0

2G,789,5CG

２
０
２
４
７
７
０
６

７
６
１
６
３
２
３

９
５
４
２
５
７
２

７
１
１
７
７
７

８
９
９
３
０
２
２

３
９
３
０
０
４

４
０
３
８
８
２

７
，
７
１
９

７
４
３
４
４

１
１
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57,218,781,078,565 28,218,G53 3f,535,864 46,964,51923資本、負債合計’一
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（5）損益計算書、貸借対照表の分析比率

イ 資産、資本の構成比率

種 別 算 出 方 法 実 数 (単位千円）

」固定資産構成比率

形

固 定 資 産

総 資 産
54,178,893×100＝94．7
57，218，781

’

剛 定 負 債

和一２坤一

固定負債構成比率 ×100＝37．8

総 資 本 57,218,781

｜

’

’
自 己 資 本 33,409,955自己資本構成比率 ×100＝58．4

総 資 本 57，218，781

固 定 資 産固 定 比 率 54,178,893
×100＝162．2

自 己 資 本 33,409,955

’自己資本十固定負債 55,037,345×100＝101．6長期資本対固定資産比率
固 定 資 産 54,178,893

｜流 動 比 率 流 動 資 産 3,039,888
100＝139.4

流 動 負 債 2，181，436’

駿 性 試 験 比率
’

現金預金十未収金 ｜
’

1,037,835,＋1,868,215
×100＝133．2

流 動 負 債 2，181，436

｜比 率 現 金 預 金 1,037,835現 金 ×100＝47．6

流 動 負 債

６３４１

’
８１２

’

口 資産、資本の回転率

別 算 出 方 法 実 数種
(単位千円）

胆,“￥’．※“悪 ’ 2,987,719総 資 本 ＝0．06

総資本平均在高 52,091,650

’ ’
総 費 用

＊’
4202LZEl=0.13

31,277,919

自 己 資 本 回 転

自己資本平均在高

I
営 業 収 益

固定資産平均在高

６００

９
４
１
８

７
４

７
３
８
９
９
７

２
８

４

固定資産対営業収益回転率
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674，357期 償 却 費減価償却率’ 当 ＝0．02

37,421,266

｜減価償却資産
一 一

１一

｜
“

１９

－
韮

０

灼
鯛
一
師
皿

〃
』
｜
Ｄ
Ｂ

７
８
’
７
２

８
９
’
４
９

率
準
一
坪
哩

営 業 収 益

流動資産平均在高
＝－－

流動資産回転率

一一 一

－｢－当 期支出額
現金預金回転率

現金預金平均在高

’
1，217，703高払 出 ＝9．97

貯 蔵 品 回 転率

１
１

122,099

一

貯蔵品平均在高

未 収 金 回 転率

一
、

８９

９
６
１
９

７
３

７
３

８
０
９
３

２

営 業 収 益

営業未収金平均在高

ハ損益に関する各種比率

(単位千円）実 数算 出 方 法別種

5,285当 期 純 利 益 _皇旦旦＝0．00
総 資 本 利 益 率 52,091,650総資本平均在高 ’

営
営業収益対営業費用比率 ’

2,987,719業 収 益 x100=98.2(")
3,043,030業 費 用営

4,208,037収 益総 X100=100.1(%)
総収益対総費用比率 4,202,751総 費 用 一

1,147,_型×100＝5.5（先）
20,813,730

支 払 利 息

’利 子 負 担 率
総負債平均在高

’

坐227×100=66.6(%)
674,357

企業債償還額

当期償却費

職員1人当営業収益

｜

’

2，墾亙19＝2,087.85（円）
1，431

営 業 収 益

損益勘定所属職員数

’ 54,097,102＝24,291.47（円）
2，227

有形固定資産
職員1人当有形固定資産

全 職 員 数
←

(注）本表における用語の説明
1．負 債 固定負債十流動負債
2．固定負債 固定負債十借入資本金
3．自己資本 自己資本金十利益剰余金十資本剰余金
4．平均在高 （期首在高十期末在高）÷2



7．企業債および一時借入金

（1）企 業 債

｜発行 額｜償還高’

；|隠篝:鼎|観:駕|〒職…“““
別 発行年月日種

発行価格 利 率 償還終期

円

7,000,000,000

円

443,765,9741
円

”…臘皿脇？"“簡易保険肘‘"，"’0"|惠鴻
21,557,327,026公 募|9:"000,0001+分5煙

’100.00円｜］2,294,000,00018分0厘
攪金運川部100.00円 3分2厘5,271,974 6分3厘

7,560,0001資金運用部100.00円 6分3厘

簡易保険局 100.00円0 4分2厘

簡易保険局 100.00円335,400 4分2厘

21,570,494,400

昭和24乍4月25日

下水道拡張
昭和62年2月

昭和38年3月23日 22,294,0()0,()00
1 736,672,974

’

’昭和51年2月

|昭和婚年3H

管渠移設復旧 昭和21年5月20日
昭和25年3〃15日

６
６
０
０

２
２
０
０

０
０
０
０

７
Ｊ
７
，

８
８
３
０

４
６
９
４

５
８
４
１

１
７
，
？

１
１
３
５

１
－

２

０
０
，００４１【
Ｊ
ｆ

ｌ

I"":3 ,,1,:M::|水害下水道復旧 昭和23年4月30日

都市計画事業 01 81,500,昭和14年5月31日
改良下水道完成 868,100 838,1001
郊外下水道’ 0 41，500

改良費｜昭和17年5月20日 736,400 401,000
計 r,000,000,000 448,927,000

22,345､444,500 774;950;100

（注）当年度発行額のうち，未収盗金運用部債4億5,000万円を含んでいる㈲

昭和37年5月
’

昭和45年11月

（2）支払利息

＝

息 ｜‘ ㈱”※．窪~--理一巡一
37 年 度

｜傭 考
企 業 債 利

1,092,453,530

計

円’ 円 円

’54,810,208 1,147,263,738

（3）一時借入金

な し

四
四
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定 資第2節 固

有 形 固 定 資

資産の種類 年度当：

刀

土 地 1,112,680.926

事務所用地 2,329.28

施設用地 1,104,995.326

その他用地 5,356.32

’ 増 加 高当 年 庇

㎡
41，054．80

初 現 在 高

円
1,108,752,86092#’ 円

2,840,912,934
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０
０
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２
９
６
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４
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０
０
０
２
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２
５
６
９
５
５
６
１
３
２
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９
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５
４
６
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９
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９

２
２
８
０
４
０
６
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２
０
１
５
４
７
０
１
５
９
７
３
１

０
７
９
８
５
７
１
６
７
５
２
０
２
０
７
７
β
β
４
β
β

７
７

７

４
４
１
８
５
８
３
６
４
６
２
１
３
４
２
０
９
０
６
１
４

７
７

７
１

１
７

り
ぅ

＃

４
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７
５
２
０
１
７
２
江
鋤
加
幻
３
２
１
妬

０
１
８
８
９
，

３
２
８

７

１

50,288,360

2,782,740,178

7,884,396

5,149,136

2,993,260,292

218,509,938

2,655,901,211

58,787,833

36,969,263

12，599，645

10,492,402

28,852,209,727

22､351,370,503

6,034,340,758

466,498,466

5,262,933,015

1,805,316,524

1,179,301,613

1,984,050,178

294,264,700

91,275,099

97,043,100

6,498,680,704

46,641,464,007

立 木

建 物

事務所用建物

施設用建物

公舎合宿用建物

倉庫車庫用建物

工場用建物

その他建物

構 築 物

排 水 設 備

処 理 設 備

諸設備
機 械 及 装 置

電 気 設 備

ポンプ設備

I処理機械設備

その他機械装置｜
｜

｜
車 両 運 搬 具

器 具 備 品

建設仮勘定’
’

’計 ｜
’

９
９
２

６
７
１
５
９
４
８

３
６
９
１
７
１
６

０
１
４
９
４
５
４

２
０
０
４
６
９
０

０
４
３
２
０
０
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，
＃

７

８
９
４
６
－
り
１
１

６
４

1．902．24

｜

’
0

208．53

’

｜
’
｜

’

’ ’ 14,802,946,002
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産 明 細 書

産 明 細 書
昭和37年度

｜、“ 減価償却引当金

円

減価償却未済高

円
3,939,612,448

｜

’

当年度減少高 末現 在高
少

流

，949．946 1，149．

｜ 鴫：
8，

円
10,053,346

0

9，738，129

315,217

0

433,173,575

㎡
､785．78

円
3,939,612,448

３

０
６
２

３
１

－
塑
両
釦
弱

３
６

９
０
２
８
７
１

１
３
０
６
４
４

５
４
４
３
５

８
９
１
１
２
５
６
８
４

２
５
９
１
５
８
２
８
１

９
２
３
３
６
４
１
５
５

２
４
１
０
８
４
４
４
９

３
３
１
５
２
７
７
６
０

50,288,360

3,817,026,223

72,297,865

7，131，053

2,728,889,236

221,899,142

2,304,227,376

111,872,328

63，281，726

12,599,645

15,009,019

32,198,625,489

25,062,960,287

6,647,720,465

‘87,9""71

50,288,360

3,817,026,223

72,297,865

7，131，053

155,198,412 2,573,690,824

13,728,899 208,170,243

117，125，381 2，187，101，995

11，057，065 100，815，263

6,744,201 56,537,525

3，220，130 9,379,515

3,322,736 11,686,283

3,206,956,296 28，991，669，193

2,834,935,598 22,228,024,689

304,731,163 6,342,989,302

67,289,535 420,655,202

462,905,920 4,981,702,745

112,260,035 1,841,904,079

126,883,872 832,952,841

190,993,611 2,036,264,088

32,768,402 270,581,737

45,005,902 69,008,097

40,407,042 61,902,808

13,472,384,690

3,910,473,572 54,097,101,858

Q

QJJ ｜

’

1

ア

ー
９
４
７
６
Ｌ
Ｌ

７
４2，156．387

430,380.638

85.000

321．152 342.700

0 0

'23 751 989．46208850

460,090,879

100,621,769

357,673,341

1，795，769

532,397,376

153,861,654

320,178,482

36,748,179

21,609,061

3,737,500

6,272,900

9リ1，109，003

５
４
３

６
１
１

６
１
７
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１

９

８
４
６

０
６
３

６
１
８

１
，

，

４
４
９

４
５
５

４
９
９

５
勺
吟

９
９
９
０
０
０

９
３
９
５
９
３

６
１
９
８
６
４

？
７

７
０
３
９
４
５

５
５
１
０
８
７

２
３
０
３
３
５

７
，

，

７
３
４
２
２
７

２
０
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436,834,579 ’

一
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定産明細書

年度増加高|当年度減少高

固
一
ｌ
皆

無 形

年度当初現在高
年度末現在高

資産の種類

'

円円円円

’17，765，015電気ガス供
施 設 利 用

67,685,024
1,543,4391

給
権 51,463,448

惰”権｜
計

1，250，1564,750,5951 3,500,43910 ’

51,483,448 68,935,1805,043,87822,515,610

投資資産明細書

資 産
年度末現在高

円

4,000,000

当年度減少高l

Fl

年度当初現在高’当年度鋪加高

円‘ 円｜

‘'000'00仙 。’

5,650,00013｡206,400

9,650,0001 3,206,4001

の 種 類

|共済組合貸付金
I電信電請債券
計

長期共済組合
貸 付 金

8,856,400

１０
０

投資有価証券

12,856,400

減 価 償 却 費

(有形固定資産）

減 価 償 却 費’
｜

’

却 対 象 額

円
1,653,228,879

償種類

物

償却資産の 一

円

33,548,481

477,635,924

139,264,048

14，592，688

6,522,408

671,5G3,549

姪

23,619,547,804

2,936,963,249

78,289,109

75,264,839

28,413,293,880

物
置
具
品

築

械 及 び 装

両 運 搬

具 術

計

構
機
車
器

’
(無形固定資産）

再
９
７
６

’
３
５
９

費
一
型
叩
那

－
０
－
１
１
２

’
｜
‐
４
一
、
Ｑ
Ｕ

－
褐
２
〃

｜
去
一

一
償
一

一

価一｜償却対 減

円
４
４
８

４
８
２

額
４
７
２

風
Ｑ
６

８
５
３

象
一
坪
“
恥
２

無形固定資産の種類

電気ガス供給施設利用権

借 地 権

計
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第3章下水道計画

第1節東京都市計画下水道

この計画は本都の戦後の復興計画に対応して，従来施行中の旧東京市下水道のほか郊外下水道及び旧12

町村下水道を統合し区部のうち新荒ﾉll以西（練馬区の大部，板橋区の一部を除く）約36,155ヘクタールの

地域に対する下水道計画を策定し，昭和25年7月都市計画下水道が決定されていたものである。

しかし，最近における本都の著しい発展に伴い，人口の激増，使用水量の増大，都市計画用途地域の変

更，極度の地盤沈下，或は集中豪雨の発生等により，施設の追加変更が必要となってきたので変更計画を

策定し，昭和37年3月31日，建設省告示第1,092号をもって決定された。

その変更理由の主なものは次の通りである。

(1)排水区域は新荒川以西の地域（練馬区の大部，板橋区の一部を除く）で総面積37,314ヘクタールの区

域であり，今回は埋立等の理由により砂町処理場付近及び板橋区舟渡3丁目並びに練馬区仲町1丁目，

板橋区上板橋町7丁目付近の一部を新たに追加した。又，芝浦系統のうち神田川（上流は江戸川〕左岸
一
一

-2幽些亘屋系統に流域変更する｡なお,陸接する武蔵野市及び三鷺市のうち地形上本区域に流入す
る約1,185ヘクタールの地域の下水は森ケ崎処理場にて処理する。
一

一

(2)計画人口は東京都長期計･画に基づく適正収容人口（常住人口)950万人（昭和45年には980万人）と

し，1人1日当りの汚水量はこれを行政区毎に定め，雨水量は計画全地域において1時間最大降雨量

を50粍としてこれを定める。

(3)東京都市計画審議会河川下水道調査特別委員会が決定した，「準用河川を下水道幹線とする」答申に

より，呑川外10河川の全部又は一部を下水道幹線として利用する。

(4)諸産業の発展に伴う工業用地下水の過剰汲み上げによる地盤沈下は著しく，今後の趨勢等を勘案し，

これに対応する各施設の増設をはかることとする。なお，本計画では管渠7,608,900メートル，ポンプ。

所42カ所，処理場6カ所となっており，計画内容は後記（3の第1）のとおりである。

第2節東京都市計画下水道事業

この計画は昭和25年7月決定の都市計画下水道のうち急施を要する施設を緊急に施行する予定で，昭和

28年都市計画事業として決定されたものである。

これは都心部及びその周辺，約19,326ヘクタールの地域について管渠約400,000メートル，ポンプ所7

カ所，下水処理場6カ所を事業費90億円をもって5カ年間に執行する計画であったが，事業が資金難，

用地難その他により予定通り進捗せず，更に準用河川と下水幹線の重複を調整する必要が生じた等の理由

により再三にわたり年度割を延長してきたのであるが，最近における本都の発展に対処するため前記都市

、
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計画下水道の計画変更の際事業内容を大幅に拡大，昭和45年までに都市計画下水道全域37,314ヘクタール

について下水道を完成するよう事業計画を変更し，昭和37年3月31日建設省告示1,092号をもって決定し

た。

この事業計画では管渠5,473,145メートル，ポンプ所39カ所，処理場6カ所〔処理能力410万立方メー

約2,177億円（一部執行済）をもって施行するもので施設の大要は後記（3のトル）の施設を総事業費

第2）のとおりである。

第3節東京都市計画下水道並びに同下水道事業

及びその執行年度割の概要

第1東京都市計画下水道を次のように変更する。

（1）排水区域及び面積

面 積
(ヘクタール）

域

各区の大部，並びに文京，

区

港区の全部及び千代田，中央，新宿，渋谷，

目黒，世田谷，豊島，各区の一部

排水区域名

品川，

浦 約 6,328芝

一一

台東，荒川,両区の全部，及び文京，豊島，両区の大部，並びに千代田，新宿，
3，936

北，各区の一部

ク
ケ
｜
〃
参

一

島
一
町
一
台
合

一一

河
一

一
小
落

三
喜
砂

一

墨田区の全部，及び江東区の大部，並びに中央，足立，江戸川，各区の一部
3,977

4,552

6,'5’｜中野,杉並,両区の大部,及び新宿,世田谷,渋谷,豊島,練馬,各区の一部

"|
’

大田区の全部，及び世田谷，品川，目黒，各区の大部並びに渋谷，杉並，両区
12，370

の一部

千代田，中央，港，新宿，文京，台東，墨田，品川，目黒，大田，世田谷，渋

谷，中野，杉並，豊島，北，荒川，各区の全部，及び江東，板橋，両区の大部

並びに練馬，足立，江戸川，各区の一部

〃 37，314
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（2）下 水管渠

鰄｜名 称

芝’千駄ケ谷幹線確か25幹線

称

昂‐一
一
卜

’
ノ

延ｃｌ
－Ｉｌ 摘 要

管径又は断面
’（ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ）
断面 内径45～

断面巾750×高360

I

枝 線

Ｉ
Ｔ 1,270,172

｜
’

計 1，353，124
’

’

’62，990｜
内径80～

巾400×高250並列

尾久幹線ほか14幹線二二

そ’
’
一

河
島

砂

｜

’

枝 線 928,016 ’
1

計

小松川幹線ほか5幹線

’ 991,006 ’

管径

断面 ｜
内径45～

巾600×高480I 24,346

831,382

’１

枝 線

町’
断面 内径35～

断面巾1,400×高600

‐’ 計

小 浮間幹線ほか6幹線

枝 線

｜

’

’
’
１

855,728

’30，607’

’876,682’

台
計

川中新井幹線ほか7幹線

907"91
’ 断面 内径60～

断面巾800×高350

’１

｜

’

落
47,656

1,266,435枝 線

合
計

藤｜烏山幹線…幹線
~T~~－－'－1,314,091｜ 』'314,09Ⅲ｜

｜
断面 内径45～

110，991
断面巾2,000×高490|‐

線 2，076，671
－－-一一一一一一一+一一一-一一一－一一一一 一

ケ｜枝

崎’ ’

’

計
一

’’’187,661 ■
■
心

’一一Ｉ

’
計 ’

合 7,608,900
． ’ｰ
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（3）吐 口

排水区域名｜’ ｜管径又‘±断面｜摘（センチメートル）

置
一一“ゞ一蹄一
一耐

弱一
一
謙
一
他

位一錘
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
１
１
ｌ
‐
‐
１
１
．
．
１

名
一
浦

要

一

》
一
知
一
略
一
皿

〔一妙一一一恥一一
ソ
’
１
一
一

〆
一

で

面
一
面

に

｜
断
一
一
一

断

’
－
１
－
’
’
十
二
Ｉ

|渋谷川幹線雨水吐口
芝

_皇一一-一一一一-一一一一一一一－－一一一一一一一＝一一一一一一一“

|雑司ヶ谷緯線爾水畦。｜文京区関口水道町地内

一

河 島｜－ -－

他 48カ所

｜墨田区吾嬬町'丁目地内

－
１三

略

400×400

省
面

断

業平橋ポンプ所吐口

省
一
面
一
省

断
一

一
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｌ
「
’

’一

一
所
一
内
一
所

秘一助
一
力

一
過
１
’
８

後
一

一
長
一

一
他
区
一
他

橋
一

板
一
一

町
一
台

砂
－
４

略
》

略

志村幹線雨水吐口

｜中新井幹線雨水吐口中野区江古田1丁目地内｜断面 480×288
1－

他 224カ所 省 略
合落

’ 断面 2,800×500目黒区下目黒2丁目地内 |ﾛ黒川幹魁函吐｡
森 ケ 崎

略省他 93カ所 ’

、主要設備省略
一（4）ポンプ所
稜地積地 称’鰄|、称｜位 置Kへ，略称艇 麓，〔へ’

地 イ頁 へ‘

’ タール）｜,タール）｜，

芝｜銭瓶町|千代田区大手町2丁目地丙一・“‘,箱崎町,中央区日本橋箱崎町4丁目 0．01
地内，

l‐

｜浜町|中央区日本橋浜町2丁目’，"｣桜橋|中央区酉八丁堀4丁目及び｜，2，浜町公園内’ ｜， ‘新富町1丁目地内

0．02’汐留｜中央区銀座東8丁目， 0．20

浦，中州｜中央区日本橋中州地内， 築地5丁目地内’|中
ﾖーーーーーー

－

湯島|文京区湯島切通町地内

和泉町',千代田区神田和泉町地内’

的一０

汐入｜

南千住’

入荒川区南千住町10丁目地内’ U･U9

住|瀧川区爾千住町8丁目地内
0．16

染|爺川雪蝿息構”｜
屋|荒川区三河烏町9丁"内‘3，
瓦T詞厄鼠町，丁""［‘“

0．17

二

0．05

藍河日本堤|台東区浅草日本堤2丁目’地内，
一一一一一二-一一一一一-一一一一一一一-－－－－－－一「

山 谷',台東区浅草橋場3丁目地内I

0 321

0．06 町

尾｜”。i
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’
１
！
‐
‐
‐
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐

｜
称
一
橋平

一
名
一
業

－
１
１
１
’
１
‐
‐
Ｉ
‐

一水名一
ゞ
域
一

一
排
区
ゞ

地 積'｜
位 置

舞ｶ)||名称

墨田区吾嬬橋3丁目地内’0 4411越中島｜i

墨田区竪川4丁目地内 0．47束 雲

中央区新佃島東町1丁口
地内 0．50 木 場

中央区新卿島蕊町'丁晶内｜，’''千住西

｜位 地 積
（ヘクタ
ール）

価

江東区深川越中島町地内 0．08

０
９
０

３
８
４

０
０
０

内
内

々
目
地

地
丁
内

立
３
地

埋
町
町

号
住
木

８
豊
桜

川
川
住

深
深
千

区
区

江
江
壁
口

東
東

砂

月 島

0．60小松川 江戸川区平井1丁目地内 0．47

0．621大 島，江東区大島町6丁目地内 0．89

0．62砂 町江東区南砂町5丁目地内 0 88

千住|足立区千住曙町池内
町隅田|墨田区隅田町,丁目地内｜

吾 嬬’墨田区吾嬬町東5丁目地内

小｜志村'板橋区小豆沢‘丁目地内
志 茂 北区志茂1丁目地内

台鹿浜足立区南堀之内町地内’

｜エ￥北区豊烏2丁川地”0．81

－_哩一
0．70 宮 城 足立区宮城町

小台処理場構内

0 "’

0．54高 畑 大田区西六郷3丁目地内 0．06

，'‘|動、郷大出厘爾六郷1蝿則内 ，”

｜，“ “出…"蝿、 ，“｜羽田

|錨川区大井鮫州町巡内
品川区大井北浜川町地内

大田区平和島地内

鮫 州

浜 川

平和島

森

ケ

崎

矢 口 大田区古市町地内 0．50

（5）処 理 場

籍称｜位 置
港区芝高浜町及び芝海岸芝 浦
通5丁目地内

三河島 荒川区荒川8丁目地内

地 積
（ヘク
タール）

18．18

18．49

49．14

摘

主

摘 要

主要施設等省略

参

排 水
区域名

芝”|ゞ”
三河島 三河島

砂 町 砂 町

小 台 小 台

落 合 落 合

〃

足立区宮城町地内台’

７
６

４
０

９
７

〃

｜新宿区上落合1丁目地内 〃

ク
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第2

(1）

昭和28年10月12日建設省告示，第1,358号東京都市計画下水道事業を次のように変更する。

排水区域及び面積

東京都市計画下水道に同じ

（2）下 水 管 渠

l延 長

|(ﾒｰﾄﾙ）
管径又は断面

(センチメートル）雛’
摘 要

L'し

〃F 称名 ’

断面 内径45～
千駄ケ谷幹線ほか13幹線 断面 巾750×高360

31，501
芝

８７

’
８

８７５’

枝 線
｜

’

｜
I

計

９
５

７
３
３
５

０
８

１
２

６

浦

’ ‐‐

尾久幹線ほか13幹線
内径25～
440×264

断面
断面三

’

恩 ’ 48,542
河

’’7,0771

丁
島

’

小松川幹線ほか5幹線

枝 線

計

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
９
０

１
０
２

２
０
２

，
，

９
５
４

１
０
２
５
５

１
１
１

”|ー

帥一４
－吉向
５
×

４
０
・

碓榊一|鰐

町|‐ ’

内径35～
巾1,400×高600

断面
断面小 浮間幹線ほか6幹線 29，8781

枝 線

計

｜濡綴鰭3”中新井幹線ほか7幹線

枝 線

弱
一
疵

８
６

５
３
６
５
６
’

２
２
７
７

６
９
４
４

７
７
２

１

台
一
落

計

｜，断面
烏山幹線ほか16幹線 ｜断面

２
１

４
６

６
１

１
７

５
３

９
０

２
１

７

１

合

内径45～
巾1,400×高450

’
森’

2,070,130線ヶ 枝

'2,173,291’計崎

'5,473,1451計合
一
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（3）吐 館｜

管径又は断面
｜ （ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ） 要排水区域名｜位 置

｜中央区日本橋浜町2丁目地内
芝 浦’

摘

管 径 165 浜町ポンプ所吐口

略 ’他 42カ所 省

文京区春日町1丁目地内

河 島

他 7カ所

断 面 330×330 白山幹線雨水吐口一一一

引略省

|綱島韻ﾝﾌ所吐。中野区新佃島東町1丁目地内 断面 270×162

砂

他 9カ所 省 略

板橘腫長後Ⅲ丁同地内断爾‘8，×2“｜志村幹線雨水吐･
板橋区長後1丁目地内 480×288

小 エ、
口

他 73カ所 省 略

中野区江古田1丁口地内

面
省

断

480×288

略

中新井幹線雨水吐口
落

醍
寸
Ｊ

之
に

他 217 力所’
崎’ 大田区新井宿7丁目地内 断面 480×336 馬込西幹線雨水吐口

森 ヶ

他 89カ所 省 略

（4）ポンブ所

地 積 積

普域驚'名称’位 置，卿〕'|名称，位 置’単へクタ’一ル）

銭瓶町!千代田区大手町2T目紬m~i桜橋'謡尋聡両。 0．20

芝

浜町中央区日本橋浜町2丁目 0.0611汐留’中央区銀座東8丁目及び’
浜町公園内 築地5丁目地内’0．2011

f_州L由央区日本橋中州地内|'0211浦

‘丁ﾛ“’’0‘｜箱崎町 中央区日本橋箱崎町

L--- _.11

’湯島|文京区湯島切通町地内’’'7℃ 汐 入|荒川区南千住町'0丁目地内 0．09
三

河且杢苧……“ 〆川区蒲川8丁§， 3211藍染
2丁目地内｜ 三河島処理場構内｜

山谷冶東区浅草橋場3丁目地内,“||町尾_LE''区三河島町9丁目地内|q39

‘蔦~蕩陶i扇碇町…肉’‘,‘||尾久|篇川区尾久町,丁鳳地〃｜，“



44

識“､'． 。'灘||、”,匠？一－置T単乏諄
≠稲扇|薑亟喜雨雨肉"|･z4,|千住雷|…甦嬢本職].imiO･40

紗三,橋|墨田区竪川4T目地内|'4' ｜〒住|足重区稚曙町地” ‘“
|隅i"%|"典区諭綱…Ⅲ丁。 0.501地内’ 田|墨田区隅田町1丁目地内1

0．62

|,吾嬬墨田区吾嬬町東5丁目地内
小松川江戸川区平井1丁目地内

大 島||江東区大島6丁目地内

|月島|中央区新綱島東町1丁M内｜ 0．62

0．47

0．89
鮨
“
｜
帥

０
０
’
０

１
可
ゞ

内
一

一
内

幽地一鋤一一一“
認
一
趨
一
吟

掴
一
卿
一
鋤

利
一
区
区

隆
一
東
東

軽
一
江
江

島
島
一
雲

月
》
｜
東

町

I

町'江東区篇砂町5丁目地内’
一 一一一一一三＊”|江東区深川豊健町3丁晶内｜“，||”

0．88

ﾆーーニーー

小|志村|“区小豆沢1丁目地内，“鹿
0.70

＝

足立区南堀之内町地内

珂一剰一|北区志茂‘丁目地内 ，”宮
足立区宮城町

小台処理場構内’茂志

0 4711台｜王子|北区豊島2丁目地内
＝＝二二＝＝＝＝＝＝ニーーーー＝＝＝＝＝二一一一一・一一一一一一一一一一

州 品川区大井鮫州町地内 ||ゞ
－

｜鮫 0．06

畑|大田区西六郷3丁目地内｜
|_Pn-!戸壼一f日w､-｢.円鵡（’

0．54

｜

’
森 大田区南六郷1丁目及び

浜川品川区大井北浜川町地内’0 16,|六郷 2丁目地内 0 7］
ケ

平和島大田区平和島地内 |q551羽田|大田区羽田旭町地内 0.88
」一----.-－

崎｜矢。|大田区古市町地内 「’ 0．50，’

（5）処 理 場

要|(聾ｸｸｰ,し〕
積

摘位排水区域名’，名 称’ 置

芝 浦 港区芝高浜町及び芝海岸通5丁目地内

|三河島｜荒川区荒川8丁目地内

芝 浦

三 河 島

'8'81主要施設等省略
18．49 〃

砂 町

小 台

49．14 ケ

，砂 町｜江東区南砂町9丁目地内

9．47 〃

足立区宮城町地内台小

7.06

36．36

ケ

新宿区上落合1丁目地内
合｜落 合

崎｜森ケ崎
大田区森ケ崎町及び京浜三区埋立地地内

〃
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昭和36年3月29日建設省告示第815号都市計画下水道事業の執行年度割を次のように変更する。
自 昭和28年度
至 昭和36年度 約1割4分

昭和37年度 約 5分
昭和38年度 約1割2分
昭和39年度 約1割2分
昭和40年度 約1割2分
昭和41年度 約1割2分 、
昭和42年度 約1割1分
昭和43年度 約 9分
昭和44年度 約 7分
昭和45年度 約 6分

都市計画排水路施設中蒲田排水路及び隅田排水路を廃止する。

第3．

第4．

事業費改訂経過

年 年

次 度

１

号
面
月
５１

３
８

年
第

鏥
省
示

和
設
昭
建
告
１回
更

３第
変
ｊ

号

月
妬
３
８

年
第

妬
省
示

和
設
昭
建
告
１回
更

２第
変

|鯉(鍵i塊号）

１

号
月
３
８

３
９

年
第

詔
省
示

和
設
昭
建
告
１回
更

１第
変

’

事業費｜歩合 合
事業費｜歩合 事業費｜歩合 事業費｜歩

f円 千円
,760

，046

％ ％ 千円
490,760

434,046

744,073

1,047,411

2,032,984

2,909，780

4，171，154

％
0.2

0．2

0．3

0．5

0．9

1．3

1．9

3．3

4．9

5．5

11．5

12，4

12.0

12．0

11.0

9．2

7．3

5．6

％’ 千円
490,760

434,046

744,073

1,047,411

2,032,984

2,909,780

4，171，154

7，181，363

10，578，011

12，000，000

25,000,000

27,000,000‘

26,000,0001

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４

７
，
９
，
，
，
，

０
４
４
７
６
０
７

９
３
４
４
２
０
５

４
４
７
０
２
０
０

り
う
，
，

１
２
３
１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
哩
喝
皿
巧
略
〃
喝

０
６
３
１
０
０
０

６
４
７
１
０
０
１

７
０
．
０
４
０
０
７

５
８
３
６
７
３
８

■
■
●
。
■
■
。

５
４
８
１
４
３
１

１
２
３
１

１
‐
ｑ
Ｊ
ｑ
ｊ
ｑ
Ｆ
Ｔ
Ｆ
勺
垂
も
守
旬
在

０
４
４
７
２
９
６
４

９
３
４
４
３
０
７
７

４
４
７
０
０
９
４
７

，
９
７
，
，

１
２
２
４
７

５
２
７
３
２
６
５
０

■
■
■
●
■
■
●
■

２
２
３
５
０
４
２
９

１
１
２
３

７
５
５
６
９
９
２
３
４

■
■
■
ｂ
■
■
■
■
■

１
１
２
３
６
９
４
７
２

１
２
３

３
１
４

７
１
８

０
４
９

℃
〃
６
Ｆ
■

０
０
０

８
５
５

７
９
０

8,010,0001

’'0009,500

’
’

１
１

０
０
０
０
８

０
０
０
０
０

０
０
０
０
７

，
ｊ
ｊ
ｌ
９

０
０
０
０
６

０
０
０
０
２

０
０
０
０
１

７
７
９
１
＄

６
４
０
‐
６
２

２
２
２
１
１

｜

’

I ｜

’

，

｜

’’

1

計 9,000,000100.0 19,910, 054
1

100.0 29,340, 208 100.0 217,716,290 100.0’

(注）なお，本計画は，東京都区部面積約70%に相当するが，残りの地域に対しても，昭和48年度までに

完成すべく計画が進められ，引続き都市計画決定を得るべく準備が進められている。
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第4章下水道事業経過

第1節下水道事業認可関係

臨時委員に推し，東京市下水道設計調査を委嘱し

得，右報告書を委員会に提出した。同委員会はこれ
明治37年2月東京市区改正委員会は中島鋭治博士を

た。博士は鋭意調査に努めた結果40年3月その成果を

を設計，財源及び衛生の3部門に分ち審査した上，41 ここに初めて本市改良下水41年3月内閣の認可を得，

道事業の確立を見るに至ったのである。かくして翌42年市会は工事費半額国庫補助詮議方意見書を内務大
臣に提出し44年5月に至り内務，大蔵大臣より第1期事業(工費6,130,000円・自44年至48年5カ年継続）
の認可を得，直ちに下水改良事務所を設置して事務を開始することとなった。然しその後，降雨量，交通
量その他諸般の状勢の変遷から原設計一部変更の要を生じたので，新たに下水道工事顧問会を置き総工費
を6,300,000円，継続年限を大正7年度まで延長する計画を樹て，大正2年11月内務，大蔵両大臣の認可
を得，第1期下水道改良工事に着手するに至った。その後約50年間，いくたの工事が行なわれたが，戦後
は昭和25年に都区部の大部にわたる東京都市計画下水道を立て，これを基本として事業を執行していた
が，昭和37年3月，荒川以東と練馬大部を除く区部約70％について都市計画決定を得（昭和37年12月，都
心部再開発計画により一部変更），これにより鋭意工事中である。

第1期下水道改良工事以来の事業の認可関係その他を表示すればつぎのとおりである。

の
の
の

域
区
区
区
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第
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大
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第
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２
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９

９
２
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０
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２

号
一
示
号
一
一
二

一
一
一
号
一
８
生
胴
半

｜
並
可
一
ゞ
心

釧
省
１

－蛎噸一沸凱”
鼎

‐Ｊ
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３
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第
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刃
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年月日|番
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事 業 名
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’ 1第1期下水道
改良工事

修
造
受

改
築
を

川
み
可

千
の
認
く

の
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日
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区
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面
の
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２
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第
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１

１ ２
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９

４
９

１

大
同
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大
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大
昭
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昭

自
至
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至
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至
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至
自
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０ ００

０００
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１１９
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０００

１１２
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０２
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１
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１
１
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副
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号
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一

生ロ“
告
２
７
６
３
１
告
０
３
９
７

省
１
省
Ⅳ
師
禰
６
７
省
皿
蝿
娼
幻

務
第
務
第
第
第
第
第
務
第
第
第
第

内
内
内

イ
ー
Ｑ
〉
、
‐
’
ノ

８
１
７
９
９
９
１

，
卯
追
加
一

Ｂ
２
正
可
．
２
２
２
２
３
８
９
８
４

３
３
改
５
哩
４
ｍ
狸
３
３
３

９
３
区
＆
９
３
３
３
４
５
６
皿
３
５
９

１
１
１

同
即
柿
感
大
大
大
同
同
昭
同
同
大
昭
同
同

示
号

学

下水渠一部
造成工事

第2期下水道
改良工事

帝都復興下水
道改良工事

昭

継続都市計画 5．9．13内務省東
速成工事 第1,402

管蕊群工事’

下水渠一部
造成工事

り
白

勺
，
ユ

大
喝

29内務省告示
’第795号

同衛同

号I

〕
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都市計画認可｜
都市計画事業並
執行年割認可

年月日｜番

築 造 認 可 認 可

事業費J
事業名

年月日|番号 号’ 号年月日 番

｜

’
_’

26内務省告示
第795号

同

同 昭5．1．30

同

雑捌’

円

1,600,000自大
至昭

’１ ’１

区画整理
15に伴う既
4設下水管
の整理

:|僻

下水道応急
整理工事

大
一13．1

3.27内務省東衛同

n'51蕊繍”
１
１
１
ゴ
ー ３
４
９

５
６
３

５
１
２

００ ０

１
３

－
－
示
号
示
号
号

告
０
告
如
弱

省
２
省
１
１

務
第
務
第
第

内
内

一
一
鋤
ｎ
週

失業救済工事
昭和2年度

失業救済工事
昭和3年度

失業救済工事
昭和4年度

２

355,108 昭 、
Ｉ
ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
ノ

刀
口
４
坐

H

461,624昭

932,460昭 ’
4

4

市内31箇
0001自昭5所
至同7

0001旦哩§匝内70箇

昭和5年度
速成工事

5

u"|内瀦曾|同

淵噌騨|同
第1,191号

3.23内務省東衛同
第83号

同
同
同
同

内務
第
第
第

省告
140

257

76

省告
140

76

示
号
号
号
示
号
号

大4．8．1］
昭5.12.29
同8．4．11

大14.8.11
昭7．4．11

第2改良
速成工事

●
●

６
８ 8,250, 市内70箇

所至同8

務
第
第

内

失業救済工事
昭和6年度
（冬 期）

７

500,000 自昭6
至同7

市内14箇
所

自昭7市内12箇
至同8所

12.23内務省東衛
第1，112号

内 務 省
8 東 衛

3．31第1,191号
3．31内 務 省

9 束 衛
第1,536号

3．26内務省東衛
’第27号

内務省告示
第140号
第81号

失業救済工事
昭和7年度
（夏 期）

７

同

１
７

１
２

８
３

●
●

４
８

１大
昭 476,184

０
０
０
０

０
０

初
伺
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乳

当
調
の ０
γ
０

０
０
０

内務省告
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第265
第227

内務省告
第327
第218．
第208・

内務省告
第250‐
第276．
第235‐
顎284‐

示
号
号
号

継続都市計画
完成(第1期）
工 事

認
第
第
第
務
第
第
第
務
第
第
第
第

内
内

引
剣
ｑ
３
４
０
０
９
４
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２
２
２
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２
４
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０
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０
５
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４
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１
１
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号
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９
１ 同 38,500,

1

追加認可
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大
大崎町下水道13
事業(第1期）

｜
示
号
号
号
示
号
号
号
号

794,

H
大崎町下水道
事業(第2期）1

召

内務省2束昭
9．9衛第959号8.12
6.23内務省10束9．4
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２
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内務省告示

西巣鴨町
下水道事業

8

３
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4

｜
尾久町下水道
事業(第1期）

3
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可｜施行｢~辮織謡｣認
事 業 名

築造 認 可

年月日|番号

都市計画認可

|事業識|年腫|地域|備考年月R|番号|番
’

号|年月日｜番 号｜年月日｜番 号’

’昭 内務省告示昭

7 7 51鳥務難軒“‘第77号
内務省告示
第77号
第225号

|譲揖,哩…闇一
円’

i 囎朧灘
1

2

2

2

1

部

一‘""‘|画鴫釧H大久儲
菫同‘|町の~部

内務省告示
10第5号1,026,000自昭8同上残部
23第230号 至同21

内務省告示
10第5号3.494,000自昭8旧滝野川都市計画
23第232号 至同21町の一部事業は合

併して年
割決定

内遂角公生宗

１
９
４
８

１
２
１

４
４
４
４

７
２
４
４

１
１
１

昭
同
同
同

尾久町下水道
事業(第2期）

内務省告示’
第253号

昭

南千住町，日6･5･301内務省
暮里町，三河 ‘5東衛｜
島町下水道事 第1，457号
業

昭

大久保町下水 3 10.31内務省東衛
道事業（第1 第18号
期）

示
号
号
号
号

告
謁
拓
調
艶

省
２
２
２
２

務
窮
第
第
第

内
９
７
４
０

２
２
２
１

２
４
２
５

同
5．12．29

１５
１
４
８

１
１
１

昭
同
同
同

号

暮里町，三河
島町下水道事
業

鼠3，|内務省東衛,』‘‘内職尋昭，同

第1,007号 同17．

同 内務省告示
12.19内務省東衛7．10．4第242号昭9

第1,249号 同11‘

同 内務省告示
3．31内務省5．3．29第65号昭10
10束衛 同15
第2号 同16

同18

2．2内務省9束
衛第945号

同 内務省告示

蝿‘|内驚撫|“鯛蕊"‘号鴫,同7同7

｜

’

昭
７ １
４大久保町下水

道事業（第2
期）

内務省告示
1．10第5号3.494,000自昭8旧滝野川都市計画
4．23第232号 至同21町の一部事業は合

併して年
割決定

内務省告示
4．16第271号3,000,000自昭11向島区の都市計画
4．18第261号 至同21内 経済費へ
4 23第231号 寺島町， 3，890，
5．10第284号 吾嬬町の 000

‐一部

一 589,953自大10,旧千住町
至同'51の中央部

内務省告示
3．28第296号930,000自昭2同上荒川臨時部と
2．23第39号 至同7以東の残して引続
4．4第66号 部 き後残部

施行

建設省告示9,000,000'自昭28 千代田区
10.12第1，358号 ，000至同31 他20区の

中既定区

篭|驚 講懲
至同35 所を選定

3．29第815号 自昭28
至同36

217,716, 練馬の大
3.31第1,092号000,000自昭28新荒川以部，板橋

至同45西 区の一部

上同上同上同上同上脊i上
昭和32年

36,600,000自昭32 既定区域
，000至同41 券100％

新区域を
45．5％施
行に変更

昭
8滝野川町

下水道事業

刀
口
勺
１

８
１

郊外下水道
事 業
砂町系統の

部
吾蠕排水区

大
11．

昭
2．

昭
34

昭

千住町下水道
事業(第1期）

千住町下水道
事業(第2期）

同 建設省告示
25．7．10 第740号昭28．

（変更）建設省告示（変
28.10.12第1,358号昭33．

昭35．

昭36．

同 建設省告示
37．3．31第1,092号昭37.
｜司

’37 '222蕊諾冒同
，3．11 建33東計

第47号

都市計画
下 水 道

自 昭和32年
至 昭和41年
下 水 道

3 231 ｜’
厚東衛
第570号|“
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第2節施行済の事業

東京都市計画東京市下水道

事 業 別

竣工額|郷延長｜予算額 施行年度
｜ 摘 要

円 円

15,000,000114,618,123 l
rn

l35,818箒]期下水道改晶｜工

年
年

４
２

４
１

治
正

明
大

自
至 浅草区，下谷区の大部，本郷区，

神田区の一部並びに田町和泉町ポ
ンプ所及び三河島下水処理場竣工

山の手及び下谷方面芝区の内雨水
氾濫箇所に対し施行

麹町，日本橋，京橋区の一部並
銭瓶町ポンプ所の一部施行，震災
の為打切

焼失区域一帯並びに芝浦，銭瓶町
木場，業平，三ノ橋各ポンプ所，
砂町下水処理場

震災後区画整理に伴う第1期区域
内，下水道の移転整理

震災後区画整理に伴う第1期区域
内，此設計下水道の整理

下水渠一部速成工事

'"""|ﾕ""”“…士正鼠￥至同 9年

20,000,000'4,311,283 35,115自大正9年
至同12年

40,211,32」ヨ9,…31’80,"？自大Ⅱ』12fF至昭和6年

第2期下水道改良
工 事

帝都復興下水道改良
工 事

管渠移転工事

下水道応急整理工事

2,454,911 2,310,518
102,5671 ILI大正14年

至''3和5年

自大正15年
至昭和4年

rl昭和2年
至同 3年

昭和 3年

５
８
２
３
９
５
６

６
１
７
６
１
８
４
２
９

４
５
４
５
６
２
団
認
９
８
７
６

０
２
４
７
９
２
８
０
，

３
１
３
１
２
３
６
３
３

１
３

２
５
７
０
４
８
９
５
６

０
１
７
６
５
３
７

４
４
４
４
８
５
虹
師
８
９
２
２

７

８
Ｑ
＆
１
４
５
１
１
，

４
４
２
１
７
５
６
０
８

９
３
４
７
６
４
４
弱
０
８
６
６

７

２
７
ａ
７

１

２

０
８
４
０
０
０
０
０
５

０
０
２
６
０
０
０
０
９
０

０
１
６
４
０
０
０
０
６
０

０

０
５
Ｌ
２
Ｑ
Ｑ
Ｑ
ｕ
，

０
５
６
３
０
０
０
５
０
０

６
３
４
９
０
５
５
４
０

２
７
５

７

３
＆
ａ
８

１
１

３

失業救済工事
（昭和2年度）

〃 （昭和3年度）

山の手方面雨水氾濫箇所に対し施
行

ク

〃 （昭和4年度） [1昭和4年
至同 5年

自昭和5年
至同 7年

自昭和6年
至同 7年

自昭和7年
至同 8年

自昭和5年
至同 8年

自大正14年
至昭和9年

自昭和7年
至同19年

|全市域に亙り噸水氾濫箇所に施行
同並に急施を要すべき箇所に施行

〃

多

同並びに芝浦ポンプ所の拡張

|全市域並びに急施を要すべき箇所

昭和5年度速成工事

失業救済工事
（昭和6年度）

〃 （昭和7年度）

昭和‘‘,年度｜
第2改良速成工事

｜継続都市計画
速 成 工 事

継続都市計画
完成下水道改良工事

計 1

水下
割

所
５
プ
約

ン
の

ポ
部
内
残

の
渠

道
管
水
成

下
完

内
の

域
場

市
理
同
処

41,026,119111,211,979 1,174,886
1

復興局・府・市・道路改修施行せ
るものの工費推計による

｜

’下水課以外にて施行 9,905,06419,905,0641 247,700 昭和19年度

’

全 市 域 合 計 50,931,183121,117,043 1,422,'1 1,422,586
’ ’’一
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東京都市計画郊外下水道

要摘

｜
度
一

一
年
一

一赫一
司
一

一
延
一

一
唾
一

一
一

一
ｌ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
－

業 別｜予算額 |竣工額事

円’ 円
！

｜

｜”偏 2‘，”‘ "‘大崎町(第1期工事）

十

｜," 3‘，”3 3”
同 （第2期工事）

大 久 保 町 408,763 408,763,
(第1期工事）

円’

746,263

I、

24，812 皇競'護｜市域併合以前旧大崎町地内に施行
自昭和5年 〃
至同 7年

｜市域併合以前旧大久保町地内に施自昭和3年
至同 6年 行

昭和7年 多

自昭和5年 市域併合以前旧高田町地内に施行
至同 7年

自昭和6年 市域併合以前旧西巣鴨町地内に施
至同 7年 行

自昭和3年 市域併合以前旧巣鴨町地内に施行
至同 7年

自昭和3年 市域併合以前旧王子町地内に施行
至同 7年

自昭和2年 市域併合以前旧尾久町地内に施行
至|司 7年

昭和7年 〃

自昭和6年｜至同？年｜癖鮪潔|蠕里，三河島
自大正10年 市域併合以前旧千住町地内に施行
至同15年

自昭和2年 ク
至同 7年

昭和7年 千住町（第2期）残部市域併合後
旧千住町地内に施行

６
６
４
６

２
０

１
３

０
０
２
１

大 久 保 町 408,
(第1期工事）

〃 （第2期工事） 4，

高 田 町 527，

西 巣 鴨 町 68，

巣 鴨 町 674，

王 子 町 731,

1

10,669

３
７
９
２

４
０
２
８

７
４
８
９

１
７

，
９

４
７
８
４

２
６
７

５
６

743

｜

|

'407

514829

1
9821

８
６

９
２
９
８

，
，

７
０

２
１

,941 731, 194

1441 27,731779，尾久町(第1期工事） 779，

ヶ （第2期工事） 10，

東部下水道町村組合 837，

千住町(第期1工事） 507，

〃（第2期工事)｜＄19,

144

19610， 050050，
1

｜

’
9,034837,

２
５
０
５

４
９
７
５

８
９
８
３

842

13，149995 507，

28，019819，869

70327,0001 23，臨時部下水道
千住 町工事

継続郊外下水道
改 良 工 事

５
１

９
ｎ
Ｕ

５
４
，

？

新市域内旧町村にて施行中のもの
を引継ぎ且市域併合後一部追加施
行す

自昭和7年
至同19年

285,19715,800,00015,440,

22,217,45021,854 469,160計

府，市道路に伴い施行せるものの
工費は推計による

昭和19年度56,301,612

下水課以外にて施㈲‘蕊…|‘"‘
新市域合計 24,446,06224,083 5"46'’24,083,0,31

総 計 175,377,245,145,200,05611,948,047’

備考継続都市計画完成下水道改良工事及び継続郊外下水道改良工事は，戦時に際し昭和19年度限り国庫補助中

止となったため同年度限り工事打切とした。
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終 戦 後 施 行

皇一茎一名｜予算額｜決算額｜竣正延長｜施行年度’ 備 考

15,795,0馴 円 、昭和 年度
15,795,0001 -i 20-23

↑5,795,0001 －二’ －’
5,106,000 2，262 21

900,000 569 22

8,500,000 2,0901 23

15,500,0001 2,614 24

25,402,460839;l21;8"|,;"95528625ﾖ9,'"’8"｜，,", ’‘
55,245,816 11，649 27

58，017，088 11，805 28

51,828,572 10，415 29，

79,776,048 16,243 30

122,992,105 23，125 31

88,456,072 12，832．2 32

550,854,0051］11,559 2

戦災箇所及び戦時未補修のま
ま機能低下または停止をみた
箇所を復旧

下水道復旧

23年度で完了

皿
皿
皿
皿
肌
皿
皿
Ⅷ
皿
皿
皿
蠅
皿

咽一
５
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
５
０
０

９
１
０
５
０
０
０
０
０
０
０
９
０
８
－

７
６
９
５
５
５
０
０
０
０
０
１
０
２

５
６
８
５
９
０
６
０
７
５
９
５
３

１
２
４
５
６
５
８
３
９
《
３
５

旧
設

復
移

計
道
〃
〃
〃
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
｜
計

水
渠
下
管

区画整理地区内の下水管移設
及び新管を敷設する

Ｊ更変名業事く

ケ
ク
ク
ク
ケ
参
〃
多
少
多
参

１
－
１

０００
７

００β
一

２
－

８
’ 21,473,8301下水道増補改良

」21-251既存設備の改良増補
oool 01

1
’計 ’ 82,500, 21,473,83

下水道拡張|灘改良事業費に
20,000,000

同 上
" 30,000,000

" 20,000,000

ケ 206,000,000,

ヶ 309,000,000

ヶ 479,323,469

（144,391,984）
参 721,721,600

(221,721,600)
〃 830,961,393

（230,961,393）
ケ 749,898,877

（149,898,877）
〃 1,633,000,000

ヶ 2,226,000,000

ヶ 3,179,200,000’
（179,200,000）

" 4,731,000,000
(231,000,000)

〃 8,010,000,00U
(410,000,000),

" 10,580,200,506,
（538,010,506）

" |12,060,000,000
(60,000,000),

９
３
６
４
６
２
７
５

０
８
４
６
９
９
６
７

２
８
１
３
２
９
２
０

７
７
９
９
１
ｊ
，

１
１
４
４
７
５
２

１
１
１
２

０
６
３
５
７
９
７
４
４
１
３

０
５
１
９
６
６
０
３
２
６
６

０
８
４
０
２
８
２
４
９
３
３

，
ぅ
，
７
，
７
９
，
夕
，
，

５
３
６
４
２
１
０
６
５
１
４

４
２
２
３
６
０
６
４
７
１
８

６
９
２
１
９
６
７
０
６
４
９

７
Ｇ
．
Ｑ
〃
７
９
７
日
．
７
７
０
〃
７

１
８
０
５
９
７
０
４
３
７
２

１
１
１
５
５
５
９
３
１
４
３

１
２
４
４
４
０
０９
７

１
２

23

24

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

下水道施設を拡張する

多

多

｜；
多

多

ケ

ケ

ク

ク

ク

ケ

ク

〃

７

６
５
７
８

３
８
３
５
９

７
８
０
４
０

３
５
１
７
１

７
，
９
Ｊ
，

６
４
２
４
７

２
７
８
７
７

５
９

６
５
２
４
０
９

０
４
８
５
７
１
７
１

９
１

０
７
９
１

９
ア

２
４

６
０
８

７
０
７

●
■
●

２
０
０

７
６
４

８
８
２

１
１
１

３
７
５

８
７
０
１

９
３
７

５
４
１

２
０
６

１
７
夕

３
６
７

６
３
１

３
３
６

７
７
７

１
６
７

８
６
６

１
６
６

ｊ
，
，

７
９
０
１

45,786,305,845 39,528,623,432’’計 679,.126.21
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第5章営 業

第1節 営 業 一 般

企業会計制度が昭和27年10月、地方公営企業法が都条例第82号･により下水道事業に全面的に適用され、 ’

料金も上下水道一体で徴収されてきた。確立するとともに、上下水道営業事務が一元化され、

その後37年4月に下水道局が発足してからも、都民の利便や企業の経済性発揮等の理由により、下水道

料金の徴収は水道局に委託し、従前通り同時徴収が行なわれている。

第2節下水道使用件数

都においては，急激な人口の増大と諸産業の集中等により公共施設の完備が急務とされている。下水道

についても，都市の健全な発展と公衆衛生の向上に寄与するため，重点施策として32年から48年度までの

長期計画が立てられ，23区全域100%普及を目標として実施されている。

したがって，下水道使用件数も年々増加し，37年度末の使用件数はつぎのとおりである。

水道汚水徴収件数
(甲地区）

’

浴 場
営 業 用

営 業 用

芸_L

向I業 種 用二比
ログ、

般用’|作 数|指 数｜

,001
106

112

117

122

126

131

136

年 度
雁上
」 I

10，355

9，530

8，689
門 局庁 の

イナ／/、

7,025

6，162

5，973

5，465

件‘
5691

件’

’86.2081
307,588

327,076

343,158

359,243

372，171

387,927

404,0801

件i
701

件’
833130年

31

32

33

34

35

36

37

，
？
‘
７
，
７
７
１

８
９
９
０
０
０
０
１

１
１
１
２
２
２
２
２

７
１

５
６
１
３

３
３ １
６
１
１
２

７
３
８
３
１
‐
副
１
４
《
け

９
２
３
４
４
５
４

５
６
６
６
６
６
６

１
６
９

８
０
４

８
６
６355,

０
８
７
９
穴
ｂ

８
８
７
７
２

０
５
６
８
２

，
，

１
７

７
８
３
３

１９
５
４
６

399,

433’ 415，

431,4191-

(乙地区）

件
9,678

8，910

8，097

7，507

6，496

5，784

4，839

4，350

件，
2,116

2，055

2，113

2，231

2，494

2，687

2，811

3，107

件
137

10､守

上Oイ

133

129

136

3朧’

件
”
鋤
肥
錨
皿
妬
鵬
科

３
５
２
９
０
１
８
６

30年 度 末

31 〃

32 伊

33 〃

34 〃

35 多

36 多

37 参

ｌ
ｄ
８
９
３
９
７
４
５

０
９
９
０
０
１
２
３

１
１
１
１
１
１

７
７
，
，
夕
７
，
，

２
２
３
７
１
８
５
０

６
６
６
６
７
７
８
３
９

タ
リ
タ
ー
，
う
り
１

４
３
４
６
１
７
２
八
Ｕ

７
７
７
７
８
８
９
，
〕
１

８
５
６
５
８
０
８

２
６
９
７
９
２
５

４
８
０
８
４
０
０

７
８
９

３
３
５

１
１
１｜

’
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井 戸汚 水使 用 件 数

（甲地区） (乙地区）

力

湧水
その他

錘｜
年度、’

手 動 動

浴場用

件
341

378

396

429

448

464

473

473

手 動 動

浴場用

力一恥 湧水
専用|併用 専 用｜併 用 チ

ー

件
印
弘
窃
鵬
舵
Ⅳ
“
拓

件

件
釦
妬
鯛
調
鏥
禰
布
別

６
９
３
６
１
５
９
３

催’
18

19

25

28

46

74

76

件
128

134

130

138

218

200

212

295

件’
904',

924

928

927

008

024

003

062

件
216

297

387

455

501

596

666

790

酷’
111

118

124

128

127

120

132

件
0

2

2

2

0

0

0

0

０
１
２
３
４
５
６
７

３
３
３
３
３
３
３
３

２
２
３
３
３
１
０
９

ｙ
Ｊ
１
－
ｙ
ｌ
ｌ

ｌ
１
１
１
１
１
１

６
６
５
６
２
９
５
７

９
０
１
１
２
０
０
０

‘
，
９
１
１
１
二
９
７

５
６
６
６
６
６
６
Ｒ
ｂ

７
９
６
７
１
４
２
９

日
７
９
７
，
，
７
７

１
１
２
２
３
３
３
４

多
ク
ク
多
多
少

７
７
夕
，

１
１
１
１一

行政区別徴収件数調
(38年3月末）

ここ一一一

’
甲 地 区 乙 地 区

、、、別 便
徴収現在数 井戸件数

大便器｜小
件

“419 11,925件 ‘14,387個’
’微収現在数 井戸件数

,80,604個||m0674件| "件区

千 代 田

中 央

港

新 宿

文 京

台 東

墨 田

江 東
口
1J口 川

目 黒

大 田

世 田 谷

渋 谷

中 野

杉 並

豊 島

北

荒 川

板 橋

棟 馬

足 立

葛 飾

江 戸 川

虹
鯛
ね
帥
妬
娼
両
的
塑
、
｜
｜
弱
一
一
盤
師
叩
昭
一
乃
一

２
４
４
９
６
９
８
３
７
７
０
８
３
５
２

４
４
４
５
９
７
７
６
３
７
８
９

２
３
５
５
４
５
２
２
３
１
３

Ｗ
鮨
妃
舵
門
肥
瓢
“
皿
詔
一
一
沼
一
一
侭
弱
、
７
一
一
一
一

３
２
２
８
６
１
１
１
１
０
６
３

１
２
１
１
３

犯
認
躬
師
祀
妬
幻
鎚
弼
型
一
一
舵
一
一
詔
妬
幻
測
一
的
一

９
５
１
２
２
７
８
２
７
８
９
０
１
４
１

２
５
１
０
２
４
３
７
２
４
２
５

５
５
７
６
５
７
３
２
３
１
３

迦
偲
刀
師
舵
鋤
弘
似
妬
氾
一
一
帥
一
一
幻
塑
栂
蛇
一
喝
一

４
４
６
８
２
３
４
０
２
２
９
９
９
７

８
１
４
８
６
３
０
７
８
２
６

２
３
２
１
１
２
１

883

4，892

24

3，327

374

10，932

91

7，367

6，332

1，451

6，956

20，467

15，270

512

21，782

14

一
銘
鉈
３
－
肥
一
訓
一

１
４

｜
弱
鎚
瓠
略
妬
鴫
濁
一
棚
－
１

５
５
１
１
１

’
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水道局支所別徴収件数調
(38年3月末）

乙地区区地甲
、

|

徴収現在数｜井戸件数徴収現在数井戸件数大便器

件’件個
431,419111,9251514,3871

126,8862，642196,677

42，64185854，788

58，694595108,485

25,5511,18933,404

～へ種別
～

支所別～念
．～

全支所

中央

中央

鎌倉河岸

大木戸

小便器

個
180,604

90，275

19，419

59，824

11,032

件
100,674'

~三寸

件
2，279

38

21

17

bu41m
275

419

824

032 371

’５
４

証
一

３２
２

妃
布

祁
一

２
９

２

４
３

５
５

卿
肥

－
１

3，715

3WI
14

17,458

５
５

０
９

７
２

０
７

３
１

７

１
０

６
６

東部第一

東部第一

千歳町

江戸川

187

17，271

I

舵
⑬

過
一

弱
７

７
６

６
６

６

皿
、

一
一

帥
帥

一
一

３
３

３
３

７
８

９
６

１
４

２
１

１

躯
”
“
｜
｜
釧
鯛
糎
副

０
２

７
６

８
３

４

７
５

１
２

４
６

１
３

１
２

１

35,506

沌
帥

氾
一

５
５

９
９

３
３

東部第二

東部第二

足立

蔦飾

西部

西部

中野

杉並

35．447

二
立

飾

59

18,329

18,329

’

１
２

８
１

３
３

６
３

２
１

８
８

４
４

１
１

，
，

８
８

１
１

０
０

６
６

３
３

７
１

１
１

6,625

二’

弼
一
銘
一
一

泌
一

７
７

７３

’

別
一
別
一
一

７
７

295

瓢
一
瓠
一
一

詑
一

一
髄

４
４

詑
鯛
羽
一
一

銘
９

１
８

４

０
０

７
１

１

幻
一
虹
一

１
１

南部第一

南部第一

荏原

雪ケ谷

蒲田

南部第二

南部第二

目黒

渋谷

295

一
一

弘
一

花
帥

２
２

９

１、
一
詔

禰
１鵬

一
和

弱
８

７
０

３
３

１
７

９
６３７

４
２

２
０

８
９

７

２

519

516

3

７
６

１
０

５
５

０
９

７
も

７
６

１
７

４
０

７
２

２
２

９
９

７
３

＄
，

Ｆ
，

４
８

２
３

５
２

２

北部第一

北部第一

神楽河岸

三筋町

｜

’！
｜

’

７
３

９
５

７
３

７
６

９
０

１
７

氏
４

Ｚ
４

８
３

７
７

１３
３

２
８

９
６

２
０

４
０

３
１

６
３

２
Ｌ

９
２

４
３

３
４

５
４

４
８

６
９

１
７

１
９

９
７

３
７

６
３

７
５

１

北部第二

北部第二

王子

３
７

６
６

５

６
６

718

123

595

９
２

７
７

１
６

９
５

４
９

７

。
０

２
２

１６
２

４
６

４
２

９
９

２
２

１

９
４

５
１

７
４

３
１

１
７

２
２

１
１

０
３

７

９
０

８
５

２
３

８
＆
参

１
１
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第3節下水道使用水量

生活水準の向上による電気洗濯機水洗便所の普及，産業，人口の集中，高層ピルの激増及び冷房装置

の普及等に加え，下水道の普及による使用件数の増加も多く，下水道の使用水量は年々増大している。
しかし，昭和37年度については，水不足による水道局の制限給水によって，水道汚水は全用途にわたり

使用量は減少することとなった。

37年度水道汚水の用途別使用量は，つぎのとおりである。

用途別使用水量表（水道汚水）

甲地区

年 度 般用｜営

卜’

業 用 用’ 間 水 量｜浴場営業用｜共 ｜年
㎡ ｜

’

㎡
’

㎡ ㎡
174,997,273845,800"fl33 140,092,547 26,464,605 7,594,321

０
６
５
’
０

８
５
７
０

３
５
８
４

６
０

卸
一
伽

５
６

７
６

192,766,854

211,320,571

ＩＩｌｌｌ１１ｌｌＩＩＩｌｌ１！‐‐ｌｌＩＩＩＩｌｌトー１１１，ｌＩＩＩＩＩｆｌｌＩ

鋤
一
弱

29,543,939

7,667,9431
32,222,8231 7,619,596 ’’１

230,994,646

222,902,371

36,485,630 7,656,850

’

34,147,182 ’ 6,962,062

乙地区

年 度｜一 般用 営
｜

’
士と
〆 、

｜亘旱

用｜年間水業 用｜浴場営業用

茄 流
33 18，120，801 1，038，166 906,537㎡’ 減’ ㎡

777,935 20,843,439

｜：， "'｡‘ 22,861,383

26,074,192

｜”' "，’
34

35

７
９
４
２

６
９

１
６

４
８

β
｜
率

加
－
２

1,332,677

２
２

７
’
９

’ ，"'"！1,684,498

930,177

933,814

’ ’
36 25,653,785 2,087,171 541,058

１
４

９
３

１
３

９

２
尻
″

１
１

２
６

１

９
１

２
３

I

’
37 27,770,179 ’2,424,064 489,277

つ
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(水道汚水）37年度用途別使用水量表
(甲地区）

吾－1．

両｜

水景|件
流,‐

02,3715,084

共

水量

浴場営用 営 業

数|礎祷皇使用水量|件＆

川業用用

数'&件数|鹿'蝿
件， ㎡

61，814 9．7

|使用使用拝~薮|礎悌豊|使胴水量’ 数|&祷畠件

件
721

166

㎡

6,962,C62

刀f1

600,400
㎡

’904.3

件
鯛６７刀f

34,147,182

2,689,930

件 ㎡
249,286 136.9

19，834135．61

㎡’ 件’ ㎡ 〃f 件 〆 77r
計181,192,7i74,765,9" 38:034,147,181249,28613696,962,c62

4 14，264，296391，690 36．42，689，93019，834135．6 606,292

5 14，571，335391，858 37．12，756，02921，554127．8 553,872

6 13,844,064392,797 35．22,161,12619,879108.7 529,309

7 14,371,235391,702 36．62，736，28221，464127．4 565,037

8 15,916,866394,159 40．33，004，96119，783151．8 530,621

9 18,182,443395,061 46.03,585,14721,553166.3 705,425

10 17,362,326396,779 43.73,310,84619,763167.5 639,529

11 16,472,759396,481 41．53，230，47121，523150．0 606，144

1…誠『‘鴫 “”,： ‘瀞 "』 ”"””“12

|,"",,,,"7,:",$ 0""#,,"60@",".""､1，15，330，115397，793

2 13,227,985412,465 32.02,430,35620,433118.9 511,714
戸

3'2"32""|401､5961:'"12'324｡21712'"81'106 §§14,853

222,9
総

|噸"”
9．1 183 42．24164．02036.665974.7622

646
42．6342420，8479．6，17，941，6，2841

1

60,611

1857 31
4731｜‘"”10．3 "31

39．7417，4．17043.274844．1627

856．1 63,8331 42．2

３
１
９
２

２
５

420

７
４
８
１

３
０|"，認‘

9，86,467660

’4,002919 615771
46－5418，11.819,500,

６６５
７

７４

｜蕊 愚“12．6 2"’ 53．2423 61880，237

ｊ
‐

７２
７

３
０

６
４
“

67711,041.9

“
刎
毬

１
１
４

３０
７

１

１
２６ ","71 2351'0羽"3”

50，7

3381
421

6，185 47．9850

1
424

9 7120,3"。
44860.074

''7 01
661

42．93674284479.0118,3954.09737,206875.7642

8．219，054，

２
６

８
６
３
２
９
８

44．7023426418

48,8941
5.949679

37，0865749437

４０２１
１
１

６１９７

34.694
4,3481619

36．3968，515429
7 2115,61‘

589242，709
6691

769．5



37年度用途別使用水量表 (水道汚水）

(乙地区）

用途｜ ‐ 般用 ’ ｜
り
量
流
７

営 業 用 浴場営 業用 共 用

使用水量|件数|礎特豊

計

使用水量件数|礎特豊｜
件 刀f,

,121,274 24.7

85,064122 21

件数＆特 使用水量|件数|夜啼豊使用水量|件 使用水量|件数,戯梼豊
㎡ 件 刀f

31,617,3341.212,129 26．1

月別 、

総 計

１

流
門１ 刀f, 件 一流

2,424,064’36，852 65.7

,"｡"，，､531｜‘0 ‘
，詞‘8簡’

‐榊一‐
rr

1,710
減

546.0
流 件

489,27752,293 9

28,71313,61417

9鷺’27,770,

1，891， ’

’3401
4 ,822 72 115 131 550.4

９
０

2，146 ，069 91 23．4

25 412,3425 ，729 92，016 193

０
３
５
２
９
８

３
２

254 59

６
６
０

74 846 118 634

２

49， 500 5，

６
２

６
７

４
６

9 2，661， 025 100

４
４
４

５
７
４

８
９
０

１ 26．3

2,001,6 083

89,59222 31
165

9563 64 ワウ
JqJ 52（ 147 500 1 32， 802 3， 8 2,273, 228 ７

５
２

９
０
１

23．6

,791

７

345

６
０

５
３
２
２

Ｐ

３
４
鯵

９
９

２
２
０

５
５
１

２
２
３

239，
つ

Oウ

１２
２

３
８

72 71
ワ1

J人9 849 121 593 48,

５
４
９
１
２
８

７１４
７

３
６

5， 9 0 2，713， 668 26．5

61330
8 612 603195，

n

＆ゾウ 69

３

86 167 516 9 42,
ワ

J？
11

11 2，702， 359 100, 892 26．7

'

9 2，951， 381

３
７
６
４

０
３
１
６

７
９
９
５

94,921 257， 162 ｡

Jｳ 76 〔。 95 387

６
６

３
６

１
１

701 3
『＝ハ

、、， 930 5， 364 10 6 3，361， 802182 103, 32．3

８
６
Ｏ
Ｌ
露
〈
ｑ

５
２
９
０
６

２
２
１
２
１

３
８
０
０
６

１

７
６
２
５
２

２
２
２
２
２

９
６
７
３
２

８
６
５
３

１０
５
９
８
７

６
風
←
則
ａ
ｑ

９
９
９
９
９

557110 2，623，

６
１
６

５
０
２

９
０
１

q
リヲ 004 86

２

97 816 589

２

35, 3，

１
１
１
１
図
ｕ
‐
！
‐

４
５

５
２

10 0 3，016， 266 102, 730 29．3

3751
11

12

2,570, 3,410 66 2 70 043 123 569

'’
4 53, 5， 10 2,920, 335 104, 375 27．9

912，115，
2,8701

66 2 74 077 163 454 33， 775 3，
4051

９

2，413，9 542 102, 405 23．5

8．52，751，

’

2,424, 7761 936 3，410 59．2 81 697 130 628
41 43,

７
２

７
０

３
０

5， 063 786 105， 456 26．0

’8412 2，056， 099 2,821 58．8 69 802 169 413

01 25, 2，959 8．42，317， 744 96, 681 23．9

’
’81097,038 21．2 175， 塗 ’137

３’ 2，058， 851
50,7 66 332 139

輌
一 2 39,

4,9331？ 912,340,
130

唖
一 576

麺
一

１
Ｊ

○
一



58

第4節 下水道料金

下水道事業経営の基本的収入である下水道料金は，使用料創設期の昭和18年6月以降の経済情勢の変遷

と共に,11回にわたり改正されて現行料金にいたっているものである。現行料金の改正は，昭和36年6月

第2回東京都議会定例会に提案され，7月に一部修正のうえ可決，8月分より実施された。

が設置され料金体系を確立するため学搬経水道料金及び下水道料金制度調査会」この際，「臨時東京都

験者を加え審議されている。

現行の下水道料金はつぎのとおりである。

下 水 道 料 金‘表

A甲地区（し尿を下水道に流せる地区) B乙地区（甲地区以外の下水道地区）

|水道料金の|水道料金の

２｜皿

３
－
ｍ 水 道 汚 水水 道 汚 水

戸浴場営業用|排出量'立方米につき3円
水その他｜’ ＄円30銭

井戸浴場営業用|排出量1立方米につき4円50銭
汚水その他｜〃 5円

井
汚

水洗大

便 器 ′l、

20円便器’1個'月につ

便器’ 20円勿

水 道 料 金 表

途

(蕊:皇鎮.）

(償曇瞥食店）’

超 過 料

10㎡をこえるもの

1㎡につき20円

金基 本 料 金用

’

1カ月8"まで120円

一般用
1カ月10㎡まで140円

瑚
一
銅1カ月10㎡まで140円

ケ
ヶ

営業用

1ヵ月10㎡まで140円浴 場 営 業 用

8㎡をこえるもの
1㎡につき15円1カ月8㎡まで 80円同（一戸につき）

上
、

士
〆

第5節 料 金 徴 収

下水道局発足にしたがって，下水道料金の徴収業務は当局で行なうべきであるが，水道局に委託され，

上・下水道料金の同時徴収が行なわれている。

これは水道局が都内に現有する大きな業務組織を活用して都民の利便と徴収業務の経済性の発揮という

観点からの思慮によるもので，水道局営業部の連絡調整のもとに，支所・営業所がこれにあたり，徴収方

法は，水道局と全く同様である。

また，下水道局での料金収入整理及び水道局との連絡調整等の業務事務は総務部理財課が分掌してい

る。

なお，昭和37年度の下水道料金収入状況及び，近年5ヵ年の収入状況はつぎのとおりである．
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水道局支所別下水道料金調定収入調

(昭和37年度）

種別 調 定

’ 収 入 未 収 入

’支所 前年度未収繰越 昭和37年度分 計

’ 空,925,932円’1,859,189’181円｜↑’885 115.113円’ 1,82a881,551円’
790,998,788

全支 所 61,233,562円

30,348,718
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９
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０
０
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７
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０
【
ん
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１

３
５
９
４

７

９
Ｌ
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８

８
１
１

８
５
０
３

７
２
９
７

９
５
９
８

１

４
《
ｑ
４
参
５

９
５
０
７

０
６
９
１

６
６
孔
岸
ｑ

Ｏ
９
２
８

８
１
１

８
３
９
６

２
７
１
３

５
８
２
８

１

２
ａ
風
１

５
７
６
４

２
８
０
２

房
列
２
４

１

・蘂’
東部第一

東部第二

西 部

193,238,542 6,297,856

126,978,627 4,991,582

84,205,059 1,212,650

南部第 152,817 30,336,101 30,488,918 28,951,862 1,537,056

南部第二 72，177 21，975，650 22,047,827 21，638，030

3,179,557 538,563,846 541,743,403 526,268,101

81,925 52,481,218152,563,143 51,602,542
12,536,1181,787,933,36311,800,469,4811,774,543,549
13,389,814 71,255,818 84,645,632 49,338,002

409,797

北部第一
15,475,302

北部第二 960,601

’前年同期

比較増減

２
０
３
３

９
６
１
７

５
７

２
０

９
３
７
１

５
５

２
３

’

最近5カ年の下水道料金調定収入

‐．‘’｜”ゞ” ‘Ⅸ入額 収 入 率

’

円 ％円’

昭和33年 度 1,194,723,979 1,185,489,720 99．2

〃 34 〃 1,313,672,843 1,306,918,080 99．4

’
多 35 〃 1,436,839,685 1,424,268,159 99．1

4
〃 36 ヶ 1,787,933,363

1,859,189,181

1,762,159,531 98．5

〃 37 〃 1,798,642,398 96.7
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第6節 排 水 設 備

近代的な文化都市を建設するための要素はいろいろあるが，何といっても完全な下水道を施没し，衛生

的で快適な環境をつくることが第一である。それに，生活環境が清潔になれば，必然蚊・ハエ・寄生虫等

の発生を防ぎ，その他の悪疫の流行も予防できる。
_一_一一一一一一・一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一一

本都においては，大正13年はじめて排水設備の設置をみて以来，下水道施設の拡張と相まって，排水設

備の普及は漸次進み，昭和15年には施設面積1,893.2ヘクタール，施設済戸数200,961戸，使用大使器数

95,582個に及んだが，第二次大戦の激化に伴ない本都における排水設備の施設数は急激に減じた。その状

態は昭和18年．19年に最もひどく,20年には極少を示した。昭和21年に入り僅かであるが排水設備の施設

数が増加しはじめた。戦災による排水設備の被害は相当ひどく，昭和20年の終戦当時は，戦災前の排水設

備施設済最高戸数の約5割の減少であったため，その復旧にはかなりの日時を要した。

しかし，戦災復興計画に沿って下水道の応急復旧工事，増補改良工事が実施されたので，排水設備施設

の成績は着々と上昇し，昭和23年には一応，戦前の排水設備済最高数なみの回復がみられた。

昭和24年には5カ年水洗便所助成改造事業（昭和24年～28年）を計画し，甲地区告示区域内のくみ取り

便所110,000個を水洗化する目標で，水洗便所助成規則（昭和24年8月）を制定し，助成金（大使器1個

当り改造費の一部4,350円）を交付し実施したが，昭和28年度末には目標を上廻る118,926個を施行し，そ

の後もひき続き実施中である。

年度別告示面積及び排水設備施行状況

告示面積 排水設備設置数
大

水 洗 便 器 数

器｜小 便 器
I

便

個
23，518

26，320

30,822

35，384

39，900

48，805

54，212

89,184

101,364

112,799

121,549

136,456

145,878

152,232

159,868

167,103

173,197

180,604

個
31，719

38，831

45，928

53，560

77,894

129,275

157，530

216，789

256,726

294,362

323,489

366,610

394,966

413，686

440,264

466,734

491，522

514,387

件

’
ヘクタール

5，428．35

5，433．70

5，433．70

5，446．20

5，477．90

5，643．30

5，688．10

6，196．72

6，696．14

7，233．26

8，307．15

9，699．30

10,104.39

10，456．38

10,900．85

11，267．36

11，547．39

11，966.56
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行政区別告示面積及び排水設備設置数

37年度末

積 排水設備設置数
～~、

区別

種別

－－－

便 器 数
下水道必要面積

大 便 器 小便器

ヘクタール

1，102

865

1，869

1，798

1，138

件

23，410

33,840

52,400

53，260

45，327

ヘクタール

843．50

853．75

1，614．11

1，205．08

1，080．97

｜

’
千 代 田

中 央

港

新 宿

文 京
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水洗便所助成 状況

年 度 改 造 計 画
助成金額 （1個当り）

一般｜生活扶助家庭
施 行 個 数

11,ij円円個
110,000

15，000

15,000

10,000

11，389

12，000

10，000

12,000

9,000

9,000

213,389
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恥
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〃
〃
今
多
〃
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〃

１

０
０
０

調
卯
叩
〃

４
２
ａ

24 ～ 28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

合 計

(内1個は全額助成）

（ 〃 ）

（ 〃 ）
〃’
少

5,500

ケ (内18個は全額助成）

〃’
(内5個は全額助成）少 ’

なお，助成金額は，昭和38年9月に助成規程が改正され，38年4月1日より，一般助成8,800円（家放

構成全員の年間平均月収が7万円未満の者）全額助成17,700円（特別区民税の非課税者及び課税保留街）

に増額し，告示区域内（甲地区）のくみ取り便所の解洲をはかっている。

排 水設備 の工事

排水設備の工事については，使用者との請負契約により下水道局指定の下水道工事店で施行する。この

指定工事店制度は，昭和35年4月より発足したもので，従来は，水道局の指定工事店が，水道局の指導，

監督のもとに行なっていた。

指定下水道工事店が一定の技術水準を保ち，工事店の行なう工事の万全を期するため，36年4月より排

水設備技術者制度を設け，排水設備技術の保持をすることとなった。さらに37年11月からは，施行責任者

として，排水設備配管工制度が設けられ，工事店には必ず両者を置くことが義務づけられた。

37年度末における指定工事店数は1,510店，排水設備技術者の登録人数3,684名，排水設備配管工の登

録人数5，218名（労働省の給水衛生設備配管工技能検定登録者をも含む。）である。
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第6章設

第1節 管

備

渠

（1）下水管渠施設状況

i－

人 孔｜汚水桝

個’

49，683 168,0

49，701 168,4’

49，952 169,8‘

50,201 172,1&

50,5921173,51
51，755 176，8（

52，966 181，6〈

54,207 187,44

55，253 192,9（

57,733 203,0[

60，952 217，32

64，374 233,1〔

67，175 244，19

69，984 258，38

73，159 274，91

75,971 290,90

79,607 310,94

管 渠 種 別

("’)’年 度 別 暗
総 数

総 数（加）

渠
枝

線

鳶|悶渠（加）幹
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（2）管渠管理延長前年度比較

別'37年度管渠延長及び個数'36年度管理延長及び個数｜

鴇’ ’'2，"， ”'7Ⅲ1,589,467 1，527，760

計 1,691,914 1,624,831
孔， 46，968 44，673

水 桝’ 180,841 168,669

線’ 43，066 39，837

線 747,680 ' 715,926

計 790,746 755,763
孔 22，435 21，298

水 桝 88，787 81，853

線’ 」3,766 ］3,766
線’ 379,903 373,522

計 393,669 387,288
孔 10，204 10，000

水桝| &',3'41 _&0｡38､

購名｜種
I

増 加 率

5．54

4．04

比 較〔増）

5，376

61，707

種
一
幹
枝
打
枝
人
汚

中
部
管
理
事
務
所

稠
皿
塑
一
皿
“

４
５
７
’
８
４

67,083

2，295

12,172

3，229

31,754

34,983

1，137

6，934

幹
枝
人
汚
幹
枝
人
汚

北
部
管
理
事
務
所
東
部
管
理
事
務
所

３
４
７

偶
』
３
４

４
５
８

1．71

■

１
１
４
９

８
８
０
２

３
３
２
９

６
《
は

７

５
４
０

６
０
３

１
２
２

1

１
１

７
８

５
３

５
２

０
４

６
８
７
夕

８
９
９

150,674

2,617,208

９
０
７
５
２
０
７
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９
７
５
１
１
７

２

幹
合

枝

線
線
孔
桝

２
９
９

９
７
８

３
４
６

108,447

3，636

20,035

２
１
７

８
５
０

８
９
９

１
７
７

７
５
０

６
７
９

７
２

２９
７
２

２
０
４

３
６
９

７
１
７

６
９
０

７
７
１

８
３

２計
水

計｜觜

（3）系統別管渠管理延長

」系 統 名

37年度末累計延長37年度増加延長 ’ ｜

’

備 考|－
排 水 区 名

ア

幹線|枝線｜計幹線|枝線｜計’
。

新宿，

豊島2,534141’815144,349192,598j廼86511"458'463

‘‘圏“‘"，" "，‘""|…‘

中央，港，
目黒，渋谷，
東，品川

芝浦系統
千代田，！
文京，副
北，台東，

｜

’

三河島系統

砂町系統

森ケ崎系統

千代田，台東，豊島
荒川

“，‘"わ"，]‘ "‘‘躯"‘" 園”足立，中央，江東，墨田，
江戸j|’

4，237 4，237 1，28482，78484，068品川，目黒|素哩
15，655 18,497 8,566134,4351143,001’

27，537 9,683196,284205,1967

108,447159,279,2,717,0502,876,329

2，842

2，746

8,605

新宿，中野，杉並

豊島，北，板橋

落合系統

小台系統

計

’24，791

’
99,842
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（4）管種別内訳

｜種 別

一~一一一一一一一一一一一 ±きゞ｜
－ =ﾛ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

昭和37年度末

延 長 (")｜ 罰－－－~吾一雨
内 径

ク

ク

ヶ

｜
叩
師
昭
追
記

一
ｅ
■
■
■
■

一
戸
、
〉
ハ
叩
〉
｛
●
『
〕
勺
１
４
》
ぺ
ｍ
〕

’
６
２
Ｑ
》

管
渠

形

形
〃
少
〃
計
〃
〃
計

蹄

円
馬

45”以下

90〃 〃

140〃 参

141〃以上

1，898，439

594,494

160,512

32，437

2685,882
｜

’ 市
叩
〃

150c加以下

300ケ 〃

301〃以上

６
０
８
４
‐

０
０
７
８

３
３
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ク
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４

内
ｂ

0．53

1．68

0．17

2．38

’

〃

組

形
〃
〃
計

渠 ｜

’

市
叩
多
〃

150c呪以下

300〃 〃

301〃以上

３
４
７
４

９
０
４
４

７
６
８
２

２
ａ
Ｚ
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２
５
２
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１

0．79
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0．97

3．69’開 渠
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〃 ３
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８
５
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０
０
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０

卵
伏

渠
越
計

形
渠 ’

合 計 2,876,329 100.00

第2節 ボ ン ブ 所

ポンプ所一覧表

中部管理事務所々管

銭 瓶 町 ボ ン

箱 崎 町 ボ ン

中 洲 町 ボ ン

浜 町 ﾎ ﾝ

汐 留 ポ ン

桜 橋 ポ ン

１
２
３
４
５
６

所
所
所
所
所
所

ブ
プ
プ
プ
フ
フ
○
つ

66頁

68ヶ

’’一一

参
〃
ク
ク

８
９
９
０

６
６
６
７
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北部管理事務所々管

71頁

71ヶ

72ヶ

73 〃

所
所
所
所
所
所
所
所
所

プ
プ
プ
プ
プ
プ
プ
プ
プ

住 ポ ン

入 ポ ン

場 ポ ン

町 ポ ン
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７
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東部管理事務所々管
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所
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〃
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８
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（1）

地

銭瓶町ポンプ所

千代田区大手町2丁目8番地

昭和6年3月

13,332㎡(4,040坪）

所 在 地

創 設

敷地面積

設置目的 大手町幹線，設置目的 千代田，中央両区の大部ならびに文京，新宿両区の一部の汚水を吸揚して，

中段幹線，銭瓶幹線等により芝減処理場へ送る。

計画排水面積汚水 1,440.19ヘクタール

計画人口 242,000人

計画排水量 晴天時4.259㎡/S(368,000㎡/D)
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一一

形 状 其 他｜種 別
製作所名 考

1 月 島 機 械

1 多

1 多

1

1

，’．丈製作所’

ポ ンう°室

入口阻水扉

鉄筋コンクリート建延1,903.33㎡

巾

纈％矩形高

径 1.22加

径 0.915加

径 0.600"

長 12.15加
巾 6.10加
深 7.62"Z

巾 1.88加馬蹄形
高 2.00"Z

長 21.33加
巾 5.18碗
有効水深 1.88m
有効容量 207.7刀f

門型移動グラブバケツト式

卜，ル式S型 巾 1.88"Z
機械掻上式 高 2.424加

目巾 25”

電動機直結横口径 410”
軸型両吸込式揚水量0.28㎡/S
渦巻ポンフニ 揚程 9.75加

馬 力 601P

ディーゼル 口 径 400"
エンジン直結揚水量0．33㎡/S
横軸型両吸込揚程 10.2碗
式渦巻ポンフュ馬力 751P

電動機直結横口径 610”
軸型両吸込式揚水量0.70㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 9.75加

馬 力 1401P

〃 口 径 810”
揚水量1.40㎡/S
場 程 9.55加
馬力 2751P

〃 口 径 810”

揚水量1.40㎡/S
場 程 9.8加
馬 力 2711P

電動機直結横 口 径 900"
軸型両吸込式揚水量1.83㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 9．8加

馬 力 3201P

荷物月I 能力 lton

フラットコンベア式

｜

’

ク

ク

ク

集 水 池

｜

’

集水池阻水扉’

’2沈砂池’

’

１
４
１

場
ろ

機
機

泥
格 桜

三

田 機 械

機 工 業

汚水ポンプ。’ ｜

’

日立製作所

参

I
1

参

'2ク

ク

‐

〃

2 〃

〃

1 参

1 日立製作所

1 日本エレベータ

‘｜麹…工業

卜
汚水ポンプ

昇 降 機

沈砂飾澄搬出機
’
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（2）箱崎町ポンプ所

所在 地 中央区日本橋箱崎町4丁目18番地

創 設 昭和32年9月

敷地面積 85.455㎡（25.85坪）

設置目的 地盤沈下のため高潮時に|河水の自然放流が不可能となった，中央区日本橋箱崎町4丁目付

近の雨水を吸揚し荒川に放流する。

計画排水面積 雨水5.02ヘクタール

計画排水量 雨水量0.640"f/S(38.47f/min)

製 作 所 名

1－

別

|

’

考形 状 其 他種

鉄筋コンクリート建延41.05㎡

機械掻上式 巾 ’･80沈
高 2.3加
目巾 25”

電動機直結及 口 径 550”
びディーゼル 揚水量0.63㎡/S
エンジン歯車 揚 程 3.7加
掛竪軸型斜流 電動機馬力 47IP
ポンプ エンジン馬力601P

ポ ン プ 室

ろ 格 機 11江戸川機械

’
1 電 業 社雨水ポンプ．

（3）中洲町ポンプ所

所在 地 中央区日本橋中洲町2番地

創 設 昭和32年8月

敷地面積 201.65㎡(61.0坪）

設置目的 地盤沈下のため高潮時に雨水の自然放流が不可能となった，中央区日本橋中洲一帯の雨水

を吸揚し箱崎川に放流する。

計画排水面積 雨水3．35ヘクタール

計画排水量 雨水量0.476㎡/S(28.56㎡/min)

’ 考数 量 製 作 所 名 備形 状 其 他種 別

I

コンクリート建 延39.50"

機械掻上式 巾 1.50加
高 3.5液
II巾 25”

電動機直結及 口 径 500”
デイーゼルエ 揚水量0.48㎡/S
ンジン歯車掛 揚 程 3加
竪軸型斜流ポ 電動機馬力 301P
ンフ。 エンジン馬力40IP

ポ ン プ○室

ろ 格 機 江戸川機械1

｜

’
喧 業 社1雨水ポンプ

I’
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（4）浜町ポンプ所

所‘‘在地 中央区日本橋浜町2丁目浜町公園内

創 役 昭和36年4月

敷地面積 580㎡（176坪）

設置目的 地盤沈下のため，高潮時に雨水の自然放流が不可能となった中央区浜町付近の雨水を吸揚
し荒川に放流する。

計画排水面積雨水27.71ヘクタール

計画排水量 雨水量4.120"f/S(247.2刀f/min)

種 別’ 形 状 其 他

|数量|製作所
名 考

ポン プ室

沈 砂 池 加
加
加
減

０
０
０
１

０
７
６
４

，
■
や
勺
Ⅱ
ユ

６
１
２

㎡
１

０
”
Ｓ
加
Ｆ
呼

一
６
０
，
ノ
５
７
０

｜
識
岬
加
鋤
皿
坪
４
鴫
加

一
建
水
容
径
量
程
力
力

深
量
ａ
ｌ

－
ト
効
効
巾
水

一
一
長
巾
有
有
高
巾
目
口
揚
揚
馬
馬

一
”
イ
ン
竪
ポ
機
ン

用
式

一
ン
揚
揚

購
猩
銅
輌
動
ジ

｜
コ

掻
掻

筋
砂
械
動
ゼ
ン
型
プ
ン

鉄
沈
機
電
一
ジ
軸
ン
電
エ

2

掻
ろ

集
格

機
機

２
２

守 住 土木

ケ

雨水ポンプ 2 日立製作所

（5）汐留ポソブ所

所在地 中央区銀座東8丁目19番地先

創 設 昭和37年4月

敷地面積 2,396.8㎡（725坪）

設置目的地盤沈下のため高潮時に雨水の自然放流が，不可能となった千代田区内幸町，有楽町及び

中央区銀座西，銀座，銀座東，築地一帯の雨水を吸揚し築地川に放流する。
計画排水面積｜河水88.47ヘクタール

計画揚水量 雨水量15.511㎡/S(930.7"/min)

数量 製作
種 別 形 状 其 他 所 名 備

二
一
コ

ｊ
裏一

ボ ン プ 室

入口阻水扉

鉄筋コンクルート建（建坪）

油圧附閉式 高
巾

茄
加
加

６
０
６

４
“
．

５
３
１

2 久保田鉄工
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数 量

｜］｜久傑田鉄工’

考他形 状 其別種

油圧開閉式

”
Ｓ
加
呼
”
Ｓ
沈
距

加
加
加
沈
加
加
０
ｊ
６
０
ヶ
０
，
ｊ
６
０

釦
㎡
４
鴻
鋤
㎡
４
詔

２
４
５
５
５
０

２
９
・
・
４
・
・

×
１
１
力
力
Ｌ
１

．
２
２
。
２
２

１
２

３
馬
馬
３

珈
蜘
廓

冗２㈹唯確癖》》咋鎚擁融
高
巾
高
巾
高
巾

巾

入口阻水扉

放流口阻水扉

２
３
３
３

〃

〃

ll立金属’

〃

ろ格室
入口阻水扉

ろ 格 機

〃

古
同
市
川
ロ
ロ

機械掻上式

｜
荏原製作所

〃

ディーゼルエン

ジン及電動機歯
車掛竪軸型斜流
ポンプ

ディーゼルエ

ンジン歯車掛
竪軸型斜流ポ
ンプ

雨水ポンプ

I

３

〃

（6）桜橋ポンプ析

所在地 中央区西八丁堀4丁目6番地先

創 設 昭和37年4月

敷地面積 2,512.23㎡(760坪）

設置目的 地盤沈下のため高潮時に雨水の自然放流が不可能となった千代田区有楽町，丸の内および

中央区日本橋，京橋，室町，兜町，茅場町，西八丁堀，銀座東，新富町附近一帯の雨水を

吸揚し，桜川に放流する。

計画排水面積雨水117.61ヘクタール

計画排水量 雨水量24.989㎡/S(1,499.34㎡/min)
溶

種 考傭数 量，製 作 所 名形 状 其 他

鉄筋コンクリート建（建坪）918㎡

油圧開閉式高 3.6加
巾 2.3”

多 高 3.3"2
巾 1.6"z

電動開閉式 高 3.5沈
巾 1.65"

〃 高 3．5沈
巾 2．5加

機械掻上式 高 7.5m
巾 2.1m×2
目巾 40”

ディーゼルエン 口 径 1,500”
ジン及電動機歯 揚水量 5㎡/S
車掛竪軸型斜流 揚 程 4．5加
ポンプ エンジン馬力5001P

電動機馬力4401P
ディーゼルエン ロ 径 1,500”
ジン歯車掛竪軸 揚水量 5㎡/S
型斜流ポンプ 揚 程 4．5m

馬 力 5001P

種 別

ポ ン プ 室

入口阻水扉

放流口阻水扉

放流口阻水扉

ろ格室
入口阻水扉

ろ 格 機

2 荏原製作所

2 〃

2 大原鉄工所

3 荏原製作所

3 桜 田 機 械

31荏原製作所雨水ポンプ

3 参
〃

’’



71

（7）南千住ポンプ所

所在地 荒川区南千住8丁目89番地

創 設 昭和9年3月

敷地面積 1,610.4"(488坪）

設置目的 荒川区南千住5，6，8丁目一帯の汚水および雨水と汐入ポンプ・所より送られて来る汚水

を吸揚し，雨水は荒川に放流し，汚水は南千住幹線により三河島処理場へ送る。
計画排水面積汚水156.48ヘクタール

雨水 58.00ヘクタール

計画人口 46,000人

計画排水量 晴天時0.299刀f/S(25,800刀f/D)

雨水量1.982wf/S(118.92刀f/min)

種 別
考形 状 其 他

数量|製作所名備’
事 務 所

ポ ン プ 室

入口阻水扉

コンクリート建 延64.02"f

鉄筋コンクリート建延306.10㎡

高
搬粥矩形巾

長 13.64m
巾 3.64加
有効水深 1.36加
有効容量 67.5"

移 動 式

機械掻上式 高 4.06加
巾 2.42加×2
目巾25”

○
】

久保田鉄工

沈 砂 池

２

’

’
1

場
ろ

泥
格

機
機 油谷製作所

浅 野 物 産

１
１

’
1汚水ポンプ 電動機直結横 口 径 450”

軸型両吸込式揚水量0.40㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 4.55加

馬 力 35IP

電動機直結横口径 760”
軸型可動羽根揚水量1.13㎡/S
式軸流ポンプ場程 3.95加

馬 力 901P

電動機直結デイ 口 径 760"
一ゼルエンジン揚水量1.08"/S
切替駆動竪型斜揚程 5加
i爪ホンフ 電動機 1151P

エンジン 1151P

2 荏原製作所

’
雨水ポンプ 2 〃

ク

］’

！
少

（8）

所 在 地

創 設

敷地面積

設置目的

汐入ポンプ所

荒川区南千住10TI120番地

昭和16年5月

915.22㎡（277.34坪）

荒川区南千住10丁目附近の汚水，雨水ならびに橋場ポンプ所より送りられて来る汚水を吸
揚し，雨水は荒川に放流し，汚水は南千住幹線により南千住ポンプ。所へ送る。
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計画排水面積 汚水80.87ヘクタール

雨水48.70ヘクタール

計画人口 27,000人

計画排水量 晴天時0.191"f/S(16,500wf/D)

雨水量4.829㎡/'S(289.74㎡/min)

1蕊，｜
｜ ’

製作 所 名 備 考形 状 其 他種 別

形
形
方

矩
正

ｆ刀弱
沈
加
沈
加
加
加
加
㎡

．
０
０
０
０
０
０
２
【
』

６
２
６
５
５
０
５
８

，
ぺ
》
■
。
。
●
●
●
ａ
●

１
１
１
０
０
４
２
０
８

延
１
２

木造モルタル建

高
巾

高
巾

長
巾
有効水深
有効容量

機械掻上式 高

ポ ン プ・室

入口阻水扉 11ゼネラル商会｜ 雨 水 用

汚 水 用1 〃
〃

2
沈 砂 池

雨 水 用1

沈
加
”

９
２
１

．
．
４

２
２

巾

高
巾
目

ろ 格 機

1 ‘

2

汚 水 用

加
加
”

９
１
５

。
２

２

巾

吉
同
市
叩
ロ
回

手掻上式格ろ

荏原製作所口 径
揚水量
揚 程
馬 力

”
Ｓ
ｍ
僻
”
Ｓ
加
呼

０
〃
Ｊ
７
５
０
〃
／
５
０

濁
流
２
帥
流
３
４

５
０

１
５

０
０

電動機直結横
軸型片吸込式
渦巻ポンプ

汚水ポンプ

2

1

酉烏製作所電動機直結横
軸型固定羽根
式軸流ポンプ

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

雨水ポンプ

（9）橋場ポンプ所

所在地 荒川区南千住3丁目190番地

創 設 昭和13年3月

敷地面積 542.19㎡（164.3坪）

設置目的 荒川区南千住3，4丁目附近の汚水，雨水を吸揚し，雨水は荒川へ放流し，汚水は南千住幹
線により汐入ポンプ°所へ送る。

計画排水面積 汚水32.17ヘクタール

雨水32.17ヘクタール

計画人口 11,000人

計画排水量晴天時0.090㎡/S(7,776〆,/D)

雨水量3.627"f/S(217.62㎡/min)

’

｜
’’
製作所名｜備 考数

皇皇

形 状 其 他種 別

’コンクリート建 延165.99㎡ポ ン プ°室
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種 別’
数量｜製作所名｜備 考形 状 其 他

入口阻水扉 ｜

’

’

形
形

”
Ｓ
沈
呼
”
Ｓ
ｍ
Ｆ
”
Ｓ
沈
砕

方
５
ノ
０
５
０
，
ノ
８
７
０
ノ
８
０

矩
正
Ⅳ
茄
臥
１
妬
流
２
２
妬
流
２
３

０
０

０
０

０
０

加
加
沈
加
加
沈
加
減
沈
加
”
加
加
加
６
４
４

０
０
０
０
０
０
４
６
２
４
１
２
２
５
０

０
０

－
’
完
〕
ｎ
ｘ
叩
）
局
″
”
０
房
〃
“
，
。
●
●
一
‐
（
・
》
●
●
“
細
斗
《
。
■
（
函
〆
』

．
・
・
・
０
４
１
３
２
３
１
径
量
程
力
径
量
程
力
径
量
程
力

１
１
０
０
１

水
水

巾
巾
口
揚
揚
馬
口
揚
揚
馬
口
鋤
揚
馬
一

高
巾
目
高
巾
目

横
式
横
根
プ
エ
横
根
プ

式
式
結
込
プ
結
羽
ン
ル
結
羽
ン

高巾高巾長巾》》》》》岬禮岬岬榊語部》岬一

１
１
２
１
１
２
２
１

雨 水 用

汚 水 用

’
多

沈 砂 池

｜

’
’

｜

’
ろ 格 機

雨 水 用

汚 水 用
ろ 格

I汚水ポンプ｡
荏原製作所

雨水ポンプ.

’
少

｜

’
〃

〃

｜
’

（10）和泉町ポンプ所

所在地 千代田区神田和泉町1番地
創 設 大正11年8月

敷地面積 452.1㎡（137坪）

設置目的国電山手線，秋葉原駅より御徒町に至る周辺，即ち台東区仲御徒町1，2，3丁目及び松永
町西ならびに千代田区花岡町等より以西の大部の汚水を吸揚し，浅草幹線により三河島処
理場へ送る。

計画排水面積汚水 47.60ヘクタール

計画人口 11,000人

計画排水量 晴天時0.138nf/S(11,900刀f/D)

種 別’ 形 状 其 他 |数量’|数量｜製作所名｜備

一~~「
2

2

考

ズヨ腿鶇｜鶯筋.>ｸ'一ﾄ雄…，”0．60沈

沈 砂 池 長 8.17加
巾 4.17"z
有効水深 1.52沈

ろ 格 手掻上式 巾 4.1加
高 2.424沈
目巾10"

汚水ポンプ。 電動機直結 口径 200"
横軸型片吸 揚水量0.085㎡/S
込式渦巻ポ 揚程 4.5沈
ンプ 馬力 101P

多 多 口 径 250”
揚水量0.142"/S
場 程 4．5沈
馬 力 151P

1

11荏原製作所

｜’
〃

’
’
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（11）日本堤ポンプ。所

所在地 台東区浅草日本堤2丁目1番地

創 設 昭和37年12月

敷地面積 3,775.60㎡(1,142.39坪）

設置目的台東区の東北部は，旧田町ポンプ｡所排水流域であったが，近年地盤沈下が甚しく又その周
辺区域も同様に沈下し，雨水をポンプ吸揚して排水する必要が生じた。このため田町ポン

プ°所を大規模に改造し，台東区の大部（合羽橋付近より北部の概ね全域）荒川区日暮里町

1～4及9丁目の一部の雨水を吸揚して山谷堀に放流する。

計画排水面積 雨水 432.60ヘクタール

計画排水量 雨水量 37.000㎡/S(2,2207f/min)

｜数量|製作所種 別 形 状 其 他
一~デー一三一「 “饒一､,”､,－L驚署r壱極、RRQ器

|備 考名

ポンプ室｜
e

入口阻水扉
2 奥村 機械

2

1 奥村 機械

2 〃

2 〃

2 荏原製作所

鉄筋コンクリート建（建坪）369㎡

油圧開閉式 高 3.24加
巾 2.00m

長 11．5m
巾 5．0沈
有効水深 3.67"

グラブバケツト式

沈砂掻揚用

機械掻上式 高 6.30加
巾 216加
目巾52”×2

ディーゼルエ 口 径2,000〃
ンジン直結竪揚水量8.33㎡/S
軸型斜流ポン揚程 6.5沈
プ 馬 力 1,0501P

｜

’

｜
沈 砂 池

壜哩営’

警鴬：’ 機械掻上式 高 6.30加
巾 216加
目巾52”×2

ディーゼルエ 口 径2,000”
ソジン直結堅 場水量 8．33㎡／

雨水ポンプ○

（12）山谷ポンプ所

所在地 台東区浅草橋場町3丁目2番地

創 業 昭和29年3月

敷地面積 542.55㎡（164.41坪）

設置目的地盤沈下のため，雨水放流不能となった荒川区南千住2，3丁目，台東区三の輪町，浅草
日本堤4丁目，浅草田中町3丁目，浅草山谷3，4丁目，浅草清川町3丁目，浅草石浜町

2，3丁目，浅草橋場2，3丁目方面の雨水を吸揚して荒川に放流する。

計画排水面積雨水 45,06ヘクタール

計画排水量 雨水量3.510㎡/S(210.677f/min)

’数量｜製作所名｜備 考’ 形 状 其 他種 別

’

｜、 ｜日本燃化機

’ 鉄筋コンクリート建延356.96㎡

2謡矩形高
巾

ポ ン プ 室

入口阻水扉 I
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形 状 其 他

沈 砂 池 長 11．0加
巾 4．6沈
有効水深 1.75加
有効容量 88.6刀ゼ

バケツト・エレベーター式

手掻上式 高 3.4m
巾 1.95"z
目巾25”

揚 泥 機

ろ 格

雨水ポンプ 電動機直結横
軸型固定羽根
式軸流ポンプ

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

ミ 700”

卜1.05㎡/S
3 43"Z三

1001P

旨 900”

2 1.8㎡/S
4．1加

1501P

900〃

1．8㎡/S
4．1加

1701P

11電 業 社

〃 口 径
揚水量
揚 程
馬 力

〃 1 〃

ディーゼルエ

ンジン直結横
軸型固定羽根
式軸流ポンプ。

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

少
1 〃

’ ’’

（13）町屋ポンプ所

所在地 荒川区町屋8丁目21番地の10

創 設 昭和30年3月

敷地面積 3,867.6㎡（1,172坪）

設置目的 荒川区町屋の大部，尾久町，三河島町等の一部の汚水，雨水および荒川区尾久町の大部，

北区昭和町の全部，田端新町，堀船町，上中里町，中里町，田端町等の一部の汚水を吸揚

し，雨水は荒川に放流し，汚水は尾久幹線により三河川処理場へ送る。

計画排水面積 汚水494.80ヘクタール

雨水142.58ヘクタール

計画人口

計画排水量

140,000人

0.817㎡/S(70,600㎡/D)

11.811"f/S(708.66"f/min)

晴天時

雨水量

数量 製作所名 備 考

2 安 藤 鉄工 雨 水 用

1 〃 汚 水 用

種 形 状 其 他

ポ ン プ 室

入口阻水扉

鉄筋コンクリート建

高 2
巾 2

高 0
巾 1

延1,298.68㎡

16沈

70"z

98刀Z

40流

参

,
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考量｜製作所名｜数 ’形 状 其 他 備
’種 別

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

２
１

１
４

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

｜沈 砂 池
雨 水 用

”
Ｓ
加
Ｐ
”
Ｓ
加
Ｐ
”
Ｓ
加
Ｐ

０
，
／
４
０
０
ｊ
６
０
０
ノ
５
０

ｍ
㎡
６
釦
加
茄
蛇
卵
茄
４
賜

沈
沈
卿
沈
加
”
Ｌ
５
Ｌ
５
弱
１

ｍ
ｍ
加
㎡
流
加
加
㎡
卯
弱
溺
叩
和
溺
２
２
０

０
０
，
蛇
０
０
朔
７
型
２
３
３
３

釦
６
２
２
，
３
０
皿
ト
径
量
程
力
径
量
程
力
径
量
程
カ

ツ
水
水
水

ケ
巾
巾
口
揚
揚
馬
口
揚
揚
馬
口
揚
揚
馬

。
ハ
巾
高
目
巾
高
目

ブ
横
式
エ
横
式
横
式

嘩
唾
が
郵
醍
唾
が
嘩
唾
ガ

ラ
式

深
量
深
量
グ
上

水
容
水
容
式
掻
〃
機
両
ポ
一
ン
両
ポ
機
両
ポ

効
効
効
効
行
械
動
型
巻
イ
ジ
型
巻
動
型
巻

長
巾
有
有
長
巾
有
有
走
機
電
軸
渦
デ
ン
軸
渦
電
軸
渦

｜

’
汚 水 用

参

闇蕊圭｜雨水用

機
機

泥
格

場
ろ

1 〃
〃

21日立製作所雨水ポンプ°

1 〃
少

２

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

〃

汚水ポンプ

（14）地蔵堀ポンプ所

所在地 荒川区南千住7丁目122番地

創 業 昭和24年3月

敷地面積 572.42㎡（173.46坪）

設置目的 荒川区南千住7丁目及び三河島8丁目附近の汚水及び雨水を吸揚し，雨水は荒川に放流

し，汚水は三河島処理場へ送る。

計画排水面積汚水34ヘクタール

雨水25ヘクタール

計画人口 7,488人

計画揚水量 晴天時0.027刀f/S(2,333㎡/D)

雨水量1.0㎡/S(60"/min)

種 別

ポ ン プ 室

入口阻水扉

|数量｜製作所名｜備’

考状 其 他

延81.34㎡

1,000”手動開閉式

形

木造建

径 ’1 共栄精機所
文 珠 興 業

1長
巾
有効水深
有効容量

9.00"Z

3.00"Z

0，90沈

24.3㎡

沈 砂 池
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種 別’ 状 其 |数量｜製作所名｜備形 他 考

水 野 組

荏原製作所口
｜Ⅱろ 格 手掻上式 高 2.02加

巾 1．4沈×2
目巾 30”

電動機直結横 口 径 150〃
軸型片吸込式揚水量0．05㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 6"z

馬 力 101P

電動機直結横 口 径 500”
軸型固定羽根揚水量0.50"f/S
式軸流ポンプ場程 4.3"z

馬 力 541P

汚水ポンプ｡ 1

雨水ポンプ 2

’

（15）千住ポンプ所

所在地 足立区千住曙町61番地

創 設 昭和38年4月

敷地面積 5,950.44㎡（1,800坪）

設置目的 足立区千住，千住大川町，日の出町，柳原町，千住曙町，千住関屋町，千住橋戸町，他の

地域の汚水，雨水並びに千住西ポンプ所より送られてくる汚水を吸揚し，雨水は，綾瀬川
に放流，汚水は砂幹線により吾蠕ポンプ･所へ送る。

計画排水面積 汚水410.70ヘクタール

雨水 298.70ヘクタール

計画人口 61,000人

計画揚水量晴天時 0.306㎡/S

雨水量17.053"/S(1,023.18nf/min)

|数量|製作所名 |備種 別’ 形 状 其 他
一~一一一一--------

考

緬圧開閉式高‘蝿” ，。立製怖所｜雨水用
鉄筋コンクリート建延2,048.10㎡

巾 2.45加

高 2.58加 1 ヶ 汚水用
〃

巾 1.35沈

’4 雨水用長 20．0加
巾 5．4液
有効水深 2．6籾
有効容量 280"f

長 16m 1 汚水用
巾 2．0m
有効水深 0.55加
有効容量 17.6㎡

ダブルチエーンコンベアー式 I 日立製作所
参 1 ヶ

ベルトコンベアー式 2 〃

機械掻上式 高 43加 41 ・ 雨水用
巾 2.45加
目巾 45”

高 5.4加 1 ヶ 汚水用
〃

巾 20加
目巾 15”

ポ ン プ 室

入口阻水扉

〃

沈 砂 池

〃

掻
掻
搬
ろ

集
揚
出
格

機
機
機
機

〃

’
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所名｜備 考|数量’
’2

1

形 状

ディーゼルエ

種 別｜
雨水ポンプ’

製 作他其
‐

２
１
１

”
Ｓ
沈
呼
”
Ｓ
沈
呼
”
Ⅳ
加
砕

０
ノ
２
５
０
ノ
２
３
０
３
５
０

郡
㎡
且
訂
加
㎡
且
錦
妬
Ｑ
１
ｍ

，
買
Ｊ
７
頁
』

１
４
。
１
且
・

３
３

日立製作所口 径
揚水量
揚 程
馬 力

ンジン直結竪
型斜流ポンプ

電動機直結竪
型斜流ポンプ

電動機直結竪
型片吸込式渦

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

〃
〃

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

〃

汚水ポンプ

巻ポンプ

（16）木場ポンプ所

所在地 江東区深川豊住町3丁目2番地

創 設 昭和4年12月

敷地面積 8,906.7㎡（2,699坪）

設置目的 江東区南西部即ち白河町，扇橋，木場，平野町，東陽町他の地域の汚水，雨水ならびに三
ノ橋月島各ポンプ所から送られて来る汚水を吸揚し，雨水は十間川に放流し，汚水は木

場幹線により砂町処理場へ送る。

計画排水面積汚水 1,385.00ヘクタール

雨水 436.30ヘクタール

計画人口 314,000人

計画排水量 晴天時2.984㎡/S(257,800wf/D)

雨水量17.735wf/S(1,064.10㎡/min)

量｜製作所名｜備 考
種 別’ 形 状 其 他
ポンプ室 鉄筋コンクリート建延2,943.13㎡

測協矩形入口阻水扉 高
巾

沈 砂 池 長 18.03"Z
巾 5.23加
有効水深 5.91m
有効用量 557流

揚 泥 機 門型移動式
ろ 格 機 機械掻上式高 6.65加

’ 巾 1.82籾×2
1 目巾 25”

汚水ポンプ

〃

馬 力

｜ 〃 鱸‘"鞭〃

I 揚程 7.8m
’ 馬力 1001P

|数

8 桜田機械

4

2 日殿製作所

4 米井 商 店

1 荏原製作所

1 日立製作所

1 ケ口 径
揚水量
揚 程
馬 力



79

’ 数量’種 別

汚水ポンプ

形 状

電動機直結横

其 他 製 作 所名 備

日立製作所’

考

1

2

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

”
Ｓ
沈
呼
”
Ｓ
加
距
”
Ｓ
加
呼
”
Ｓ
加
配

０
ノ
５
０
０
ノ
ー
０
０
ノ
５
０
０
ノ
５
０

田
流
Ｚ
、
皿
滅
私
肥
叫
㎡
６
如
叫
㎡
征
妬

《
Ⅱ
〕
４
竃
７
ｎ
Ｕ
，
ｎ
Ｕ

ウ
Ｉ
１
４
Ｄ
１
Ｌ
Ｃ

Ｏ
１
３
３

軸型両吸込式
渦巻ポンプ

電動機直結横
軸型両吸込式
渦巻ポンプ

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

〃

〃

雨水ポンプ。 電動機直結横
軸型可動羽根
式2段軸流ポ
ンプ

電動機直結横
軸型斜流ポン
プ

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

2 荏原製作所

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

〃
4 〃

（17）月島ポンプ所

所在地 中央区新佃島東町1丁目13番地

創 設 昭和30年4月

敷地面積 503.25㎡（152.5坪）

設置目的 中央区佃島，新佃島西町，西河岸通，西仲通，月島通，東仲通，東河岸通，晴海町他の汚

水を吸揚し月島幹線，三ノ橋幹線等により木場ポンプ･所へ送る。

計画排水面積 汚水 188.00ヘクタール

計画人口 27,000人

計画排水量 晴天時0.586nf/S(50,600㎡/D)

種 別

プン プ室

入口阻水扉

形 状 其 他

鉄筋コンクリート建延350.06"f

油圧開閉式 高 0．90m
巾 0.80"Z

手動開閉式 径 600”

長 9.0"Z
巾 1．5加
有効水深 0.78加
有効容量 10㎡

機械掻上式 巾 1.50加
高 3.40加
目巾 25”

電動機直結横 口 径 400”
軸型両吸込式 揚水量0.33㎡/S
渦巻ポンプ 揚 程 21加

馬 力 1501P

電動機直結横 口 径 300"
軸型両吸込式 揚水量0.184㎡/S
渦巻ポンプ 揚 程 21m

馬 力 851P

バケットエレベーター式 1KW

パケットコンベアー式 2KW

ローベツト懸垂型
電動ホイスト付 lton3KW

数量｜製作所名｜備 考

1 守住土木機械

1 ヶ

1

阻
沈

水
砂

扉
池

｜
’ろ 格 機 1 土谷製作所

汚水ポンプ 11酉島製作所

21酉島製作所
ク

揚
掻
昇

泥
泥
降

機
機
機

１
１
１

土谷製作所

〃

日本エレベーター
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（18）越中島ポンプ所

所在地 江東区深川越中島町8番地

創 設 昭年30年10月

敷地面積 808,5刀f(245坪）

設置目的 高潮時に江東区深川越中島町一帯の雨水をポンプ吸揚により越中島川に放流する。

計画排水面積雨水36.70ヘクタール

計画排水量 雨水量2.328㎡/S(139.68"f/min)

備 考|数量｜製作所名」形 状 其 他種 別

I※ ゞ≦｜
入口阻水扉

1
”
Ｓ
加
腰
”
Ｓ
沈
肝

㎡
Ｏ
ｊ
２
０
０
Ｊ
５
５

８
帥
茄
４
喝
帥
㎡
４
７

６４
加
沈
加
加
沈
加
”
４
沼

３
４
４
４
４

４
０
０
０
０

４
０
３

０
０
０
１

０

延
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
沈
沈
加
流
３
４

径
量
程
力
径
量
程
力

０
０
６
５

建
２
４
２
Ｑ
水
水

巾
ロ
揚
揚
馬
口
揚
揚
馬

ト
ー
１
６

－
高
巾
高
巾
高
巾
目

リ
エ
横
根
プ
横
ン

ク
式
式
ル
結
羽
ン
結
ポ

ン
閉
深
量
上
ゼ
直
定
ポ
直
流

．
開
〃
一
ン
固
流
機
斜

錨
轤
掻
イ
ジ
型
軸
動
型

筋
動
鉄
電
長
巾
有
有
手
デ
ン
軸
式
電
軸
プ

日鍛製作所

１

参

放流阻水扉

沈 砂 池 ’1 〃

1 少

格ろ

荏原製作所1
雨水ポンプ

I
2 〃

〃
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（19）三ノ橋ポンプ所

所在 地 墨田区竪川町4丁目1番地

創 設 昭和4年7月

敷地面積 4,674.94㎡（1,416.65坪）

設置目的 墨田区南部，即ち亀沢町，錦糸町，江東橋他及び，江東区西北部即ち森下町，高橋猿江

町，他の地域の汚水，雨水ならびに業平橋ポポンフ○所より送られて来る汚水をを吸揚し，
雨水は竪川へ放流し，汚水は木場ポンプ。所へ送る。

計画排水面積 汚水724.00ヘクタール

雨水422.00ヘクタール

計画人口 189,000人

計画排水量 晴天時1.378"f/S(119,000刀f/D)

雨水量21.443"f/S(1,286.58"f/min)

種 別 形 状 共 他 作 所名 備 考

ポ ン う。室

入口阻水扉

鉄筋コンクリート建延3,034.84㎡

高
渕粥矩形巾

長 18.18沈
巾 6.06沈
有効水深 2.13刀z
有効容量 234.6減

機械掻上式高 606沈
巾 1.67"z×2
目巾 25”

電動機直結横口径 460”
軸型両吸込式揚水量0.35㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 5.8加

馬 力 451P
〃 口 径 610”

揚水量0.70"/S
場 程 5．3沈
馬 力 801P

デイーゼルエ 口径 250”
ンジン直結横揚水量0.16"/S
軸型斜流ポン揚 程 4.5加

馬 力 201P

電動歯車掛横口径 1,140”
軸型両吸込式 揚水量2，83㎡/S
渦巻ポンプ° 揚程 3．5加

馬 力 1801P

電動機直結横口径 1,140”
軸型両吸込式 揚水量2.83"f/S
渦巻ポンプ 揚程 5m

馬 力 2501P

電動機直結横 口 径 1,140”
軸型可動羽根揚水量 3．0㎡/S
式軸流ポンプ揚程 3．5沈

馬 力 2001P

門型移動グラブバケツト式

荷 物用 能力 1ton

｜

’

８
４

桜 田機械

沈 砂 池
｜

’

ろ 機 格 4 月 島 機 械

|，
汚水ポンプ 日立製作所

’
参

2 多

｜

’
〃

1 〃

雨水ポンプ 1 荏原製作所

ク
3 〃

’少
3 〃

’揚
昇

泥
降

’

機
機 ｜

’

２
２ 日本機械貿易

内外エレベーター
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（20）業平橋ポンプ所

所在地 墨田区吾蠕橋3丁目17番地

創 設 昭和4年7月

敷地面積 4,435.2㎡（1,344坪）

設置目的 墨田区中部，即ち向島，吾嬬橋東駒形の地域の汚水，雨水を吸揚し，雨水は北十間川に

放流し，汚水は業平橋幹線により，三ノ橋ポンプ所へ送る。

計画排水面積汚水302.00ヘクタール

雨水302.00ヘクタール

83,000人

0.528㎡/S(45,60077f/D)

12.228"f/S(733.68㎡/min)

計画人口

計画排水量 晴天時

雨水量 套

’

所≦|
考形 状 其 他別種 ’

’

プ室｜
阻水扉

砂 池

鴨鴬’

ポ ン

入口

鉄筋コンクリート建延2,544.76㎡

機協矩形高
巾

長 18.28加
巾 4．55加
有効水深 3.73m
有効容量 308.5減

バケツトエレベーター式

機械掻上式高 5.44WZ
巾 1.67加×2
目巾 25”

電動機直結横口径 500”
軸型両吸込式揚水量0.577f/S
渦巻ポンプ。 揚程 6．4m

馬 力 601P

多 口 径 510”
揚水量0．45㎡/S
場 程 5．8加
馬 力 551P

ディーゼルェ 口 径 300”
ンジン直結横 揚水量0.183㎡/S
軸型両吸込式揚程 6.5"Z
渦巻ポンプ。 馬力 271P

電動歯車掛横口径 1,140”
軸型両吸込式揚水量 2.83㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 3．2加

馬 力 1701P

電動機直結横口径 1,'40”
軸型両吸込式揚水量 2.83㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 4．0加

馬 力 2301P

電動機直結横口径 1,140"
軸型固定羽根揚水量 3.00㎡/S
式軸流ポンプ°揚程 3.0"Z

馬 力 1801P

傾斜路型 1ton

’
安治川鉄工 所

８
４
２
４
１
２
１
１
２
３
１

池

米 井

桜 田

商
機

店
械

場
ろ

所日立製作汚水ポンプ

｜

’’ 〃
〃

｜

’
社電 業

〃

’荏原製作 所
雨水ポンプ

〃

〃

ﾀｰ’

少
ク

揚
内外エレベー機捲



83

（21）砂町ポンプ所

所在地 江東区南砂町5丁目1番地

創 設 昭和35年4月

敷地面積 8,785刀f(2,657.52坪）

設置目的砂町系統のうち,砂町排水区(江東区の半分)の汚水,雨水を吸揚し東京湾|こ放流する。
将来，汚水は大島ポンプ所より来る汚水をあわせ砂町処理場に送る計画である。

計画排水面積汚水2,238.57ヘクタール

雨水488.86ヘクタール

計画人口 462,000人

計画排水量 晴天時3.573"f/S(308,700"f/D)

雨水量25.482"f/S(1,528.92nf/min)

'数．'"""、 |㈱ 考

1
久保田鉄工

〃

｜雨水用

鍾‘
桜田機械

〃

｜
荏原製作所

｜桜 田機 械

ケ

ヶ

ク

ケ

ク

ボ ン う｡室

入口阻水扉

鉄筋コンクリート建延2,295.26茄

高 1.80"Z
巾 2.00"z

高 1.80"Z
巾 2．95沈

長 20.00m
巾 3.00m
有効水深 1.80液
有効容量 108.0㎡

長 20.00沈
巾 4．50加
有効水深 277刀z
有効容量 249.3㎡

機械掻上式高 5．1加
巾 2.0"Z
目巾 25”

多 高 6.1"z
巾 3．0加
目巾 25”

ディーゼルエ口径 1,200”
ンジン歯車掛揚水量3.33"f/S
竪軸吸斜流ポ揚程 9"
ンプ 馬力 6001P

電動巻上式 7.51P

長 2．3沈
巾 0．6m

グラブパケツト式

バケットコンベアー式

油圧開閉式 容量 5.6"f

スイングハンマー式処理能力3"/h

’

１
４
１

と
少

｜

’

沈 砂 池

｜

’ク

4
｜

’

！

８
１
２

〃

口 ！I
雨水ポンプ｡

ス キ ツ フ｡

ホ イ ス 卜

箭湾用脱水機

１
１
３
１
１
１

揚 泥 機

砂 洗 機

高架ホッパー

飾湾用破砕機
’ ’
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（22）吾嬬ポンプ所

所在地 墨田区吾嫡町東5丁目35番地

創 設 昭和16年3月

敷地面積 5,890.5㎡(1,785坪）

設置目的墨田区隅田町の一部，寺島町の大部，吾嬬町の全域の汚水，雨水を吸揚し，雨水は中川に
放流する。将来は千住，隅田各ポンプ所より送られてくる汚水を吸揚し，砂幹線により大

島ポンプ所へ送る。

計画排水面積汚水 1,005.60ヘクタール

雨水 402.90ヘクタール

計画人口 224,000人

計画排水量晴天時1.314㎡/S(113,500"f/D)

雨水量23.001"f/S(1,380.06㎡/min)

考作所名｜備｜数量｜製作所名其 他形 状

一

別種
－

ポ ン プ 室

入口阻水扉 ｜久保田鉄工
’

4形
㎡
２
２
２

弱
矩
〃
液
×
”
加
×
”
液
×
”

７
祝
０
１
加
１
５
加
５

５
６
５
４
１
１
２
０
２

鯛
加
沈
沈
加
加
加
加
茄
２
１
２

２
２

延
卵
帥
加
叩
帥
帥
妬
心
５
２

■
■
争
●
■
ロ
ロ
〈
又
”
）

３
２
１
２
８
５
２
９

建
１
２

巾
巾
巾

ト

高
巾
目
高
巾
目
高
巾
目

リ

式
式

クン
深
量
上

水
容
動
掻

コ筋
効
効
械

鉄
高
巾
高
巾
長
巾
有
有
移
機
〃
〃

雨 水 用

汚 水 用1

’
’

1

〃

沈 砂 池

揚 泥 機

ろ 格 機

〃

〃

4

11

雨 水 用2

｜

’ 汚 水 用1

|東興造機
|雨水用|，

東興造機
五十嵐鉄工所

荏原製作所

｜

’|；
箭湾脱水
搬出 装置

汚水ポンプ

圧 縮 式

”
Ｓ
ｍ
ｒ
”
Ｓ
加
Ｆ
”
Ｓ
沈
呼

Ｏ
ノ
ノ
９
０
０
，
ｊ
０
０
０
Ｊ
ノ
７
０

妬
流
、
謁
流
１
６
帥
茄
風
帥

巨
』
ワ
ー
７
戸
冠
』

２
１
，

０
５０

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

電動機直結横
軸型両吸込式
渦巻ポンプ ’

１
２

〃

デイーゼルエ 口 径
ンジン直結横 揚水量
軸型両吸込式揚程
渦巻ポンプ 馬力

〃

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

少

電動機直結竪
軸型可動羽根
式軸流ポンプ

雨水ポンプ｡ ’ |

|

’

1 ｌ’

’
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種 別

雨水ポンプ

’ 数量｜製作所名
2 荏原製作所

|備形 状 其 他

電動機直結竪口径 1,600"
軸型斜流ポン 揚水量 5.5"/S
プ 揚 程 7加

馬 力 7001P

デイーゼルエ 口 径 1,000”
ンジン直結横 揚水量 2．3㎡/S
軸型両吸込式 揚 程 7加
渦巻ポンプ 馬 力 3401P

電動機直結横 口 径 150”
軸型片吸込式揚水量0.024㎡/S
渦巻ポンプ 揚 程 26．5加

馬 力 271P

荷 物 用 能 力 2tO11

油圧開閉式 容 量 3㎡

考

ク
1 〃

口
送泥ポンプ 2 参

ホ イ ス ト

高架ホッパー

１
１ 日立製作所

三 興 工 業

一一

（23）小松川ポンプ所

所在地 江戸川区平井1丁目2，185番地

創 設 昭和37年4月

敷地面積 4,662㎡（1,410坪）

設置目的 墨田区吾蠕町の一部及び江戸川区平井，逆井，小松川等の汚水，雨水を吸揚し，雨水は中

川へ放流する。将来汚水は小松川幹線，砂幹線により大島ポンプ所へ送水する。

計画排水面積 汚水274.33ヘクタール

雨水274.33ヘクタール

計画人口 37,000人

計画排水量 晴天時0.273"f/S(23,600"f/D)

雨水量21.826"f/S(1,309.56"f/min)

’
’
１

種
考数量｜製作所名｜備

別 形 状 其 他

|”‘”械

ポンプ室 鉄筋コンクリート建

油圧開閉式 高
巾

多 高
巾

長 12．0m
巾 1．8m
有効水深 0．7加
有効容量15.1"

長 20．0加
巾 4．5沈
有効水深 2．7加
有効容量 240減

走行ジプクレーン式

機械掻上式 高
巾
目巾

延2,295.26㎡

1．0m

1.0"Z

3，25加

1．6沈

入口阻水扉 1 桜 田 機

多

砂

4 雨 水 用少

沈 池 1 汚 水 用

〃
4 雨 水 用

揚
ろ

泥
格

－
１機
機

１
１

加
加
”

８
５
５

。
。
２

５
１ 汚 水 用

一
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｢薮~量|製作所_雀」傭 考

|‘｜桜．機械｜雨水”
形 状 其 他

機械掻上式 高 5．5m
巾 1.75加×2
目巾 25”

電動巻上式7.51P

油圧開閉式 容量6㎡×2

スイングハンマー式処理能力3㎡/h

〃 0.04㎡/加

〃 3㎡/h

電動機直結竪口径 350〃
軸型渦巻ポン揚水量 0.25㎡/S
プ 揚程 15加

馬力 801P

デイーゼルエ口径 1,400"
ンジン歯車掛揚水量 4.33㎡/S
竪軸斜流ポン揚程 8"Z
プ 馬力 7001P

別種

ろ 格 機

ス キ ツ プ
ホ イ ス ト

高架ホッパー

箭濱破砕機

〃 脱水機

砂 洗 機

汚水ポンプ

１
１
１
１
１
１

〃

〃

三菱化工機

〃

〃

日立製作所

〃

雨水ポンプ

｜ ’

（24）隅田ポンプ所

所在地 墨田区隅田町1丁目1,479番地

創 設 昭和38年4月

敷地面積 6,180.7㎡（1,869.66坪）

設置目的墨田区隅田町大部，寺島町の一部よりの汚水，雨水を吸揚し，雨水は荒川に放流し，汚水
は砂幹線により吾蠕ポンプ所へ送る。

計画排水面積汚水192.00ヘクタール

雨水192.00ヘクタール

計画人口 53,000人

計画排水量 晴天時0,331"/S(28,598"f/D)

雨水量16.120wf/S(967.20㎡/min)

|数量｜製作所名｜備 考種 別’ 形 状 其 他 ｜数量｜製作一

延1,694㎡

3．60m

2.25"Z

1．00加

1．35加

ポンプ室 鉄筋コンクリート建

入口阻水扉 油圧開閉式高
巾

高

｜； ｛‘
勿

沈 砂 池

｜難豐撫
｜〃 長 16加

｜腎効水深0鰍
｜有効容量】3漆

雨 水 用

汚 水 用

雨 水 用

田原製作所
日 立 金 属

4

1 〃

‘’
’

｜

’

’
1 汚 水 用

’
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種 別’ |数量製作所名｜備形 状 其 他 考

日立製作所

日 立 金 属

〃

電 業 社

〃

場
ろ

泥
格

機
機

沈
沈
”
沈
加
”

０
５
５
８
５
５

０
２
４
ｏ
ｏ
１

式
５
２
５
１

ン
巾
十

一
高
巾
目
高
巾
日

レク
式

ブ
上
ジ
掻
〃

行
械
走
機

１
４

雨 水 用

巾

吉
向
市
川
ロ
ロ

1 汚 水 用〃

雨水ポンプ ディーゼルエ

ンジン歯車掛
竪軸型斜流ポ
ンプ

電動機直結竪
軸型片吸込式
渦巻ポンプ

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

”
Ｓ
ｍ
彫
”
Ｓ
加
呼

０
ノ
８
０
０
ノ
５
０

釦
㎡
弱
妬
流
２
８

７
３
２
１

１
３
３

３
０

1

汚水ポンプ 口 径
揚水量
揚 程
馬 力

1

第3節 処 理 場

（1）芝浦処理場

所 在 地

創 設

敷地面積

設置目的

港区芝高浜町2番地

昭和6年3月

171,976.3㎡（51,811坪）

本都区部のうち，港区の全部及び千代田，中央，新宿，渋谷の各区の大部ならびに文京，

品川，目黒，世田谷，豊島の各区の一部等の地域から流集する下水を処理し，東京湾に放

流する，なお発生する汚泥は汚泥処理工場で処理し，将来は一部を森ケ崎処理場に送って

処理する。

計画処理面積

計画処理人口

計画処理水量

現有処理能力

6,328ヘクタール

1,030,000人

晴天時1,020,000刀f/D

〃 766,000"f/D

処理能力最近5年間の推移

33 34 35 36

"f/D

539.800 〃 参 633,000

｜皿
諏
一
価
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㎡
㎡
㎡
㎡

５
５
４
０

３
４
１
４

．
３
。
。

５
．
４
９

９
２
７
３

２
９
８
０

２
３

２

延
延
延
延

木造建

鉄筋コンクリート建

鉄筋コンクリート建

鉄筋コンクリート建

事 務 所

ポ ン プ 室

送 風 機 室

汚泥処理工場上家

完成部分

"
芝浦処理場平面図 38．3．31現在

睡霊錘】

過鞭鎖

“鶏

薊

鵜
芝砺嬬

開蕊懲撚 蝋

程毎塞
嘩

ダ
ニ

辞.一 '八
雑.鰹塞

鱗イ
い

舐呂■。

:､ﾕ日::::::蒔薊
．L』.｡』■.』qロ守口■守

口ロレロq､ロロ▲■~b』■■

'4■､▽』-,- ＝

り

鮒

鋪
恥
帥
騨
劇

ロ

＃
蝿
＃
“
剥
燕
卿
割
剥
聯
騨
制
》

祇埋

漁

蝿
峨
§

浜

＃
路

桧

一一一

1
司

i’

泥
処
理
工
場

鰹

U

『
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種 別

伏越阻水扉

入口阻水扉

沈 砂 池

別’ 形 状 其 他

巾

慨協馬蹄形高

電動開閉機 巾 1．8沈
高 1．5液

長 15加
巾 3液
有効水深1.72加
有効容量77.4"f

バケットエレベーター式

機械掻上式高 2.82加
巾1,25"Z×2
目 25”

長 30.00沈
巾 2.40"Z
有効水深 1.85m
有効容量 105泥

リンクベルト式

固 定 式

機械掻上式高 4.0加
巾 24沈×2
目巾 25”

巾
：鰯矩形高

巾
I慨矩形高

巾
蝿協矩形高

長 19.08"Z
巾 6.06加
有効水深 1.79加
有効容量 200流

移 動 式

テルハー型 1ton

機械掻上式 高 3.8沈
巾2.242加×2
目巾 26”

電動機直結横 口径 410”
軸型両吸込式揚水量0.28刀f/S
渦巻ポンプ 揚程 5沈

馬 力 301P
〃 口 径 610”

揚水量0.73刀f/S
場 程 5万z
馬 力 701P

〃 口 径 810”
揚水量1.40㎡/S
場 程 5．0m
馬 力 1301P

〃 口 径 610”
揚水量0.555㎡/S
場 程 7加
馬 力 701P

電動機直結横口 径 700”
軸型両吸込式揚水量1.00㎡/S
渦巻ポンプ 揚 程 7沈

馬 力 1301P

｜数量｜製作所 名｜備 考
店

所 超高殿用

〃

|，
石井鉄工所 ク

ク ク

高 段 用

掻
ろ

泥
格

機
機

２
２

’

沈 砂 池 ２

掻
揚
ろ

泥
泥
格

機
機
機

２
２
２

大 塚 工 場 〃

〃 参

江戸川機械 〃

関機械製作所 〃

江戸川機械 〃

日立製作所 中低段用

〃

｜

’

入口阻水扉

〃

１
２
２

ク

’
2沈砂池’

揚 泥機’ ２
１
２

多 多

日本エレベーター 〃

日立製作所 〃

｜高殿用〃

汚泥搬出機

ろ 格 機

汚水ポンプ

〃

|‘’

１
１

多 〃

｜

’

〃
参

に
中低段用2

参
参

｜

’汚水ポンプ 2

1

〃 〃

｜

’
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|数量｜製作所名｜備 考

’一

他其形 状種 別

用
用
用
一

一
池
池

段
澱
澱
沈
沈

ケ

｜
低
１
２

中
第
第

一

も
口
１
１

万
潅
所
所
部
設
所
械
所
所
所
エ
コ
所
業

所
所
所

作
作
作
ツ
ス
作
機
鐸
桝
畔
酸
仁
平
畔
産

作
械

製
率
建
作

カ
ー
製
製

製
製
製

ラ
村

諏
袖
井
原
保
（
原

田
藤
機
立

東
ン
日
関
三
三
荏
桜
安
関
日
久
エ
荏
磯
水
一

立
島
立
パ
リ
立洋
ド

日
酉
日

２ＪＩｌｉ叫泌一
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
Ｉ
ｑ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
Ｊ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｑ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
１
１
１
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐
‘
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
３

４
４
６

８
８
０
１

２１

４１

６
３

１

３
２
２

ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
‐
‐
‐
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
‐
‐

‐
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
‐
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

１
卜
、
’
’
１
１
１
．
１
ｌ
ｉ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
‐
’
’
１
１
１
４
１
１
‐
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
４
ｌ
Ｉ
，
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐
１
１
１
卜
ｌ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

汚水ポンプ° 電動機直結横口径 、810m
軸型両吸入式場水量1.11㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 7加

馬力 130

ヶ 口 径 920”
揚水量 2"/S
場 程 7沈
馬力 2401P

長 45.72加
巾 45.72加
有効水深 3.66加
有効容量 7,650減

ドル式45.72加 隔丸方形辺

電動機直観黄口径 200”
軸型ブレード揚水量0.083㎡/S
レスポンプ 揚程 29加

馬 力 801P

〃

’
第1沈澱池

掻 集 機

汚泥ポンプ。

吻
褐
鍛
栖
班
物
心
伽
呼
吻
侭
硴
轆
恥
搾
吻
班
弛
ｈ

路回
妬
減
３
４
帥
城
６
卵
琉
ｚ
７
３
６
ノ

４
１
５
５
５
鯛
５
如

再
Ｊ
，
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曝 気 槽

｜(シンフ･レツクス式）

曝 気 機

曝 気 槽
（散気式）

送 風 機

第2沈澱池

採 泥 機

汚泥ポンプ

〃

高速曝気沈澱槽

高速曝気槽用
汚泥ポンプ

汚 泥 槽

〃

減 菌 機

〃



91

種 別’ 形 状 其 他
濃縮糟｜内径 ”00”

｜鵜鯛蔵‘劇：濃縮槽ポンプ

｜渦巻ﾎﾝﾌﾟ驚腎 無
貯留槽｜内径 ］5"

｜競繕織灘““貯留槽ポンプ

’ 軸型片吸込式 揚水量 0.06"/S
渦巻ポンプ 揚 程 14加

馬 力 281P

洗 膝 槽 内径 20加
有効深さ 3万z
有効容量 940流

洗糠槽ポンプ 電動機直結横口径 130”
軸型片吸込式揚水量 0.03㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 6加

馬 力 211P

消 化 槽 内径 25沈
有効深さ 9万z
有効容量 4,500減

汚泥循環ポンプ。 電動機直結横口径 160”
軸型ブレード揚水量0.042㎡/S
レスポンプ 揚 程 12加

馬 力 201P

ボイラ一 三胴水管式圧力 25"ZAq
出 力1,583,000kcal/h
伝熱面積140減

温水循環ポンプ° 電動機直結横口径 160”
軸型渦巻ポン揚水量0.052刀f/S
プ 揚 程 14．5加

馬 力 151P

熱交換器 二重管式出力920,000
kcal/h

圧 力1.5A'/"

薬品熔解槽 辺 2．5×2.5加
有効深さ 3沈
有効容量 20wf

汚泥混和槽 辺 2．0×2.0加
有効深さ 2沈
有効容量 8刀f

消石灰ホッパー 容量 4㎡

真空ろ過機 連続回転式円筒型
ろ過面積 32㎡
馬 力 3IP

手動開口式 容量ケーキホツパー 5㎡

真空ポンプ 電動慨ペルト容量 1.09㎡/S
掛横型水冷プ真空度 600"Hg
レート弁式 馬力 1001P

空気圧縮機 電動機ベルト容量 0.27"/S
掛竪型1段式圧力 2kg/cf

馬力 1001P

ガスブロヮー 電動機直結片 口径 160”
吸込式2段夕容量 24"f/"z
一ポブロアー 圧力 550"Aq

馬 力 7.51P

数量｜製作所名｜
，｜

｜…”2

1

1
1

1…俸所
2

1

21
1

，｜荏原製作所

8

8 荏原製作所

ヨ｜安藤鉄工所
3 荏原製作所

8 安藤鉄工所

2

2

1 大 成 鉄 エ

12 エバラインフィルコ

備 考

汚泥処理工場用

’ 〃

汚泥処理工場用

口
〃

〃
〃

〃

ク
ク

参
参
〃
〃
〃
〃
〃
″
〃

エ
エ

鉄
重

成
国

大
三

４
６
３
２

〃
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|数量 製作所名｜備 考’ 他其形 状種 別

|大都工業｜汚泥処理工場用
’ ｜
’ ｜

’ ｜

|石井鉄工｜〃
I 〃 ’ 多

’ l
l l

…ﾝﾌﾚｯｻｰ｜溌撫鶏需”錨陽
複動’段式 馬力 1001P

脱 疏 器 乾式 容量30,000㎡/D

ガスタンク 球形 直径 13.15加
容量 1,300㎡
圧力 5kg/"

２
１
１

（2）三河島処理場

荒川区荒川8丁目25番地

大正12年3月

184,571.64㎡（55,932.25坪）

本都区部のうち，台東，荒川両区の全部及び文京，豊島両区の大部ならびに千代田，新

宿，北各区の一部等の地域から流集する下水を処理して荒川へ放流する。なお発生する汚

泥は全部を砂町処理場へ送って処理する。

所 在 地

創 設

敷地面積

設置目的

3,936ヘクタール

1,120,000人

晴天時520,000㎡/D

〃 223,000"f/D

計画処理面積

計画処理人口

計画処理水量

現有処理能力

処理能力最近5年間の推移

36 37

267,4001 223,000

Ｆ
Ｄ
ケ

３４
歩

３

I
33

｜

’

"/d
165,000
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種 別’ |数量｜製作所名｜備形 状 其 他 考

’
第2沈澱池 長 33.00加

巾 18,00"Z
有効水深 3．7加
有効容量 2,190㎡

走行構桁型サイホン式

電動機直結横 口 径 300”
軸型片吸込式 揚水量 0.2"/S
渦巻ポンプ。 揚 程 4．5沈

馬 力 201P

長 66.67加
巾 30.30"Z
ろ材深さ 1.49～1.60腕
ろ床面積 2,020"f

ハートレー式

内径 36.0"Z
有効深さ 3．2加
有効容量 3,260"

星型中心運転式2本アーム

電動機直結横口径 150”
軸型片吸込式揚水量 0.04㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 15加

馬 力 201P

D.V.G真空式 6"/h

径 21.82沈
有効深さ 4.09加
有効容量 1,000㎡

内径 15m
有効深さ 4．5加
有効容量 1,000"f

直径 10加
高 4.0沈
容量 310減

電動機直結横 口 径 800"
軸固定羽根式揚水量 1.38"/S
軸流ポンプ 揚 程 3沈

馬 力 1001P

電動機直結横 口 径 500”
軸型斜流ポン揚水量 1.07"f/S
フ。 揚 程 4加

馬 力 801P

電動機直結横 口径 500”
軸固定径根式揚水量 0.5㎡/S
軸流ポンプ 揚程 3沈

馬 力 401P

電動機直結横 口径 150”
軸型片吸込式軸水量0.024㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 26.5沈

馬力 271P

長 40加
巾 16沈
有効水深 3加
有効容量 1,920㎡

リンクベルト式
主コレクター 長83．6加
クロスコレクター 長32．5加

電動機直結竪 口 径 150”
型ブレードレ 揚水量0.033"/S
－スポンプ 揚 程 7加

馬 力 101P

8

採 泥 機

汚泥ポンプ

８
４ 油谷工作所

荏原製作所 第2沈澱池用

ろ 床 12

散 水 機

最終沈澱池

４
２

２

散水ろ床用

掻 集 機

汚泥ポンプ

桜 田 機 械

荏原製作所

２
２

最終沈澱池用

減
汚

菌
泥

機
槽 水 道 機 工

３
２

消 化 槽 1

’’
ガスタンク 1

吐口ポンプ。 荏原製作所1

１
１

〃
少

I
ケ

〃

送泥ポンプ｡ 2 多

第1沈澱池 2 尾久幹線用

掻 集 機

２

日 立 金 属 〃

汚泥ポンプ 電 業 社2 参

一
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数量｜製作所名｜備 考’ 量形 状 其 他種 別

’尾久幹線用’’長 75"z×4回路
巾 7.35加
有効水深 4.20沈
有効容量 9,260㎡

電動機直結横口径 450”
軸型ターボプ風量 4.17㎡/S
ロアー 段 5段

圧力 5.2"zAq
馬 力 4401P

長 40加
巾 24加
有効水深 3．5m
有効容量 3,360"f

リンクベルト式

主コレクター 長 78"Z
クロスコレクター 長 27加

電動機直結竪口径 300”
軸型片吸込式揚水量 0.2㎡/S
渦巻ポンプ 揚量 8加

馬 力 401P

槽
式）

曝 気
（散 気

日立製作所

＄’
〃

送 風 機
｜

’

|、
〃

’
第2沈澱池

金 属
機 械

日 立

住 友

3
掻 泥 機 ク

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
町 I

電 業 社3 〃

汚泥ポンプ

（3）砂町処理場

江東区南砂町9丁目2,473番地

昭和5年2月

247,500刀f(75,000坪）

本都区部のうち，墨田，江東両区の全部及び中央，足立，江戸川各区の一部等の地域から

流集する下水を処理して東京湾に放流する。なお発生する汚泥は三河島処理場より送られ

て来る汚泥と併せて処理する。

所 在 地

創 設

敷地面積

設置目的

3,977ヘクタール

840,000人

晴天時630,000㎡/D

300,000"f/D〃

計画処理面積

計画処理人口

計画処理水量

現有処理能力

処理能力最近5年間の推移

34 35 37

－－’

300,0001

36

㎡
㎡
㎡
㎡

２
２
６
６

５
４
０
３

。
。
。
３

３
０
７

１
５
６

０
７
１

２
３

延
延
延
延

鉄筋コンクリート建

鉄筋コンクリート建

鉄筋コンクリート建

鉄筋コンクリート建

事 務 所

ポ ン プ 室

送 風 機 室

汚泥処理工場上家

㎡/．
178,800 〃 〃 225,000
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|備|数量｜製作所名
2 電業社原動機

2 三機工業

種 別

人口阻水扉

ろ 格 機

考形 状 其 他

側協馬蹄形巾

高

機械掻上式 高 3．1加
巾 2.42沈
目巾 40”

デイーゼルエ 口 径 410”
ンジン直結横 揚水量 0.27㎡/S
軸型両吸込式 揚 程 13加
渦巻ポンプ 馬 力 701P

ケ ロ 径 800"
揚水量 1.40"/S
場 程 13加
馬 力 3351P

直径 36．0沈
有効水深 3．7加
有効容量 3,766㎡

十字型中心運転式

｜

’

11酉島製作所汚水ポンプ

｜

’
〃４

４
ク

第1沈澱池

江戸川機械
守 住 士 木

荏原製作所

４
３

掻 集 機

汚泥ポンプ 第1沈澱池用電動機直結横 口 径 ’60”
軸型片吸込式 揚水量0.035刀f/S
渦巻ポンプ 揚 程 5.0"Z

馬 力 6.71P

電動機直結横 口 径 200”
軸型片吸込式 揚水量0.041㎡/S
ブレードレス 揚 程 5液
ポンプ 馬 力 14.81P

長 80加×4
巾 6.30液
有効水深 4.80刀Z
有効容量 9,677㎡

電動機直結横 口 径 400”
軸型片吸込式 容 量 4.17㎡/S
ターポブロア 段 5段

圧 力 5.3"zAq
馬 力 4401P

ク ロ 径 450”
容 量 5.00㎡/S
段 5段
馬 力 5331P

長 45沈
巾 25m
有効水深 3.80刀Z
有効容量 4,275㎡

リンクベルト式

主コレクター 長 83加
クロスコレクター 長 25沈

電動機直結横 口 径 350”
軸型両吸込式 揚水量 0.25㎡/S
渦巻ポンプ 揚 程 45加

馬 力 251P

〃 口 径 350”
揚水量0.375刀f/S
場 程 4．5加
馬 力 341P

電動機直結横 口 径 250〃
軸型片吸込式 揚水量0.125㎡/S
ブレードレス 揚 程 4．5加
ポンプ 馬 力 201P

3 〃〃
〃

6槽
式）

曝 気
（散 気

31石川島重工業送 風 機

‘｜荏原製作所〃

6第2沈澱池

第2沈澱池用6 日 立 金 属掻 泥 機

3|日立製作所 〃

汚泥ポンプ

2 参〃

少

’

|Ⅲ
〃

’
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|数量｜製作所名’備種 別

減 菌 機

多

濃 縮 槽

形 状 其 他 考

１
４
２
３

磯村式真空スーパー滅菌機
20"/h

〃 〃

5.6"/h

内 径 25加
有効水深 45加
有効容量 2,200減

電動機直結横 口 径 160”
軸型片吸込式揚水量0.042"f/S
プレート・レス 場 程 20加
ポンプ 馬力 301P

内 径 25加
有効水深 9．5加
有効容量 3,300減

電動機直結横 口 径 130”
軸型片吸込式揚水量0.028㎡/S
ブレードレス 揚 程 14加
ポンプ 馬力 151P

内径 18加
有効水深 3．7加
有効容量 910減

電動機直結横 口径 160”
軸型片径込式揚水量0.042"/S
プレードレス 揚 程 16加
ポンプ 馬力 251P

内径 25沈
有効水深 3.5"Z
有効容量 1,720減

電動機直結横 口 径 160"
軸型片吸込式揚水量0.042"/S
ブレードレス 揚 程 7．5加
ポンプ 馬力 10IP

三胴水管式
圧 力 2．5”/硫
出 力 5.5t/h
伝熱面積 170"f

電動機直結横 口 径 150”
軸型片吸込式揚水量0.05"/S
渦巻ポンプ。 揚 程 14"Z

馬 力 151P

二重管式 出力400,000kca]/h
圧 力 1．5”/城

有効容量 22刀f

〃 16減

連続回転式多ろ過面積 32㎡
室型 馬力 51P

電動機ベルト容量 1.08㎡/S
掛横型往復式真空度 600"Hg

馬力 1001P

電動機ベルト容量 0.3㎡/S
掛横型水冷式圧力 3"/cf

馬 力 1001P

電動機直結タ 口 径 160”
一ボブロワー 容 量 0.4㎡/S

圧 力 600"Aq
馬 力 7.4H)

電動機ベルト容量 0.2㎡/S
掛横型水冷式圧力 5kg/cf

馬 力 801P

乾 式 60刀'

磯 村 産 業

！
〃

汚泥処理工場用

濃縮槽ポンプ 電 業 社 〃

消 化 槽 8 〃

汚泥循環ポンプ 安 藤 鉄 工8 〃

’
貯 留 槽 1 ク

貯留槽ポンプ。 電 業 社3 〃

I洗 漉 槽

２
３

〃

洗牒槽ポンプ。
参

ボ イ ラ ー 安 藤 鉄 工1 〃

温水循環ポンプ 日立製作所

１

〃

熱 交 換 器 安 藤 鉄 工8 参

薬品熔解槽

汚泥混和槽

真空ろ過機

２
１
２
１

〃

三菱化工機

宇野沢鉄工所真空ポンプ 〃
6

空気圧縮機 3 〃 〃

ガスブロヮー
荏原製作所2 〃

ガス圧縮機 2 大 都 工 業 〃

‘’脱 硫 器 石川島重工業 〃
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’|数 備 考

汚泥処理工場用

製 作 所 名

石川島重工業

量

1

加
㎡
〃

５
０
‐
／

也
１
万
蛇

，
１
ｌ
Ｌ
５

其
一
径
量
力

種 別 形 状

’ ’｜““
ガスタンク

直
容
圧

’

（4）小台処理場

所在地 足立区宮城町24番地

創 設 昭和37年4月

敷地面積 84,610㎡（25,640坪）

設置目的 本都区部のうち，北，板橋両区の大部及び新宿，豊島，練馬，足立の各区の一部等の地域
から流集する下水を処理して荒川へ放流する。なお，発生する汚泥は，落合処理場より送
られて来る汚泥と併せて処理する。

計画処理面積 4,552ヘクタール

計画処理人口 970,000人

計画処理水量 （晴天時)420,000"f/D

現有処理能力 （晴天時）100,000㎡/D

処理能力最近5年間の推移

37

100,000

3§’3‘
wf/d

100,000’
3433

鉄筋コンクリート建延6,103.㎡
鉄筋コンクリート建延3,580.80wf

本 館

ポンプ室

汚泥処理工場 鉄筋コンクリート建延5,917㎡

種 別’ 形 状 其 考他 ｜数量｜製作所名｜備
桜田機械’

’入口阻水扉 油圧開閉式矩形型高 2.0m
巾 1．8加

沈 砂 池 辺 高20.0加×巾4.0加
有効深さ 2．9沈
有効容量 232刀f

場 泥 機 固定式

洗 砂 機 処理能力 3㎡/h

高架ホッパー 油圧開閉式 容量 3.5㎡
ろ 格 機 機械掻上式高 2.9m

巾 1．5×2
目巾 25”

飾澄破砕機 スイングハンマー式処理能力3㎡/h
〃 脱水機 〃 3㎡/h

溌*

３
３

桜 田 機 械

五十嵐鉄工

桜 田 機 械

〃

３
１
２
３

五十嵐鉄工

住 友機械

荏原製作所

１
１
２

1

2

’
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形 状 其 他 ｜数量｜製作所名 |備 考’
種 別

｜

’

２
３

第一沈澱池用

〃

’
日 立 金 属

電 業 社

リングベ主コレクター 長さ9677Z
ルト式 クロスコレクター〃24万Z

電動機直結横口径 ’60”
軸吸込式プレ揚水量0.033㎡/S
一ドレスポン 揚 程 6沈
プ 馬 力 10IP

長 70.0"Z
巾 6．3m
有効水深 4．2沢
有効容量 7,410㎡

電動機直結横口径 500”
軸型ターボー風量 5㎡/S
ブロァー 段 4

圧 力 5.3mAq
馬 力 5331P

長 50．0m
巾 20．0加
有効水深 4．0液
有効容量 3,900"

リンクベ 主コレクター長さ97.5沈
ルト式クロス〃 〃23.5"Z

電動機直結口径 350”
竪型斜流ポン揚水量0.217㎡/S
プ 揚 程 4加

馬 力 20IP

DV型真空滅菌機 30ﾙﾂ/h

辺 巾10液×長40"Z
有効深さ 4液
有効容量 1,660減

電動機直結横口径 ’60m
軸型片吸込式揚水量0.035㎡/S
渦巻ポンプ° 揚程 ’8加

馬 力 251P

内径 23．0加
有効深さ 12．0液
有効容量 5,000"

電動機直結横口径 ’50”
軸型片吸込式揚水量0.047㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 ’277z

馬 力 201P

内径 17.0wz
有効深さ 3．0m
有効容量 680減

電動機直結横口径 ’60”
軸型片吸込式揚水量0.042㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 ’8刀z

馬 力 251P

内径 ’9.0加
有効深さ 3.0"Z
有効容量 850㎡

電動機直結横口径 ’30”
軸型片吸込式揚水量 0．02㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 577z

馬 力 7.51P

三胴水管式圧力 25"zAq
出 力3,000,000kcal/h

伝熱面積 170㎡

電動機直結横 口径 180”
軸型片吸込式揚水量 0.06㎡/S
渦巻ポンプ 揚 程 14加

馬 力 201P

掻 集 機

汚泥ポンプ

’
2

曝 気 槽

荏原製作所3
送 風 機

２
２
２

第二沈澱池

日 立 金 属

電 業 社

掻 泥 機

汚泥ポンプ°
第二沈澱池用

〃

汚泥処理工場用

水 道 機 工

１
２

機
槽

滅
濃

菌
縮

電 業 社2 〃

濃縮槽ポンプ

4 参

消 化 槽

電 業 社4 〃

汚泥循環ポンプ．

’｜
電 業 社

1 〃

貯 留 槽

２
２

〃

貯留槽ポンプ｜

洗 膝 槽

洗糠槽ポンプ

ボ イ ラ 一

温水循環ポンプ

｜

’ 〃

2 〃

安 藤 鉄 工 〃1

電 業 社 〃1

｜
’
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種 別｜－ 状 其 他 数量｜製作 備 考’形 所 名

｜熱 交 換 器 ‘｜安藤鉄工｜汚泥処理工場用二重管式

他
傾

訓
勿

心
地
呼
心
城
班
吻
心
“
呼
伽
峨
班

Ｃ
《
、

副
Ｋ
・

０
１

㎡
Ｐ
流
雅
恥
、
流
勿
皿
蛸
流
”
１
㎡
〃
７

００

２
卯
９
２

５
３

２
２
５
０
６

３
０
４
７
１
５

０８
１

０
１

６

積

力
力
流
流
流
面
力
量
量
度
力
量
力
力
径
量
力
力
量
力
力

７
０
５
過
空

１
２

出
圧
ろ
馬
容
容
真
馬
容
圧
馬
口
容
圧
馬
容
匪
馬

｜

’

薬品熔解槽

汚泥混和槽

消石灰ホッパー

真空ろ過機

有効容量

争

容 量

連続回転式円
筒型

油圧開口式

電動機ベルト
掛横型一段プ
レート弁式

電動機ベルト
掛横型水冷式

２
１
１
６

機 工 業三

多
多
参
〃

機 工 業

〃

三

ケーキホツパー

真空ポンプ．

２
３

〃

国 重 工

ク
ク

三

空気圧 縮機 容 量
圧 力
馬 力

口 径
容 量
圧 力
馬 力

容 量
圧 力
馬 力

１

〃 〃

’
ガスブロヮー

タ
ー
結
ワ

直
口
機
ブ

動
ボ

電
一 2 荏原製作所 ク

ガス圧 縮機 電動機ベルト 2 大 都 工 業 ク

掛横型水冷単
気筒複動1段式

乾
球脱 硫

ガスタ

器

ン ク

式
形 30,000"f/D

直 径 15.6加
容 量 2,000㎡
圧 力 5”/城

１
１

石 井 鉄 工

参

ク
ク

’

第4節 尿尿消化槽 （清掃局委託）

所在地 江東区南砂町9丁目2,473番地砂町処理場内

建設開始 昭和24年9月1日

建設完了 昭和35年3月31日

犀尿消化処理量計画2,700"f/D(ほかに種汚泥として下水汚泥20%を混入）
｜

’ ’
種 別 形 状 其

”
Ｓ
加
匹
”
Ｓ
加
Ｐ

Ｏ
，
ノ
０
０
０
ノ
″
０
０

他
加
茄
８
３
加
茄
２
４

９
９
１

０
０

０
０

数 量

1

|製作所名｜備 考

|陸原製作所’
尿尿ポンプ｡ 電動機直結横

軸型片吸込式
特殊渦巻ポン
プ･

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

｜
’

｜

’
口 径
揚水量
揚 程
馬 力

〃 参 3

’
〃

’
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－墓製作所名’｜数量’其 他 備’

形 状種 別

業
所
業
所

工

一
エ
ク
鉄
工
誹

嵐
一
機
機
原

十
一一
１
準
３
唇
１
に
錘

一一
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

’

尿尿沈砂槽

加
加
加
減
吻
吻
秘
吻
吻
恥

９
３
９
０
・
・
３
・
・
１

．
．
７
０
２
２
２
２

９
１
．
２

１
１

巾
巾

巾
高
目
巾
高
目

長
巾
有効水深
有効容量

ドル型機械
捲上式

ろ 格 機

｜

’

ろ 格 機 参

’

ロール式圧縮

内径
有効深さ
有効容量

翼 車 式

シサ脱水装置

調 整 槽

加
沈
流

〈
Ⅲ
Ｕ
Ｆ
Ｄ
ｎ
Ｕ

ｏ
ワ
ｊ
ｎ
Ｕ

ｎ
乙
。
Ｒ
〕

口
垈
４
缶
７
１

｜
攪 梓 機

調整槽ポンプ

”
Ｓ
加
配
”
Ｓ
沈
呼
”
Ｓ
加
呼

０
ノ
ー
０
５
０
ノ
５
５
０
ノ
０
０

訓
茄
８
２
加
流
孔
２
別
㎡
Ｌ
６

９
９
９
２

０
０
０

０
０
０

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

電動機直結横
軸型片吸込式
特殊過巻ポン
プ。

電動機直結横
軸型片吸込式

1

3

〃
口 径

揚水量
揚 程
馬 力

〃

特殊渦巻ポン
プ

’
〃

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

消化槽ポンプ 〃

20

加
加
減

ｎ
Ｕ
ｎ
〉
ｎ
Ｕ

ｏ
。
貝
Ｊ

貝
Ｊ
〈
ｎ
〉
○
凸

の
ダ
ム
‘句へ〉

内径
有効深さ
有効容量

電動機直結横
軸型渦巻ポン
プ

消 化 槽

，三菱化工機

|酒井製作所
2

”
Ｓ
加
呼
”
Ｓ
祝
Ｐ

Ｏ
，
ｊ
５
３
０
，
ノ
５
５

８
㎡
過
流
１
Ｌ

ｎ
５

一
○

０
２

０
０

０
０

口 径

揚水量
揚 程
馬 力

汚泥ポンプ。

’
三菱化工機
酒井製作所｜】汚泥ポンプ｡’ 径電動機直結横

軸型過巻ポン
プ

ロ イ主

揚水量
揚 程
馬 力

真空脱水機

真空ポンプ
号誹患墜所’廻 転 式 ４

４760”×300”

1.13"/S
500"/Hg

1001P

口 径
揚水量
真空度
馬 力

電動機ベルト
掛横軸型真空 ｳﾉｻﾜ組鉄工所’｜ ポンプ

再乾 燥床

乾 燥 床

乾燥汚泥
掻取装置

ガスタ．ンク

乾式脱硫機

浦賀ドック’構桁自走式軌間 ’0加
走行速度4.08"Z/min

内径{瀧％容量{淵擦
乾式 5,000㎡/D

|眉!f島謹圭’
|石井塗工’
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種 形 状 其 他 |数量 考｜”製 作 所 名’別 ’

’

！
ト

ガス洗糠塔

〃

洗漉ポンプ ”
Ｓ
加
呼
”
Ｓ
液
Ｐ

０
ノ
２
０
０
／
６
０

配
流
１
３
妬
流
１
３

１
５

０
１ ２０

，
Ｄ

祠
御
径
量
程
力
径
量
程
力

０
０
水
水

叩
釦
口
揚
揚
馬
口
揚
揚
馬

５
１

２
横
式
結
込
プ

直
吸
ン

〃
機
片
ポ
〃

式
動
型
巻

湿
電
軸
渦

２
１
１

〃

岡 谷 鋼 機

荏原製作所

〃
1 日立製作所

掻 集 機

ボ イ ラ －
ｈｊ

ｈ
副
ク

ノ

醐
廻
〃
虹疏
卯
卯

ｊ
０
０
ｊ
０
０

彫
卯
卯
岬
ｑ
Ｑ

Ｆ
Ｄ
，
，
反
Ｊ
４
畳
ｑ
Ｊ

ロ
ハ
Ｕ
ｎ
Ｕ
。
Ｑ
〉
ｑ
Ｊ

ｏ
空
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
○
凸
，
，

ワ
０
（
ｕ
》

１
入
○
白

式罐解毒罐幹詫
Ｉ
Ｉ

式
力
式
力

転
管
出
管
出

水
水
胴
胴

廻
三
三

２
５

住 友 機 械

岡 谷 鋼 機
大阪ボイラー

第1,g第2洗
糠槽用

ボ イ ラ ー

1 安 藤 鉄 工

’－ ’ 一
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業
渠第7章 作

第1節 管

(昭和37年度）管渠掃除実績表

’部｜北 部｜東 部中管理事務所名
，
区

１
Ｊ
部
島

鋤
函
陪
却
舎
豊

認硲誰函檸部
区
田
佃
』
郷
渕
の

田
神
区
区
本
区
区
部

代
外
東
京
旧
川
立
一

千
く
台
文
く
荒
足
の

除
除
一
渋
の
本
台
Ｊ
区
Ｊ

を
を
の
，
区
旧
入
鄙
北
部

岬》岬郵》魂》》部酔
唾搾錘零牢分か獅睡割
代
入
入
，
区
部
区
区
島
旧

千
く
く
部
谷
大
郷
東
豊
くへ

域
区

管
所
別

、 江東区（|日深川区）

中央区の一部（月島）

墨田区

計合

種

|（旧滝野川区の一部）
０
５

７
２

④
。

８
４
０
３

０
１
６
９

１
９
５
３

１
１
Ｊ

２
２
０
９
１

３

330.20

4,238

０Ｏ
Ｇ

２
０
３
５
３

０５９
４

８
７

１
９

、
、
ｊ
ゾ
、
Ｉ
ノ
・

長
沈
数
個

く
く

修 理 延

補 修 個

掃 除 延

汚 泥
‐
二
１

246,604

5，175．47

２
’

８
｜

盟
舩
一

”
即
一

７
２
一

一
８

０１

８
４

２
９
６
４
，
，

３
７

３２

Ｊ
Ｊ

長
加
量
㎡

く
く

|

I

０２
●

４
５
８
６
６
２

７

０１

’
19,440

488.60

０８

５
８

９
３

１

１

２

０６

１
４

６
８

５
１

６

う
う

数
個
量
流

く
く

除 個

泥

掃
汚

(過去5年間）作業費実績累年比較表

1
’馥一密

人孔桝

作 業 費

(直接費のみ）

（円）

|掃除延長("）

|同個数(綱）
|管理延長("）

汚 泥 量

（㎡） ’|同個数(個）年 度

’
｜

’

｜

’
’33 i

０２
巳

３
６
９
３
２
０

３

８
０
６
４

５
３
１
４

４
１
，
９

５
２

２９
６

１
４

９
２
，
，

８
４

５
３

９

管 渠

人孔桝

９
０

１
７

５
３
１
，

９
１

８
１

４
３

１

２

122,261,367

管渠 2,580,9071 976,9791 26,836.301 280.00
34

人孔桝 328,366 29，587 1,759.45 3，683
123,707,299

－

管 渠

人孔桝

35

６
５

９
６

７
４

８
３
７
４
７
７

２
１

２０
８
３
４
９
１
１
，

５
６

１
２

８

｜

’

００４
５
５
０

６
８

７

３

２
１
３
７

３
０
１
，

１
８

８
４
６
３

２ 対
一

Ｑ
｜

ｍ
’

渠
桝
渠
桝

孔
孔

管
人
管
人

’
６

３

26,035.65

886.31

23,062.82

488.60

961,288

21，098

872792

19，440

１
１

１
１

１
－
１

379．60

3，842

330.20

4，238

｜
'

2，767，882

366,878

2,876,329

390,549

154,312,002

17,813,007

l
l

l
37 一
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第2節 ボ ブ 所ン

ポンプ作業状況
(昭和37年度）’

揚 水 量 内訳
シサ量 沈砂量 受電量

送水量｜放水量
受 電 量内 訳ポンプ所

藍〃是｜蔦機雷一
減
ヲ、

減
、
帥

４
１

"fl

３

減
２
６
６
９
４
ｐ
ｐ
５
ｐ
３
Ｊ
４
０
５
“
Ｚ
Ｄ
４
８
５
７
Ｊ
６
８
Ｍ

０
０
０
０
２
７
６
１
３
７
４
８
２
３
・
２
４
１
０
７
１
９
７
０
．

７
７
１
９
６
５
４
１
２
１
１
０
６
２
４
０
３
２
４

９
２
３
２
２
２
Ｒ
〕

nf KWH KW

1，459．03，554，994 3,305,116
3,297.3 1，818
1,949.9 822

0．3 36,871.7 2，042
70，426 9，262
142,360‘ 6，183

53．0 109,485 73，236
4，146 3，630

104,488 89，651
46．0 31，201 17，622

150．0 767,547 696,333
40．5 46，380 29，934

53，197 45，600
11，659 6，207

122 9

392 392

1,433 1,024
1，160．02，331，426 1，811，715

8．0 18，055 770
80．3 483,360 452,290
99．0 51，168
73．01，182，461 869,286

166．3 689,738 425,433
227．01，403，304 1，105，230

5無'11,187 502 98 9" 986
88，042 16，380

KWH

249,878
1，478．8
1，127．4

34，829
61,164
136,177
36，249

516

14，837
13，579
71，214
16，446
7，597
5，452

113

刑
１
１
５
５
７

寸
叶
ユ
‐
Ｉ

銭 瓶 町
箱 崎 町
中 洲 町
浜 町
汐 留
桜 橋
南 千 住
日本堤(田町）
和 泉 町
地 蔵 堀
町 屋
橋 場
汐 入
山 谷
千住曙町
小 台 橋
八 幡 堀
木 場
越 中 島
月 島
砂 町
三 之 橋
業 平 橋
吾 嬬
小 松 川

合 計

90 222,470
130，872
48，575

107，125
983,329
634,000
638,920
642,070
967,640
685,060
614，110
126，290
110，130
334,680

1,098
14，962
40,940

243，141
50,050

051,186
372,000
513,700
490,190
ﾗ87,453
〕36,799

〕46,790

90．222

ｑ
Ｐ
ｃ
〃
ｑ
Ｆ
勺
鈩
ｑ
Ｆ
ｑ
Ｆ
■

０
８
７
３
４
１
２

３
４
０
８
３
９
４

１
１
９
６
１
６

２
５
５
９
０
０
０

７
７
２
２
０
４
７

８
５
１
３
０
７
０

４
３
２
１
２

１

4，447，

勺
Ｆ
ｑ
Ｆ
勺
ロ
。
〃
■

７
４
８
４
４

６
２
１
６
１

９
４
９
９
９

７
１
ａ

３
１
１

１

０
０
０
０
０

４
３
１
１
５

６
４
７
４
０

‘
９
，
７
７
－
，
，
７
７
，
９
３
７
１
，
７

０
５
１
６
４
１
４
０
８
０
８
２
８
３
７
６
８

６
９
６
９
３
１
４
３
５
２
７
１
５
８
３
２

２
６
１
１
３
３
３
０
１
５
０
０

１

４
ｚ
４
２
Ｌ
Ｌ
Ｏ

３
５

０
０
０
０
０
８
２
０
０
０
０
０
５
０
３
９
《

３
０
８
８
８
９
６
４
０
５
０
０
５
３
５
９
－

６
４
８
０
６
０
９
９
５
０
７
０
７
０
４
７
－

1，
14，
40，

73，243，
50，

7，051，
2，372，

37,513,
17,490,
31,587,
1,036,

288.646，

９
１
５
０
８
５
５
４
２

０
１
８
７
６
７
０
７
６

４
７
２
０
１
１
３
０
６

９
Ｆ
，
Ｔ
〃
も
ロ
？
ロ
‘
勺
守
●

９
７
１
１
３
４
８
１

１
１
３
５
１
６
９
７

５
３
２
２

68,904 641

１
１
１

６
５
０

８
４
６

４
９
１

7,022

４
７

９
３

４
３宅
査
■

３
５

３
１

,221238,618, 8682,6 21772 516,2

ポンプ所計

’
、.／年

剛， 剛,剛

揚 水 量ポンプ所揚水量及電力量最近5年間推移表

農|揚水量｜作業費菖需襄流 受電量

KWH

9,959,817.2

9,801,494.2

0,549,543.7

0,727,510.84

1,187,502.9

減

258,268,809

262,752,707

274,571,669

282,709,165

288,646,790

円
72,254,634

69,665,705

73,209,092

85,167,314

10,335,913

円３
４
５
６
７

３
３
３
３
３

８
２
６
９
０

９
６
６
１
８

。
●
●
●
■

７
６
６
３
５

２
２
２
３
３

|臘獄1

剛， 卿，１
１

10,m,M

’ 9,m,剛
33 34 35 36 37年度
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第3節 処 理 場

処理作業状況

薬品 受電量内訳
シサ量沈砂量 受電量

蛎季謹所|処理用使用量’
処理水量内訳処理

ﾄー 里 竺

■一

場名
処理水量 簡 易

処理水量
高 級
処理水量

汚泥量

KWH KWH

5,789,01816,230,942

3,697,3029,475,574

779,6202,834,656

3,885,77611,773,367

14,151,71640,314,539

"| KWH
22,019,960

.813,172,876

3,614,276

15,659,143

減｜

､3160,530
.617,724
.7,

11,691

.679,945

７
２
１
１

８
７
１
７

３
５
２
１

５
３
１

（
ｂ

㎡
ユ
９
記
５
８

４
７
．
・
・

１
４
２
９
３

６
８
６
２
５
２
７

２
３

㎡
加
配
加
妬
蝿

８
５
９
４
８

９
０
０
９
０

４
６
６
３
１

７
４
９
２

２

滅
齪
汀
帥
ね
沼

５
１
２
３
２

２
３
８
１
５

４
２
１
２
０

８
２
０
５
６

４
８
７
６
６

８
８
６
４

１
３

流
醍
虹
詔
“

８
５
７
１

３
２
【
ん
４

１
７
６
５

７
４
８
，
〕

０
２
２
銭
侭
、

３
３

㎡
泌
帥
加
乾
妬

２
３
１
５
２

６
６
９
８
０

０
５
７
２
７

３
１
０
３
８

６
１
７
０
４

１
９
７
８

２
３

累
韮
鯛
詞

854,466,255

汚泥処理作業状況

｜臓水汚泥“消化汚泥量’
薬品使用量

硝石灰｜鉄塩
処理場名｜汚泥処理量

鉄塩剤

KWH坪“，

572,400i
22,270,

653,785’

1,248,455

流

12,984.0

345．0

17,867.0

31,196.0

㎡

190,911

1．290

83,537

275,738

｜
芝
小
砂
合

回

流’

749,870

44，480

967,694

1,762,044

戒

749,870,

44,480

967,694

1,762,044

1,905,479

178,110

1,861,202

3,944,791

350,704,

17,2301

462,3501

830,284

浦
台
町
計
過去5年間の比較処理場経常費

作 業 費年

33

34

35

36

37

ゞ’
100㎡
業 費

処理水量
当 り 作

㎡
６
０
１
８
３

量
、
偲
似
蛸
鼬

６
３
３
４
０

９
７
４
２
１

３
３
０
９
２

泥
１
１
２
１
２

汚

処 理 水 量

㎡

328,051,617

364,175,547

380,583,785

408,748,345

384,870,245

円円 ５
４
０
１
Ｒ
》

７
０
５
４
３

Ｄ
七
●
①
■

７
９
７
５
９

３
３
４
５
（
己

123,832,115

142,172,508

180,781,094

226,507,385

343,951,434口
処理水量及電力量の推移（全処理場）

’ 3‘35年 度
種 別 一一

処理水量（刀f)

全 高級処理水量〃

処汚泥量〃
受電量(KWH)

理 揚水電力量（〃）
場 処理用〃 〃

汚泥処理用〃〃

Ⅳ
銘
焔
蛇
帥
鉦
一

６
１
０
９
６
５

９
，
９
げ
，
９
９

１
９
６
５
３
１

５
３
９
０
８
８

０
８
３
４
２
９

Ｑ
Ｊ
，
，
，
，
９
９

３
８
７
１
９
１
６

２
８
１
１

３

37

卿
印
釦
幻
加
娼
一

５
６
０
７
７
９

５
８
３
５
６
５

７
３
７
０
４
４

１
２
３
４
０
２

４
五
９
７
，
，
７
７

３
４
６
１
５
３
１

６
４
２
１
１

３
１

4

６

384,870,245

348,392,282

2,210,823

54,466,255

15,578,410

33,131,684

4,091,879

６

５
５
８
８
５
９
１

４
０
９
２
４
６
３

３
１
１
１
０
５
６

１
１
１
７
１
１
，

８
４
４
０
６
３
２

４
５
２
２
８
５
９

７
７
９
９
０
１
０

，
，
，
，
，
？
』

８
６
１
２
５
５
１

０
５
４
１
２

４
２

妬
迦
虹
錨
泌
釘
一

７
４
０
１
１
５

，
，
ｊ
，
３
，

３
８
３
９
０
８

８
３
４
７
０
６

５
５
０
５
４
２

１
１
７
１
１
９

０
１
２
６
４
１

８
３
３
１
２

３
２
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処理水量及電力量の推移表

－－－－－亀塵_’

瓢
翫
卯
帥
帥
妬
一

５
８
１
９
５
４

０
７
８
０
３
９

４
３
７
７
８
８

８
１
４
３
４
３

５
１
３

３
７
７
５
６
８

２
１
１

２
１

３
９
０
０
３
７
９

２
８
７
６
６
４
７

２
９
８
９
４
０
４

１
７
，
，
，
７
１

６
８
９
９
４
６
５

０
５
４
１
８
０
０

３
１
７
０
１
１
９

７
，
，
，
，
，
，

３
６
５
２
６
３
１

１
８
２
１

２
１

２
４
０
０
１
１
１

７
７
５
２
７
９
３

２
７
８
７
８
８
６

９
，
９
，
，
，
う

３
３
３
５
０
５
２

１
３
９
８
４
０
９

８
３
６
４
０
４
０

６
，
，
，
，
，
，

３
１
９
７
７
８
１

５
１
１

２
１

33

194,207,285

29,552,084

467,480

8,260,250

5，625，155

2,107,354

34

処理水量("f)

芝 高級処理水量(〃）

浦 汚 泥 量（〃）

処 受電量(KWH)

理 揚水量電力量(〃）

場駕懸"厨

４
６

２
９
８
８
，
，

９
７

６
０

０
０
９
Ｊ

２
３

２
８

２

０
８
０
４

０
２
３
０

１
８
６
４

う
９
，
，

８
６
９
２

６
８
６
０

４
４
２
８

７
夕
，

２
６
５

１

処理水量（流）

高級処理水量(〃）

汚 泥 量（〃）

受電量(KWH)

揚水量電力量(〃）

処理用 〃（〃）

汚泥処理用〃（〃）
理
“
布
記
銘
㈹
一

６
０
７
４
１
３

８
７
６
９
２
３

４
８
７
４
５
１

１
２
２
２
３
７

３
８
８
３
４

７
５

石
田
訓
弘
弘
妬
一

９
７
６
１
５
０

４
０
７
３
２
８

４
３
５
５
３
０

７
２
２
１
８
３

６
３
９
３
５

７
６

兜
”
巧
弘
拠
妬
一

８
９
３
４
８
３

１
５
０
３
５
５

９
３
６
１
２
０

２
０
３
１
９
１

１
７
９
３
５

８
６

帥
鋤
蛇
布
妬
叩
一

３
８
５
８
５
２

６
８
０
２
９
９

５
８
６
７
０
５

１
１
４
１
０
０

１
８
３
４
９

９
８
１

６

ｍ
“
斑
鎚
的
健
一

３
８
０
９
１
８

１
１
６
９
９
２

３
６
３
２
６
５

６
１
４
７
０
６

６
２
２
４
８

８
８
１

三
河
島
処
理
場

’

全処理場(計） 芝浦処理場
m3/年

4侃剛,(伽

2m MO mO|
〆

グ 〆

知,剛,剛 〆 〆

夕
〆

""I高響埋雲－－－－－
"

〆〆
グ

l側一一一一
〆高級処理水量

一萱〆
〆

鋼,剛剛
〆

〆

汚泥量
一言-＝ 一 一

" 〆

〆 一 一 一

〃
〆

＝

〆

1Ⅱ,剛,剛卜

KWH/年

別,剛,伽

O卜

140,剛,剛

1釦,剛,脚）

跡,剛,剛 ご
Ｉ

10,M,M

’

1

110,剛､剛
夕h

l
l

汚泥処理用電力量

＞一一一
一一 ｡Q 一 ▲ ■

／夕
日

一

0

33 34 35 36 37年度
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処理水量及電力量の推移表

’ 36 1

｜
調

34 35

－’

塁皇｜

,,､|:懸晶量湧
台 汚 泥 量（〃）

処 受電量(KWH)

理 揚水量電力量(〃〕

場 処理用 〃（〃）

汚泥処理用〃（〃）

37

二’

０
０
０
６
０
０
０

１
３
１
７
９
８
０

１
８
９
２
１
２
９

，
７
，
，
，
，
，

９
９
０
４
０
１
０

７
１
６
１
５
２
９

０
０
６
２
８
２

７
７
ハ
も
Ｌ
鯵
Ｌ
〃

，
，

二’

70,328,552

68,024,633

939,445

15,659,143

4,134,162

9,145,157

1,895,500

63170,303,7

６

妬
弱
妬
矼
誕
祀
一

２
５
６
７
７
７

１
４
４
４
０
３

５
６
０
９
９
７

４
３
２
０
９
７

１
７
１
２
３
７

７
４
１

帥
一
帥
妬
弱
皿
一

７
３
７
５
５

０
７
５
４
５

６
４
６
４
３

３
６
７
９
１

５
３
２

６加
一
帥
師
舵
吃
一

７
７
２
３
８

５
１
６
６
０

９
５
９
０
６

６
６
８
３
１

０
２
２

６

処理水量〔流）

高級処理水量(〃）

汚 泥 量（〃）

受電量(KWH)

揚水量電力量(〃）

処理用 〃（〃）

汚泥処理用〃（〃）

７
７
６
９

４
２
１
，

８
４
５
９

２
７

７

５５砂
町
処
理
場

12,704,4 40

65’

861
－’

3,976,0

8,094,7

砂町処理場三河島処理場 ’m3/年

1001剛,剛

’
70,剛,剛

KwH/4

15,M,M

側,伽,伽印,叩 剛

KWH/年

1am,M

印,剛,伽

40,剛,叩

10,M,M10,剛,剛

グ

__／
一一一一一一 5,M,剛a剛,剛

一一一一一一一一一

00q l

33 34 35 36 37年度33 34 35 36 37年度
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第4節水質試験

（1）芝浦処理場

(昭和37年度平均）

生下水i沈澱下水 ’

１
１
１

活性汚泥法散気
式及シンプレッ
クス式処理水

第2沈澱池出口

活性汚泥法高速

曝気式処理水

第2沈澱池出口

試料名｜生下水
採取個所｜沈砂池

’

第'沈澱池入口'第'沈澱池出口 ’

気 温

水 温

透 視 度

色 相

臭 気

P H 値

蒸 発 残 留 物

熱 灼 残 留 物

熱 灼 減 量

溶 解 性 物 質

浮 遊 物 質

溶存酸素(D.O.)

酸素飽和百分率

B、 0. D.

C.O.D.(高温法）

総 窒 素

アンモニア性窒素

アルプミノイド窒素

亜硝酸性窒素

硝 酸 性 窒 素

有 機 性 窒 素

塩 素 イ オ ン

硫化物(ヨウ素消費量）

油 類

一 般 細 菌 数

遠藤赤変菌数

０
０
０
０
２
７
３
０

４
５
５
－
－
３

５
２
４
４
Ｊ
６
五
一
一
幅
９
３

８
７
３
７
０
１
９
９
１
３
９
５
８
０
２
．

１
１

４
２
１
２
１
３
０
６
４
１
６
７
８
詑
酪
㈹

９
６
３
７
２
２
１
２
４
０

２

９１０１

７
０
０
０
４
１
５
３
８
０

４
６
２
－
－
２

９
４
０
９
８
４
９
一
－
４
５
６

８
７
３
７
３
４
９
６
７
１
１
８
８
１
３
７

１
１
２
６
５
４
７
２
２
７
４
１
詔
だ
諏
略
㈹

０
６
３
７
２
２
１
２
０

１

２３０１

９
０
５
５
２
０
３
３
０

４
６
３
一
一
１

〃
０
５
０
６
２
〃
一
一
４
７
８

８
７
４
７
４
５
９
２
２
１
０
２
５
４
２
５

１
１
６
８
７
４
２
２
４
１
３
１
配
詔
型
９
卯

９
６
２
８
１
１
１
３
０

６５８

18．4

18．0

81．6

7．1

888

745

143

880

8

3．40

40．00

7．30

13．90

16．51

10．79

0．59

6．72

379

5．11

4．30

21,400

19．4

57．3

7．0

917

732

185

909

8

2．69

38．40

7．80

14．50

13．60

6．88

0．75

6．72

388

6．62

5．40

18,100

’ ’
｜

’

‐

｜

’

｜

’’ ’ ’
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（2）三河島処理場
(昭和37年度平均）

一一一一

活性汚泥法活性汚泥法散水ろ床法
パドル式散気式 河 水
処理水処理水処理水

沈澱下水生下水生下水

｜
固

一
，
４
１

１
ト
ー
一

半一取
試
一
採

｜

’

訓
訂

最終沈澱池 荒 川
出 口

19jl,9,
17．4 17．7

，§’？ ，

｜
池
口

澱

一誠一第
出

Ｔ
Ｉ
Ｉ
‐
ｌ

｜
池
口

一澱一誠一樒悸吟
一
也

一
、
ソ
ー

｜

’砂池'蔓一沈澱池第一沈澱池第二沈澱池第二沈澱池口 出 口 口出 出 口

19 1 19 1119 1 19 1119 1
17．5 17．6 17．8 18．0 18．6

3．3 2．7 3．9 32．6 25．3

6．8 6．8 6．8 7．11 7.（

1,172 1，248 1，345 1，104 854
657 688 867 813 610

‘'‘｜‘“｜‘，‘ ’，‘ ，“
9031932 ］,172 1,084 83‘
269 316 173 20‘ 23

3．97 3．32 2．37 2．35 3．

38 8？ヨ1 8512 20115 10135
204.501 232.70 166．80| 9.70 15.

」69 ”］89 61］38,901‘9 5117
‘5 93＄8 '51‘5 3？ ‘7 901］6
15.40 16．70, 17.90 14．40 11.
6 40 7 00 5 70 1 101 1

0.151 0．25 0.1511 0．

0．'51
1.101 1.00 0．901 0.35 0

,”M."｜1,，’rl"61"'l"l"’”"｜， ．。，‘0‘｜麺,’‘“｜“,1，2‘
26.501 36.90 27．401 3.201 3

” 2,｜‘‘ ”” "｜‘0,,
507,00‘'3,9",00，'4,372,00｡｜ア2,40･''45,00‘
89,600|70,900:03｡3001815i｣,431

沈 砂

、
ユ
４
５
－

９
７
９

１
１

Ｊ
６
３
’

９
８
５

１
１
２

気 温｜
水 温’
透視度｜
色 相｜
臭 気｜

,”ゞ｜
蒸発残留物｜
熱灼残留物｜
熱灼減 量I

蔭“,ゞ”．｜
浮 遊 物 質

熔存酸素(D.O.)

酸素飽和百分率

B. O. D.

C.O．D.(高温法）

総 窒 素｜

アンモニア性窒素

アルプミノイド窒素

亜硝酸性窒素

硝 酸性 窒 素

有機性窒素｜
塩 素 イ オ ン

硫化物(ヨウ素消費量）

油 類

一 般 細 菌 数

遠 藤 変 菌 数

－’
7．0 7．0 6．55

854 1，344 3，742

610 934 3,003

2441 410 739

831 1，276 3，642

23 68 100

3．45 2．48 1．37

35 78124 201］3 81
15．00 19．40 61．30

27.80123.9011 59．50

16．31’ 22．10 9．57

11．96 14．00 4．80

2 301』 4，1．141，

q401,030．261

‘4ヨⅢ 801,,‘
3．66 5．90 4．56

321 565 1，758

3.401 11.001 15．80

， 601‘ 501‘ 6,
45,00。‘’9",00,’6,"'｡O”
1,430|17,70019'000

０
０

０
０
０
９
７
９

９
０

８
７

９３
１
１

０
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
６

？

７
９
診

卵
８

１

３
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（3）砂町処理場

(昭和37年度平均）

生 下 水“〒＊｜
｜マ ン ホ ー ル

|””-『試 料 名

採 取 個 所

気 温

水 温

透 視 度

色 相

臭 気

P H 値

蒸 発 残 留 物

熱 灼 残 留 物

熱 灼 減 量

溶 解 性 物 質

浮 遊 物 質

溶 存 酸 素(D.O.)

水｜蔦崇懸蕪

ｌ
｜
‐

｜Ｉ’

’

1

1
第一沈澱池入口

第一沈澱池出□｜第二沈澱池出･
’

’
17．5

５
２
６
４
８
６
２
４
８

５
４
３
｜
’
１
Ｊ
６
５
４
５
６
２
２
２

７
７
４
７
７
９
８
５
２
２
０
４
５
２
４
７
０
０

１
１
３
１
１
９
４
２
１
８
３
１

２
１
１
１
０
２
１

１
１
１
９
７

３
２
１
２
１

０
３
７
５
９
６
８
５
７

５
５
２
｜
’
１
９
４
０
２
８
２
６
１
２

７
７
５
７
９
３
６
１
８
２
８
６
５
９
０
３
０
０

１
１

５
９
６
９
６
２
０
７
１
１

２
６
５
０
１
１

２
１
２

５
９
５
一
’
２
伽
的
卯
詑
妬
皿
配
妬
、
妬
詔
卯

７
７
２
７
３
７
６
６
７
４
Ｑ
５
＆
Ｌ
８
Ｌ
Ｑ
Ｑ
２
７
６
２
０

１
１
５
８
３
４
６
１
４
１
１
１
９
５

８
４
４
８

８
８

１
１
１

６７

17．2

７
一
一
Ｊ

４
７

｜

'

2，583

1.856

727

2.273

310

2－84

酸素飽和百分率

B. O、 D.

C．O．D．（高温法）

総 窒 素

26.58

０
０
０
０
７
８
８
４
６
０
。

６
５
２
３
９
１
２
４
７
１

④
■
■
■
や
Ｄ
Ｂ
■

Ｕ
ｇ

２
５
２
４
５
０
０
７
２
２
８
０
０

０
３
３
１
１
９
４
０
５

２
１
０
５
３

９
，
，

１
５
５

７
７

９
１

１

１

アンモニア性窒素

アルプミノイド窒素

亜 硝 酸 性 窒 素

硝 酸 性 窒 素

有 機 性 窒 素

塩 素 イ オ ン

硫化物（ヨウ素消費量）

油 類

一 般 細 菌 数

遠 藤 赤 変 菌 数

２
８

５
１

７
２
１
０
０

０
６
０
５

０
５
５

牙
Ｊ
ｊ

ｌ
４
０

０
５

１
１

９

２

８
０

３
１
■
■

８
４
５
０
０

２
３
０
０

９
０
０

９
１

９
８

９
８

６
１

９

１

’ ’’
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（4）小台処理場

(昭和37年度平均）

３
６
３
０
３
８
３
１
４
９
５
０

水
川
３
〃
０
６
７
β
心
０
Ｊ
１
３
７

６
２
４
一
一
６

７
６
０
６
０
１
９
１
９
１
超
蛇
諏
７
３
１
０
０
４
舵
蝿
８

１
１
１
７
８
８
７
９
０

４
８
５
３

２
１
２
１

河
荒

１
１塗ゞ＊｜””、＊

前曝気槽入｡’雷一沈殿池口

活性汚泥法
散気式処理水

|第二沈殿池出口

試 料 名

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
画
１
１
１
１
１
１
１
１
ト
ー
Ｉ
Ｉ
Ｌ採取個所｜訂曝

２
０
０
０
５
３
２
３
３
４
０
０
８
６
’

６
４
９
一
一
２
８
ｇ
ｐ
４
９
８
４
０
１
９

７
７
０
７
０
９
１
３
７
７
泊
５
蝿
４
１
０
０
１
１
㈹
５
８

１
１
６
８
２
５
５
２
１

４
３
１
４

６
５
８

●
■
凸

７
７
６

１
１

２
０
０
０
４
０
０
６
８
０
０
０

６
４
５
一
一
７
６
５
９
３
２
２
８
０
１
８
４
５

■
Ｕ
■
■
■
■
●
。
■
■

７
７
３
６
６
３
３
８
８
３
５
３
８
３
４
３
０
０
８
卯
溺
溺

５
１
４
６
８
３
３
０
１

０
６
４
５
４
１
２
１

１
１

１

温
温
度

視
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註） 昭和37年7月～昭和38年3月の平均値
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第5節 降 水 量

（1）銭瓶町ポンプ所及び三河島処理場降水量月別累年比較概要
(最近10年間）

「詞T王~に川,麓｜,‘’，‘,＄Ⅲ＄’‘‘

ヨ9 ‘､"‘’5 ‘“‘”8△'霧|Ⅲ2“蝋|』75割』'3篭|』05“
" ” ” ” ” ” ”

44．4170.4 77．8122.8108.7,▲26．8135.4155.9148.1106.5109.68

140.4111.6131.7●279.6133.1 65.0162.0 99．9 42.6193.5135.94

152.9125.0144.7●306.4145.9 69.5186.5112.2 47.8190.0148.09

177.8●253.671．595．4●274.155．095．669．5●271.1●209.5157.31

179.3●275.2 62．6 96．2●287.3 56.2126.6 62,3272.8●217.0163.55

164.9 92．8 55．2 78．5128.9168.3 54．1▲27．2 25．8140.593．62

171.9125.0 68.5 89.0108.7226.1 66.0A29.3 29.5188.5110.25

192.3111.3178.0 96.4A30.3 69.2113.20196.1 23.7 33.0104.35

|232.8115.3178.8 91.2A34.5 72.8135.00226.8 24.1 64.0117.53

●206.8222.4156.4169.1215.8●574.3139.2143.728．1 3．7●185.95

●245.4234.3183.1176.2214.1●687.8163.8135.635．212．0●208.75

128.7117.90252.4259.3105.3286.3e176.5150.5263.7 95.7183.63

135.4147.8●316.3267.9117.1267.0●199.4182.3●302.6101.0203.68

▲13．2122.2 86．6 56．4 43．3 65．0 99．1102.9 43．8128.276．07

▲20．5133.0102.3 65．4 57．1 82．8 97．8110.2 47．0135.085．11

35．7 73．2▲20．1 1．9109.9 86.3131.2 63.2 32.4 58.361.22

43．1 68．2▲22．9 2．9109.6 93．3139.0 72．7 33.0 55.564.02

62．9▲37．6 74．9▲0．5 59．2 30．3 50.7 31．1 36.24 0438.34

91.2A38.0 88.0A0.3 56.8 54.0 49.5 30.0 33.04 0A44.08

35．9 71．4 35．8 74．3 54．4 89．3▲5．2 34．9▲8．8 17．942．79

43．8 74．2 44．9 80．8 62．0107.7▲3．6 37．7▲12．0 13．548．02

90．6166．1118．5 62．7 48．1 67．9 51．7 79．5 54．0 73．981．30

118．6149．2128．8 67．7 50．7 86．6 49．4 83．6 48．5 65．084．81

1,288.81,517.51,256.71,290.21,302.21,581.51,202.61,142.41,005.91,067.41,265.52
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(最近10年間）（2）同降水量日別累年比較概要
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第6節 汚 泥処理

（1）概 要

処理場において，汚水処理過程に発生する汚泥の処分方法としては，戦前まで海中投棄によっていた

が，戦時のため汚泥運搬船の運行は不能となり，他方資源活用の見地から汚泥の肥料化が得策であるため

処理場内に汚泥乾燥床を設け，天日乾燥のうえ売却していた。汚泥処理工場の完成後は，機械力を利用し

て脱水乾燥し大半は肥料として販売している。

沈澱汚泥の大部分は全購連及び東邦有機肥料株式会社へ売却，また三河島処理場の汚泥消化槽から排出

する消化汚泥も同様日本有機肥料株式会社に売却していた。

また，砂町し尿消化槽から排出するし尿消化汚泥は真空脱水機または乾燥床で脱水乾燥し，清掃局にお

いて売却している。

（2）汚泥処分状況

沈 澱 汚

芝浦｜三河島

消 化 汚 泥 ㎡泥 流

砂 町
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年

三-J一

同I
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㎡

金 額
円
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第7節処理水の利用

処理水は，従来そのまま河海に放流していたが，これら未利用資源を活用して事業運営の効果をあげる

ため，処理水の工業用水化を実施している。

すなわち，三河島処理場においては，活性汚泥法による処理下水を，急速ろ過施設により更にろ過して

供給するもので，昭和30年2月から千住製紙工場さらに36年6月には荒川工業用水利用組合に供給契約

を結び送水中であるが，逐次拡大する計画である。

契約料金は次のとおりである。

｜給 先 契約期間

供
千

契 約 料 金

:;:;:31

37．4． 1

38．3．31

基本料金1
超過料金1

力月使用水量300,000㎡まで1カゼにつき2円10銭
力月使用水量300,000減を超えるもの1減につき1円80銭

住 製 紙

最低責任使用料1か月35,000㎡
1カ月使用料56,000㎡未満1㎡につき5円80銭,56,000㎡以上，
70,000㎡未満1㎡につき5円,70,000㎡以上84,000減未満1㎡につ
き4円蛆銭，84,000減以上1形につぎ4円

荒川工業用水利用組合

なお38年度においても上記の契約で利用されている。

薑卿鴛"魯駕"＝|譲ゞ聖｡鯉柵鰄 藍：
増設施設 3池

昭34－6起工 昭34-11竣工

工事費 25,121,725円

送水量と収入金額

年 度 送 水 量 “） ｜ 収入金額（円）
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第8節 し尿消化槽

昭和37年作業実績
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第8章 工事施行状況

第1節拡 張 工 事

総 括 表

’ 内 容施 行別種

8,205.28"Z

74,431.00沈

23,037.72m

5件

7件1,917カ所

幹線延長

枝線〃

側溝〃

設計委託

試 掘

管 渠 敷 設

4,967,597,466円

繰 越

404,420,558円

日本堤，宮城ポンプ所流入渠

大島ポンプ所放流渠，吐口

尾久ポンプ所上家基礎

藍染，大島，日本堤ポンプ所上家新築

隅田ポンプ所雨水ポンプ1台汚水ポンプ1台
雨水用阻水扉4面，汚水用阻水
扉1面，起重機1基

千住ポンプ。所雨水ポンプ°3台汚水ポンプ・1台
雨水用阻水扉4面汚水用阻水扉
1面，起重機1基

日本堤ポンプ所 ろ格機4台

藍染ポンプ所雨水用阻水扉4面汚水用阻水
扉1面

その他

千住ポンプ所 配電盤

隅田ポンプ所 高圧受電装置

大島ポンプ所 仮受電設備

14件

構築物

ポ ン プ 所

1,157,635,227円
構築物及び建物基礎

建 物

機械装置繰 越

52,511,823円
施 設 拡 張

9,598,702,276円

繰 趣

466,238,032円

｜

’

電気設備

設計委託・その他

高速曝気沈澱槽2槽,沈砂池2池量水槽

送泥管，導水渠,空気管,第二沈澱池5池

本館下部躯体

消化槽

前曝気槽，第一沈澱池

公舎新築

薬液ポンプー式，ろ液ポンプ3台

過巻ポンプ3台，自吸水ポンプ1台

構築物 芝浦処理場

落合処理場

森ケ崎西処理場

砂町処理場

小台処理場

建 物 小台処理場

ポンプ 芝浦処理場

三河島処理場

処 理 場

1,712,951,888円

越 繰

9,305,651円

’
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’

施 行 内

一＝

容
種 別

処 理 場 砂町処理場

機械設備芝浦処理場

防泡ポンプ4台，真空ポンプ2台

阻水扉2面，揚泥機2組

多段ターボブロワー，電動機採泥機

散気板

ボイラー1缶，熱交換器4基

汚泥採集機多段ターボブロワー

散気板

散気設備，モノレール

配電板

受電線路

受電線路

5件

4件

施 設 拡張

｜

’

砂町処理場

落合処理場

電気設備芝浦処理場

小台処理場

砂町処理場

付帯工事

設計監理委託｜’ 一一一

管渠用地

ポンプ所用地

処理場用地

件
件
件

５
１
２

用 地 買 収

1,065,307,323円

そ の 他

695,210,377円

事務費，補償費，調査費，乗用車，鋼矢板

その他

I

失業対策管渠敷設

81,487,275円

枝線延長

就労人員延

3，852．75"z

45,331人

特別失業対策管渠敷設

290,430,429円

枝線延長

就労人員延

16,780.82沈

67,787人

｜

’

Ｊ
１

渠
叩
越
卯

２
７

１
８

９
２

０
１

５
９

３
８

６
４

４

管
繰

幹線延長

枝線延長

沈
沈

４
９
７
７

２
８
７
２

８
２

整 備 拡 充

696,997,637円

繰 越

48,912,879円

’

|“ゞ．＝河島"”

’’33'“515”

送泥管改造

散水ろ床取穀し

設計委託 一
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（1）管 渠 數 設

着 手 備
竣 功量|金｡種 別｜ 工 零 名 ｜数 考

１
６
２
６

２
１申
甲
色
色

５
２
４
１
１

刀Z 円

|幹，""’3， 鮪’｡"‘
37．

38．砂幹線その10工事

｜
幹 線

７
７

３
３

８６８
１

６３８
７

２９

幹
枝

３
０
６
５

６
０

１
５

２

渋谷川幹線その15工事

37．4．2 繰越額
謡駕'96,150,136 繰越施行 44,601,316円

5柵''154,052,043
37． 4． 2

38． 3．29

幹
絞
一
鮮
枝

岩渕幹線その8工事

|－．その’工事

７
８

３
３

５４９
１

１５１

１

４０１

０
０

０
０

２
８

５５

石神井川下幹線その9工事

２
０３

４
３

幹
枝

’
２
釦 ’|幹，"”“"，‘"怪：

４
３

宇田川幹線その4工事
｜

’
37．

鴬2淵|”,984,852 38．

２
９
２

４
３

千駄ケ谷幹線その2工事

|,幹241 1732,538,947137 8 24
’37． 4． 2

37． 5． 1
幹606.62143,352,800 37．10．24

37． 5． 1
幹402.0079,531,706 38． 2．13

幹3323240,602,0581粥：:2：

幹275.40 37．5．21
59249.901J''､"､JU'､'､''|38.1.14',337枝249.90 38．1．14'，

|桃園川幹線その9工事

|戸塚西幹線その2工事
桃園川幹線その7工事

〃

その8工事

｜

’

妙正寺川幹線その1工事

７
３
１
４
１
１

●
●
■
●

６
８
６
１

７
７
７
８

３
３
３
３

２
１

３
２

３
２

６
６

”
｜
沼

６
４

６

幹 29 70品川幹線その5工事

０
０

６
０
●
今

７
５

４５

’

幹
枝

戸塚西幹線その3工事

７
８

３
３

６９７

１

２７７
夕

８６

０
０

３
０

０
０

２
１

２ ８
６
１
２●
●

６
２

｜ _~_

i干駄ケ谷幹線その3ｴ事

幹
枝

１
１

８
７
８
４

１
１
１

６
３
６
２

７
８
７
８

３
３
３
３

５
９

９
１

５
５

４
９

０
６

５
９

７
４
６
９

５
５
０

２
３
２

０
１
７

２
２
０

２
２

‐
鴬
一
膳

〃 その4工事
｜

’ 砂幹線その11工事

幹500.50

幹190.00
枝 10.00

37． 7．24
63，602，558 38． 3．23

37． 8．21
48，060，877 38. 3,27

46,754,2631蝿締
37．10． 6

71,273,569 38． 3．30

|谷端川幹線その】工事
千駄ケ谷幹線その5工事

繰越額
1,135,737円

ｑ
ｄ
ｌ
ｌ
叫
。

５
１
８
１

ｂ
■
●
凸

９
０
５
６

５
１
８
４

１
１
２

億
一
憾

神田川幹線その11工事

「 ク その10工事
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｜
橦
一
幹

，'’ 工 事 名 数量 金 菖蒻’
｜

’
額 備 考

‐
刎
川
ユ
引
例

１
３

０
３
１
３

１７
８
８
８

３
３
３
３

円
鯉
“

４
４

９
３
９
４
６
４

３
５

２
２

加
妬
叩
叩
帥

５
６
７
９

７
８
２
３

１
１
１

幹
枝
‐
幹
枝
一

線 宇田川幹線その5工事

神田川幹線その12工事

158．71 38．1．10
28,531,452

17.95 繰越施行
繰越額
11,568,548円

幹
枝戸塚西幹線その4工事

繰越額
14,848,491円!幹

38． 1． 7
18，801，5O9

繰越施行
砂幹線その12工事 30．60

岩渕幹線その8工事障害送水管移転 38．1．21
(15.00)|2,180,000工事 38．3．30

尾久幹線その6工事 幹 62.30113,240,702 38．1．29 繰越額
繰越施行 14,159,298円

豊石橋護岸復旧工事施工委託 (11.00)|3,667,000138.3.30北区役所へ委託

｜鴬蝋…‘'棚』淵“年度より継続施”王子幹線工事

36．11． 6
渋谷川幹線その12工事 幹141.6933,565,458 〃

37． 6．30

1幹107.641 36．10． 6千駄ケ谷幹線その1工事 参｜枝】2 00“,927，42． 37． 6．30

０
０
７

２
１

●
色

①

１
７
９

幹
枝

〃'制'41,880,373畷渋谷川幹線その13工事

７３６９９７８８３

１
１
’ 36年度より直営分

のみ継続施行
岩渕幹線その7工事

’'37．4．2
幹68.8010,889,908137.8.15 ’36年度より継続施行石神井川下幹線その8工事

枝 37． 4． 2
83,431,275

38． 2．28

江東区大島町6丁目付近枝線その1工
事

線

８
５
２
８

３
６

２
９
２
８

墨田区吾嬬町東3,5丁目付近
枝線工事

渋谷区元広尾町，豊分町付近
枝線工事

中野区城山町付近枝線その3工事

■
Ｇ
■
や
■
■

７
８
７
７
７
７

３
３
３
３
３
３

４
１
５

４
０
６

０
９
３

７

７
３
＆

０
４
６

４
０
９

４
ｑ
氏

哩
－
２
１

１
１
１

２
１
２
０
２
４
２
８

１
２
１

●
●
●
●

■
■
。
■

４
１
４
８
４
７
４
０
１

1，503．24

1，210．93

豊島区要町2,3丁目付近枝線その2
工事

渋谷区代々木富ケ谷，代々木深町付近
迂回道路舗装工事

’’

７
７

３
３

９１０

７

３１１

１

８４７３

Ｊ

４０５１

(1,093㎡)’3,650,000畷：

剥
一
制
？
｜
糾

' "‘"|，‘ " 認噸
1,393 30｣9,5"’4"|:;：

37．
80．107，647，424 37．

４
９

渋谷区松涛町，神山町付近枝線工事｜
北区滝野川1丁目，西ケ原2，3丁目付
近枝線工事

渋谷区中通3丁目付近汚水管取付工
事

一一４
８

’

８
５

１
２。
●

６
８
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着
金 額 竣

刀z 円 37．
7415，984，609 37.

1339,654,883' ;；：
37．

8014，007，892 37.

05167,470,0801器

手
功

ェ事、 数量｜
液

|誓区橋場町本町遮鼠丁日付逓懐”‘･塵"”

備 考種 別

１
８２

５
８

枝 線

渋得区蒙遍' '丁目‘舟山鞠付近稜線“"｜工事

｜”5 "｜板橋区大山町付近枝線工事

０
０
１
３

◆
■

５
１
１

’

８
７

１５
９

’

｜
’

０
７

１５
２
１渋谷区恵比寿東2丁目，田毎町付近枝

線工事
454

渋谷区豊沢町,新橋町付近枝線工事，,野6 4‘’4,5"｡074慨Ⅱ?:,；

足立区宮城町付近枝線その2工事 ］,202 50'54,704,965'譜；:'： ’

北区赤羽2丁目付近枝線工事施工委 71 459,986,2571譜鰡8弄
口 し

目黒区下目黒3丁目付近 315.1045,454,70637.6.20
枝線工事 38．3．20

渋谷区代々木深町付近 532．3988，185，07237．6．1838．3．23ヶ

江戸川区平井1丁目，逆井2丁目付近 283.60108,630,05137.6.1838． 3．19ケ

中野区穆明町，栄町通2丁目付近 Ⅱ,128ﾕ3125,177,957噸；:：

;81国鉄へ委託71．45

’

37． 7． 6
859．8010，604，502 37．10．26

37．7．5，
67．30’1，047，086 37． 8． 4

37． 7． 5

』83 501,,7"'24’ 37． 8． 4

%:;:w
37． 7． 2

18．20 4,409,915 38． 3．30

(9ml4,350,0001:;:,;:i:
37． 8． 1

1，562．7427，978，622 38． 1．22

280 4935,990,498:;:謡：
37． 8． 2

929．5039，551，568 38． 2．11

渋谷区千駄ケ谷3丁目付近
〃

５
４

７
８

４
■

７
７

３
３

６８０

９

７４０

１

１０３７６

千代田区麹町5丁目付近
〃

’千代田区永田町1丁目付近
〃

汽車製造株式会社
へ委託

江東区南砂町1，2丁目付近枝線工事
に伴う架空線の撤去並びに復旧工事
施工委託

江東区南砂町1,2丁目付近枝線工事
施工委託

江東区南砂町5，6丁目付近
道路舗装工事

北区西ケ原1，2丁目付近
枝線工事

品川区中延4．5丁目付近
参

国鉄へ委託

’
渋谷区緑岡町，羽沢町付近
枝線その2工事

新宿区柏木3，4丁目付近枝線工事
37

1,528.1770,734,624 38

229 1‘34,048,170粥

０
５

１
１

８
３

０
０

３
３

●
■

８
３●
①

７
８

３
３

杉並区阿佐ケ谷1,2丁目付近〃
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考

篇ｆ

日
０
９
７
３

手
功
２
１
１
２

月
＆
２
８
３

別｜工 事 名 ｜数量|金額|息
|｡"."'"

渋谷区千駄ケ谷1丁目付近 77z線
枝線工事

杉並区和田本町付近枝線その2工事""701,7,4",4031;;:

種
一
枝

杉並区和田本町付近枝線その2工事 193.70

江東区木場3,4丁目，
付近枝線工事

千石町1丁目
1,977 3846,743,458畷：:'：

や々木山谷町，深町付近

７
８

３
３

０４０
１

５２６
１

２５Ｏ２
Ｇ

１７３渋谷区代々木山谷町，
〃

１
３

２
２

８
３

５
０

５
１

④

１
０

８
５
５
１

９

１

’
豊島区目白4丁目，池袋3丁目付近

〃

９
口
■
■

７
８
７
７

３
３
３
３

０
１

３
２

３
４

Ｊ

８
１
″

１
４

７
５

４
４
嫁

２

５
６

１
２

８
３

渋谷区原宿1丁目
〃

８
６

２
２

●
■

８
０
１

墨田区吾嬬西1丁目
〃

２
０
０
０

２
１
３
２

９
■
■
凸

８
０
８
１

１
１

●
●
ｇ
■

７
７
７
７

３
３
３
３

３
１

９
８

１
０

１

９
９

０
１

２
４

１

３
４

５
５

３
１

０
７

５１ 一

北区豊島1丁目
〃

４
５

２
２

９
２

①
■

７
８

３
３

７５２
１

１５３

３

５３０５４１２板橋区中丸町
〃

渋谷区千駄ケ谷3丁目付近枝線その2工事 4''801@1,746,5991:":';

６
５
４
１
３
０

２
３
１
２

。
■
■
●
●
●

９
２
９
０
９
３

１
１

●
■
固
◆
■
■

７
７
７
７
７
８

３
３
３
３
３
３

２
７
２

３
２
０

５
４
８

１

２
４
４

５
７
１

５
７
１

１

２
４
２

２
３

１
１
１

６
０
０

３
８
５

６
０
５

４
１
２

２
３
６

１
Ｌ
″

北区滝野川6丁目付近枝線工事

台東区上野公園8番地付近
枝線工事

’
北区中十条2，3丁目付近

〃

北区赤羽町1，2丁目付近
多

７
８
７
８

３
３
３
３

２
２

４
１

２
３

１

１
２

３
８

２
２

６
６
５
１

４
０

２
２

９
３

455.531

986.64

詞
640.80

足立区千住緑町2,3丁目'千住河原町｜付近 〃

江東区南砂町1,8丁目付近
〃 '

９
１

品’

繰越額
26,890,262円50,924,738麗越鰐

37．9．11
6，187，512

37,11.14

63,821,424:I:::;:

豊島区雑司ケ谷1丁目付近
枝線その2工事

｜｜’

渋谷区千駄ケ谷2丁目付近
枝線工事

835．49

豊島区高松町1丁目付近
〃

■
申
■
■

９
３
９
２

■
Ｇ
■
■

７
８
７
８

３
３
３
３

７
６

０
９
６
２

１

０
Ｌ

１
５

２
７

６
勺
為

３
２

６
６

９
６

６
１

５
２

４
６

７

１
Ｌ
″

３
２

１
１

港区三田綱町，白金三光町付近
〃

５
４

２

297 00137,018,52＄

｜
お
理

９
３

７
８

３
３大田区市野倉町新井宿7丁目付近

〃

２
６
’

１０
３

１７
８

３
３荒川区南千住町8,10丁目付近

〃 1,139.79 27,646,861 一
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脇リエー≦数ゞ|金“|農諒｜備考
6'ml"',''2,"|"3;日，"m|"，",蝿I漁3;線｜渋谷区代々木山谷町付近

，枝線工事
渋谷区穏田3丁目神宮通2丁目付近 37.10.5

1'27a10124'909'12〃 38．3．18

｜新宿区下落合2,3丁目付近 37．10．31,246.58144,872,589〃 38．3．30

㎡川区圖暮里4丁冒付ゞ “"|､…‘“皿，〃 38．1．31

墨田区隅田町1丁目付近枝線その3 37．10．6’
工事 38．3．301124.4347,105,533

種
一
枝

I
’

墨田区吾嬬町東7,8丁目付近枝線工 37．10．17395．0041，878，560
事 38．3．13

38’

７
８

３
３

４０９１０３７２５３８１４
１

１

０
３

１

渋谷区代々木富ケ谷町付近
枝線工事

37
18,525,827 38

８
０
１
２

｜
皿
２渋谷区恵比寿西1，2丁目付近

〃 1,130 611
｜

’

７
７

３
３
’

５２１
１

８０７
｜

，

１０６１０１

M:':

10．16

2．23

墨田区横網町2番地
〃

７
８

３
３

９３１
１

１３９３１４１８４４

’杉並区和田本町付近枝線その3工事
｜
’ ア弧 '‘‘2｡"5,5‘報中野区野方町2丁目付近枝線工事

３
５

２
１■
●

０
３

１

］,454 7521,176,0641譜'::'；渋谷区松濤町付近
枝線工事

諏‘"|，"""峰患溌“篭""訓，

’１

渋谷区鶯谷町八幡通2丁目付近
〃

｜

’

７
８

３
３

７３５６０５０６５０

｜
郡

渋谷区恵比寿東2丁目付近
〃

'蝿；

';:,＆

’

’
｜

’ 30z601｣8,933,9,91:;:

１
２
１中野区川添町付近

〃
｜

’
足立区宮城町付近枝線その3工事 3i

8

6

７
８
７
８

３
３
３
３

４
９
２
７

２
１

８
９

９
４
６
２

９
８

２
２

６
５

４

４
１

６
８
３
５

１
’
１

１
３

１

｜

’

１
３

１

中野区小滝町付近枝線工事

２
２

１１
３

１

■
ひ

７
８

３
３

６８６
７

４４３３２

768 671渋谷区青葉町穏田2丁目付近
枝線工事

７
５

２
２

１
３

７
８

３
３

４０３８４８８２

Ｊ
３

｜
邪’

区幡ケ谷2丁目，本町5，6丁目
〃

渋谷
付近
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数 量 金 額

加 円

187．74129，553，757

80.0019,292,434

手
功
日
配
訓
８
行

月
Ｌ
３
２
施

１
１
越

着
竣
年
巍
犯
況
繰

種
一
枝

別一線

工 事 名

|撫羅零Ⅲ丁目下目黒2丁§

考備

’
江東区大島町6丁目付近枝線その2
工事

繰越額
39,897,566円

１
８
１

０
１

１７
８

３
３

０００

７

８１９
タ

ー０２
申

５２

’
1新宿区下落合1,2丁目付近枝線工事

施工委託 |西武鉄道へ委託

“ 調|: 5"2”
渋谷区鴬谷町八幡通2丁目付近枝線 37.10.23 繰越額104,713円
工事施工委託 繰越施行 国鉄へ委託

。’”"‘蝿維“蕊騨，鱸”
江戸川区平井1丁目付近枝線工事施
工委託

品川区中延4丁目付近枝線工事施行 37．10．3
委託 37．11．618.30 2,246,125 東京急行電鉄へ委託

品川区荏原1丁目平塚2丁目付近枝 38．1．7
1，009．7738，486，944線工事 38．3．30｜

班

60’ 9,160,63項：

５
０３

１
３北区豊島4丁目付近枝線工事

新宿区柏木4丁目付近枝線その2工 37．12．13
1，062．4224，703，606事 38.3.30

|溺鵬 ’01』,509,79ヨ江戸川区平井1丁目付近枝線工事施
工委託その2

繰越額9,009,207円
東京都建設局へ委託

’38．1．7

荒川区町屋1,3丁目付近枝線工事1,564.3326,822,443138.3 30
38． 1． 8

‘豊島区高田本町1丁目付近 少 410.524,371,046
38． 3． 2

豊島区西巣鴨4丁目付近〃 717 957,276,3891謂：；:3：

江東区南砂町5,6丁目付近枝線その 38．1．7 繰越額844.94120,009,7703工事 繰越施行 12,290,230円

38． 1． 8
北区岸町1丁目付近枝線工事 119.624,597,991

38． 3．30

38． 1．10
港区溜池町狸穴町付近 〃 426.008,475,628

38． 3．27

新宿区市ケ谷台町，市ケ谷富久町付

’3882a301]O,583,2661MM:3:826 3010,583,266138.3．近枝線工事

Ｉ
｜
Ｉ

６
０

１
３

’一‐‐樹劉ＩＩｌｌ‐刺刈ｌ‐

北区西ケ原2丁目滝野川1，2丁目付
近 〃 11,422,153

８
８

３
３

０
０
１
３

１
３898

厄 ｜
妬

’’四
ｌｌ

８
８
３
３ ●
■

１
３

０
０
１
３中野区川添町付近枝線その2工事 24,502,

37．12．1 繰越額12,111,000円
繰越施行 小田急電鉄へ委託

陸;:’1’
1

渋谷区代々木本町，代々木富ケ谷町
付近枝線工事施工委託

4.920.000

荒川区日暮里町3丁目付近枝線工事 |”… 2，426，259

’365 856,050,558:：

１
２

０
２
１
２千代田区麹町1丁目付近 〃
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備

着
竣
牢
＆
＆
ｌ

ｌ
ｌ
ｒ
旧
隅
一

円
諏
一

額
一
皿
一

一
繩
一

一
金
一
加
一

司
一
釧

墜

事 名｜種 別

日
６
０
０
９

手
功
１
３
１
２

一
月
Ｌ
ａ
Ｌ
ａ

考
工

渋谷区本町5丁目付近枝線工事

新宿区柏木2丁目付近枝線その1工
事

枝 線

365.4028,981,651
８
８
３
３

８
８
｜

い
い
旧
‐

１Ｐ
Ｄ

Ｏ５５１１

８
７２

２
３

一

’

155．15千代田平河町2丁目付近枝線工事

|鷺 謹職］29 00111,345.90‘
繰越額

28,364,095円北区堀船町2丁目付近 〃

■
■

８
８

３
３

６８８３７６３１０３
①

８４５

｜’

’

７
０

３

１
３墨田区吾嬬町西7，8丁目付近枝線そ

の3工事

品川区北品川4，5丁目付近枝線その
2工事

申
■

８
８

３
３

２６５
７

６８５

｜
氏
１０８３８４

雛:’
｜

’5,6 ,01‘5,522,734畷剥港区芝浦1丁目，西芝浦1丁目付近
枝線工事

８
８

３
３

５７２
７

７０２
１

３１７６１９８

６
０
１
３

１
３

新宿区西落合1,2丁目付近枝線工事
’

|鷺越職’雁蝿船町Ⅲ丁目付近核線その』工｜…|',,“'8，事

｜

’

繰越額
7,135,213円

38． 1．16
224．2514．162，222 繰越施行

繰越額
9,717,778円北区堀船町1丁目

付近枝線その2工事
一一------------一－一－~一－－「

北区赤羽2丁目付近枝線その4工事’

●
●

８
８

３
３

２８６７９５

夕

３

７
６

１
１

１
２

9．15

38．
6，450，775 38．

画一一一一一一一一一一一一一一一画一一一一 一一一~－－－‐

台東区金杉上町付近枝線工事
｜

’

３
５

２
１

１
３

495．86

571.001

一一一一一一一一

新宿区西落合1丁目付近 〃 ,6,280,076畷

８
０３

２
３

'
1

1中野区新山鰯2丁目付近’ ""'|h&
38． 2． 8

繰越施行
繰越額

6,430,549円｜〃

中野区新山通1丁目付近 ｜，"'61』2,805,0891駕越蹄
繰越額

15,694,911円

８
８
３
３

６７３９５９６

｜北区王子本町1丁目付近 〃

８
釦
一

２
３

120 071

‘調 "'""｡::::i
38． 3． 1

400,000 38． 3．25

381 3519,039,494畷鰡；

]""|…3‘， ，‘隼“継続施行
36.10． 3

37． 5．31

|36.10.24
392.5541,974,149 〃37． 8． 6

器:'淵｜〃162．6721，130，761

’
１
１
‐
１
１
１
‐
｜
‐
１
１
－
１
‐
ｌ
‐
｜
ｉ
‐
Ｉ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
－
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｌ
－
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
「
ｌ
‐
１
１

‐
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着数 量 金 額
竣

加 円 年
215．2829，664，86136．

，37．

61L498,258,781;;:

種 別

手
工
一
日
５
四
一
泊
卯

工 事 名 備

一壱

月
哩
旦
３
６

枝 線 墨田区吾蠕町東6丁目付近枝線工事 36年度より継続施行

〃

豊島区池袋1丁目，椎名町1丁目付
近枝線工事

墨田区隅田町1丁目付近枝線その2
工事 94 7240,281,334:；：；:到 ，

’

｜
参６
８

１１
９

７
７

３
３

０９３０５２４１４５３３５

北区王子本町1,2丁目付近枝線工事

事故繰越
繰越額7,170,000円

渋谷区穏田2丁目付近

渋谷区並木町付近 〃

0 0〃 一

｜
’

〃

"34,180,000円
0

1
0

01渋谷区田毎町，恵比寿東2丁目付近
枝線その2工事

多

〃21,020,000円
0

渋谷区若木町， 羽沢町付近枝線工事 円
円

０
０
０
０

０
０

０
０

０
７
９
４

１
３

３
２

〃
〃
｜
〃
ケ
’

0 0，

|鞘号韓町八幡週2丁u付近核線 0 0

毒’ 豊島区池袋“丁目付近側溝工事外'23"7 721,9,蝉2.0,’11件

側
一
試 ’

掘 1,917カ所 6,962,779

設計委託｜蒋懸霊簿委黛々木富ケ谷町 剴小田急電鉄へ委託
H|$6年度より継続施行

344,000畷,：

渋谷区青葉町，穏田2丁目付近枝線
工事外4カ所設計委託 2,'00,000畷』’

ク
ク

［
１
勺
１
ｎ
ｄ
Ｆ
ｊ

１
８

７
８

３
３

０５４
７

１２６

７

２品川区大井金子町付近枝線工事外4
カ所設計委託

渋谷区代々木深町付近枝線工事外4
カ所設計委託 3,243,000,i;:;

’
渋谷区恵比寿1丁目，伊達町付近枝
線工事外4カ所設計委託

〃

８
０
１

ｂ
■

２
８

７
７

３
３

０００
夕

００１２

（2）ポンプ場建設

’ 着
竣種 別 工 事

手
功
一
日
７
翌
溺

名 数 量

7285加｜
’

金 額 備 考

円 年
54，872，72237．

38．

月
7．

2．

流入渠
その他

構築物 日本堤ポンプ所建設その3工事

宮城ポンプ○所建設その1工事
9．00加流入渠 9．00

雨水沈砂池2池
手の袖 64,760,214篭

６
０

２
３

９
３

その他

、
行
釦
、

２
施
Ｌ
Ｑ

１
越
１
１

訂
繰
鏥
諏

－
０

２
４

９
１

８

３
８

８
４

１
１６５

部
部

の
の

１
１

渠
口
渠
渠

流
流
入

放
吐
放
流

繰越額
35,844,823

36年度より継続
施行

大島ポンプ所雨水吐工事

同上 放流渠工事
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量|金“|富覇｜“事 名｜数｜

｜

’

幸壱

種 別 エユ

円｜年月 日
〕0.000；37．12．12

'

|上家基礎構築物及び
建物基礎 ’’4'200.0’上家基礎

ポンプ室上家 ㎡
延床面積2,491,55131,931,9’

尾久ポンプ・所建設その1工事

硫
一

制度 よ り

一睡緬一
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

獅一“岬一蝿郵祗叫一皿密一一錘翠
38

藍染ポンプ°所上家その他工事
７
８
３
３

131,931,909,
’建 物

その他|

’

|ポンプ室上家

|蕊M.3､30:減’ ''9,200‘000，:；大島ポンプ所上家新築工事

７
０
６
２

１

６
７
７
８

３
３
３
３

１
０

０
０
８
０

１
０

１
０

８
９

｜
Ｚ
９

８
５

ポンプ室上家1
その他 』

の
一
部日本堤ポンプ°所建設その2工事

雨水ポンプ°1台

|噂繩ﾝﾌﾟ1台

０
０
０
０

００
０

９
６

９
３

卜
｜
い

隅田ポンプ。所ポンプ○設備その1
工事機械装置

６
３

７
８

３
３雨水ポンプ。3台

|汚水ポンプ。1台
千住ポンプ。所ポンプ°設備その1
工事

薦染ﾎﾝﾌ…池"識傭工聯職潔"'"'"|x事

８
９

１６
３

雨水用阻水扉4面
汚水用阻水扉1面
その他

52,490,000:3冊：千住ポンプ･所
沈砂池機械設備その1工事

雨水用阻水扉4面
汚水用阻水扉1面
その他

50,300,0001:§:：'：隅田ポンプ°所
沈砂池機械設備その1工事

汚水ポンプ
排水ポンプ○
給水ポンプ

｜
’

の
一
部

繰越額
12,710,000円I21.690,000駕越鵬砂町ポンプ｡所

汚水ポンプ設備その1工事

R本堤ﾎﾝﾌ所 ろ格機］台｜］0,280,0001:;:'淵沈砂池機械設備その1工事 その他

麗屯誉走偲1基▲↑755,0””？ﾕ，37．12．11
－ 一 F_『

隅田ポンプ。所
起重機設備工事 その他

糧屯誉走隠'基｜ア.333↑000;剛その他

９
５

１
－
「
人千住ポンプ°所

起重機設備工事

阻水扉

｝の一部…,"‘,駕越勝織鶴"，門'噌蹴 一 一

睡r);|"3"''':?::州濡哩より継縦

日本堤ポンプ所
沈砂池機械設備その2工事

|鳥癖舞魏その1工事
千住ポンプ所電気設備そのl工配電盤1式 37． 6．11

150,"0,00(）事 その他 38．3．25電気設備

隅田ポンプ所電気設備その1工
事

り1
写 上

25高圧受電装置'式33,600,000:3その他

Ｆ
Ｄ
ウ
Ｊ

東京電力千住支社
へ委託

１
８
ワ
］

の
台
０
台千住ﾎﾝﾌ所受電線路新設工事地中線専用設備’5,930,110粥

大島ﾎﾝﾌﾟ所仮受電設備工事驍滞設備』式 414,800蕊

１
土
州
生

か
と

の
白
つ
』

本館
3;’

37－ 4
728,885隅田ポンプ･所構内管理委託 延床掃除面積

1,693.59㎡
設 計
管理委託

‘今｡'…'"a301

37． 4． 1
784，825 37．9．30｜識掃除面積’千住ポンプ°所構内管理委託

2,048.60万ノ ’

プ所上家ポンプ･所上家

建築面積 」,440,000:3:;:3:
2,514㎡’

大島ポンプ所上家新築工事
管理委託



131

爵｜備 考

着
竣
年
冗
＆

ｏ
ｏ
ｑ
Ｊ

種 別’ 工 事 名 数 量 金 額

口
|謹讓上※1，503．

｜‘,080,0M
月
4

1．

日
2

31

藍染ポンプ°所上家その他工事
監理委託設 計

管理委託
85"f

２
９
１

４
５

７
７

３
３

０００
７

０６４日本堤ポンプ所阻水扉室上家及
び公舎その他工事設計委託

尾幻績ﾝﾌ所上家新薬工事談計1 l'@|;;:!H|委託

本館

隅凪読ﾝﾌ所構内管辿委々…瀞調歳｜”"調|細:,}’

ご
Ｉ

本館

千住ﾎﾝﾌ爾構…雲”“床揃辮"減1],'2"職伽健 311

０
３

１

宮城ﾎﾝﾌ所建設そのⅢ工事監|ﾎﾝﾌ所上家理委託

６
０３

１
０
Ｊ

１７
８

３
３

００５
１

７６３

９
７

１

１
２

１
１

７
７

３
３

００Ｏ
ｙ

ＯＯ２隅田，千住ポンプ所公舎新築
に伴う設計委託

宮城ポンプ所
上家新築工事設計委託 §,000,000;隅:2：藩度より継統
日本堤ポンプ･所上家新築工事
設計及び監理委託

〃

７
０
１11，960，000

５
０
１

６
７

３
３

撤去

6台］0,900,000謂
家撤去

ポンプ設備

ポンプ所卜

日本堤ポンプ･所
建設その4工事

０
６
１
１

２
３

１

そ の 他

|制"}"-部'．"‘"，綱
江東区大島6丁目住宅公団
管渠移設工事

９
０
１ 36年度より継続

施行

（3）処理場建設

名｜数 量金額｜富圭種 別 事

L王 ｜ 備 考

高速曝気沈澱槽

|付帯設備1式2槽
年

37，

38．

円

149,555,431

口
日
ワ
》
Ｑ
〉２

月
４
１

芝浦下水処理場
高速曝気沈澱槽その2工事

構 築 物

帯； 備 1式

沈砂池 2池

上家建築砿｡"fl
同 上

超高段沈砂池及び上家工事

２
５
１

４
１

１

７
７

３
３

４５４
１

３７６

７

８２

|‐
遠心力鉄筋コンク
リート管

85．40"z

落合処理場
送泥管その3工事 4,884,000器鑑：

|同 上

その4工事

遠心鉄管コンクリ

|_ﾄ管 6,698,0001:M:114.70"Z

６
２

２
２

ダクタイル鋳鉄管

鋼管 24,590,455詔
1，723．80加

同 上

６
０

２
３

６
３
’
６
翅

その5工事

ダクタイル鋳鉄管

鋼管 28,561,350::
1，989．30万Z

同 上
その6工事

６
９

２
１

|本館下部躯体 「の弓 戸

建築面積 194,251,750;§：；
4,698.75〆

８
６

１
２森ケ崎西処理場建設その1工事

量水槽
巾6.10加×深4．40
加×長19.0()加

芝浦処理場
量水槽増設工事

37． 7．16

38， 1．29

37．8．30 継続額
継続施行 16,343円

７
８

３
３

０戸
Ｊ

１９３９４１

砂町処理場
汚泥消化槽その3工事 蹴化” ｝

の
一
部 104,095,657
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種 別 ’

着
竣

手
功

備 考量 金 額名 数事工

｜遠心力鉄筋コンク 年 月

面■ 日
繰越額（国鉄委託
分のみ）

47,648円

落合処理場
構 築 物

送泥管その8工事
|;弗亨ﾙ難管'’’231.8"|誤越鰡｜
グ ーろ ｰ グ ー 一 ℃〃空■

’
鋼管47万Z

27,457,272謂導水渠120.COrr
その他

３
８

１９
２落合処理場

建設その3工事

落合処理場
送泥管その7工事

ダクタイル鋳鉄音
640．007刀 9,776,002畷'::2；

’29,550,000|蔦蕊

６
６
１

０
５

１７
８

３
３落合処理場

空気本管その他工事
22〔)液

630m鋼 管

落合処理場
建設その4工事

落合処理場
送泥管工事施工委託

第二沈澱池5 の

｝部』…"，蝿綿池 雨水放流
渠 114加

|ﾘｰﾄ管45.00”’,482,854畷測
遠心力鉄筋コンク

繰越額
9,198,003円

国鉄へ委託

4,020,000',譜'22：西武鉄道へ委託

2 "5，"61弱:淵’

同 上
42．00加

ダクタイル鋳鉄管
31.UU"Z

鋼管 45.00"Z

上同

｜

I
落合処理場
送泥管その9工事

36．7．12 36年度より継続
299,275,110 37．11．30 施行

の
一
部
ｌ槽
家

４
上
槽
槽

気
気

曝
曝落合処理場

建設その2工事

前曝気槽’槽 36．10．6
｝:'蕊5,0"｡‘,‘諏,,：〃第一沈澱池3

41｣1 ユ〃、パHf

’ 小台処理場
建設その6工事

一

部池 その他 ｜諦造㎡公舎3階建

７
７
２
９

２
２
２

口
■
●
■

２
９
４
６

７
７
７
７

３
３
３
３

０
０
０
０

０
０

小台処理場
公舎新築工事

28，560 〃

|品離乳誌建 物

０３４ｎ
ｏ

式
台

令
ｌ
▲
、
ペ
リ

薬液ポンプ.
ろ液ポンプ･
その他

ポンプ｡幅綴謹賜薬液ﾎﾝﾌ設備
その他工事

"00,000畷,眠；醗撫ﾌ糟｜
三河島処理場散気式
曝気槽防泡設備工事

防泡ポンプ4台｜
砂町処翻場 真空ポンプ2台
曝気梢防泡設備その他工事 その他

ボイラー 1缶
砂町処理場
ﾎｲﾗｰその他設備その2工事塾辮器4基

三河島処理場散気式
曝気槽防泡設備工事|

'

１
０

１
３

０
３

１湿
鍋
一
説
鍋

砂町処翻場
曝気梢防泡設備その他工事

23,000,000
｜

’

８
９

１６
３

60,600,000機械設備
その他

阻水扉
揚泥機

面
組

２
２

’
23,'80,000畷32：芝浦処理場

超高段沈砂池機械設備工事 その他

罷辮蛎雲'2'30,220,‘0｡ 37．10．6

操越施行ノレール860加|部

繰越額
60,000円

落合処理場
散気設備その1工事

｜

’

ブ
台
台
台
式
気
加

ボ
２
２
２
１
付
空
岬

の
一
部
の
一
部
の
一
部

１
１
０
浬
．
‐
１
１
９
Ｊ
、
１
１
０
シ
－
０
１
１
、
’
１
、
ｒ
Ｉ
Ｊ

備
取
２

撒辨騨一鈍鱗

36．12．19 36年度より継続
41,400,000 37．10．16 施行

36．12．19
16，480，000 〃37. 8.18

23,872,9"|鵲';:H 〃

芝浦処理場
送風機その3工事

｜

’

芝浦処理場
第二沈澱池機械設備その2工事

芝浦処理場
曝気槽散気設備その3工事

汚泥掻集機
2池分
その他 |:’

亜〃｜”皿

45,700‘OOOl鵲'；|豊禦識機械設備その3工事
ケ

｜〃
多段ターボブ
ロヮー 1台
その他 ｝

の
一
部

’

1

23,600,0001:隅：砂町処理場
送風機その3工事
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備 考
’

着
竣

手
功種

別｜工 事 名 ｜数 量 金 額

散気板取付
5,184枚
その他 ｝

円
37，722，944

年
36．

37．

の
一
部

月
２
８

１
－

日
９
３
１

砂町処理場
曝気槽散気設備その3工事

36年度より継続
施行

機械設備

｜
｜

’

芝浦処理場
電気設備その2工事

配電盤工事
その他l式 18,800,000;網;:,： 〃電気設備

小台処理場
受電線路新設工事

36．12．21
地中線設備工事 4,213,448

37． 3．31

電線管11,297"Z
4,800,000:;:,Mその他

〃

東電へ委託

36年度より継続
施行

落合処理場
曝気槽電気設備配管工事

I

｜鶏豊騨路引替工事 ｜”""厩:淵
鉄筋コンクリート 37．7．10芝浦処理場 29,590,9CO付帯工事 38．3．30汚泥処理工場西剛埋立その】工事|學繩＄97本

〃

東電へ委託

砂町処理場
本館付近造園その他工事

|整地面積5,600㎡
,その他

整地面積8,000㎡
その他

児童公園
1,057㎡

人止柵273""｜その他

７
７

３
３

２
４

２
１

６
７

Ｏ
１
Ｊ
ｕ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
０

，

０
ｑ

９
０

２
２

７

。
』
１
‐
『

７
７

３
３

８
５
２

９
９小台処理場整備工事

’

況
況
一
説
師

７
０

２
１

９
２
１新宿区八幡公園工事

０
０
０
０
０
０

０
０
９
９
６
３

１

小台処理場危険防止用
人止柵その他仮設工事

１
５
１

２
２

１
１

設 計
驍理委託 |鰯羅砺

落合処理場
本館管理委託 錨80"'｜」,225,000畷；:3：

'､225,000譜'1

37． 5
34，000 37． 5

36．10
2,850,000

37．12

１
１３同 上 同 上

建設局へ委託本館付近造園その他工事設計委託｜砂町処理場

落合処理場
建設その2工事監理委託

４
４

１
２

’

０
１

３
１ 36年度より継続

施行

（4）失業対策管渠施設

種 事 名｜数

着
竣

手
功別’ 工 量 金 額 備 考

’
枝 線’ 年

37．

38．

円

22,462,758

月
４
３

刀Z

1,383.55

日
２
０
３

渋谷区原宿2丁目付近
枝線その2工事

荒川区尾久町9,10丁目付近
枝線工事

1

11,283.6225,623,207

７
８

３
３

２
０３

４
３

北区東十条1，2，3丁目付近
〃

２
０３

◆
■

４
Ｏ
Ｊ

７
８

３
３

８００１１４０２８５戸
、

８１１
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（5）特別失業対策管渠敷設

．’数量|金一額|蔓謝i備考事種 別 工

加 円 年 月 日
35，521，25637．8．17

37．12，8

37． 8．17
28,768,692

37 12 241

豊島区池袋4，5丁目付近
枝線工事

麺
一
祁

２
７

４
２

１
１

枝 線

新宿区下落合1，2丁目付近
〃

｜

’ 板橋区大山金井町‘熊野町付近’’’0,"，｜〃 33,268,112蚤淵’
2判

5

16

９
２
０
２
１

７
８
７
８

３
３
３
３

渋谷区上通2丁目美竹町付近
〃

１
１
ｌ
則

８
０

６
７

７

９
６

６
３
７
７

３
０

２
２

１
１
’
１

2．033．35

｜‘’5”
渋谷区若木町氷川町付近

〃

92a78119｡344,297:I:'::3:北区西ケ原1，2丁目付近
枝線その2工事 I

８
２

２952 20 】8,221,815畷'；新宿区柏木4丁目付近
枝線その1工事

６
５
６
６

２
１
２
２

１
３
１
３

１
１

７
８
７
８

３
３
３
３

０
白
４

２
３

５
６

１

９
６
１
７

１
－

１

６
６
１
２|繰謝W工事 1,C91．71

北区上中里2丁目付近
枝線工事

847.20 1

５
６
５
９
’

２
’

２
３
２
３

３
３
３
３

豊島区池袋4丁目付近
枝線工事

０
３
７
７

３
６

ワ
〕
３

６
７

豊島区池袋4，5丁目付近 ｜枝線その2工事 I

':38

７
８

３
３

２８７
７

４７３
予

６２９０７６５１

渋谷区八幡通3丁目代官山町付
近枝線工事

|議整袋"丁日付近

過
塑
一

２
３

１７
８

３
３

１４６１９７ワ
ー

ワ
】

８１２１７１

（6）整備拡充 一

圭｜備 考

着
竣

別｜工 事 名｜数 量｜金額種

円 年 月 日刀Z rゴ 型

101 60？1,741'0881X

ｕ
ｕ
－
迦
塑

６
１
７
３

渠｜谷田川幹線放流渠その3工事管

７
８

３
３

６６８
７

６７０Ｆ
、

６

幹線140.00
枝線137.49

65．00

谷端川幹線雨水吐その3工事’
|"＝“

１
１
７
７

１
１
の
ム
ー

０
２
８
０

１
１

７
８
７
７

３
３
３
３

35,565,203谷田川幹線放流渠その4工事

藍染川幹線雨水吐の設計に伴う
地質調査工事

谷端川幹線雨水吐その4工事

412,000

52,091,844
繰越額
1,988,156円

37．10． 6

操越施行
63．00

’
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数 電皿金額瞳
手
工種 別’ 工 事 名 備 考

〃Z 円 年 月 日
繰越額078，537，46437．10．6

12,962,536円繰越施行

’37．10． 6 〃

037,535,925|繰越施行 10,764,075円
一一一一、

“"，'捜‘湖42．00

管
渠|白山幹線雨水吐その3工事

｜同上 その4工事

4}明石町幹線その2ｪ事
幹線
枝線

０
０
０
３

９
１

６
９ 33,071,888\*AH．13

－－ …－繰越施行
一 三 、

／

8,鵜哩職:':M

繰越額
23,198,112円

36年度より継続
施行

|登嵯蕊雨極その』工事
3鼠"|俺 必35QL2|千代田区堀留橋伏越工事

『明石町幹線その1工事
I ｜

唾4",’ 60 89
1 強

１
６

'1｜，
l 〆 , i

'6a00kgb,406,867,認淵，高段幹線赤羽橋伏越工事

131 40』2,180,000畷

３
５谷端川幹線改良その4工事 ;!’〃

’ダクタイル鋳鉄管
」8,0'1,943:；1，366．80場|認譲簿の』工事処理

７
１

１

２
７

同 上

処理施設改造その1工事

同 上

送泥管改造その2工事一

散水ろ床12床取殴し 83,987,822粥
ダクタイル鋳鉄管

1，187．10

遠心力鉄筋コンクリート】6,209,737:I
管 22．20

６
１
１

０
３

１

４
５

１

２
３

１

７
８

Ｄ
Ｊ
３

３８８
７

８１６

７

鉋ダクタイル鋳鉄管
2，585.”

鋼管35.00

1ﾀｸﾀｲﾙ鋳鉄管2，297．00
'鋼管30.00

ワ
全
ウ
リ

１ ４
２句
全

|同上ﾓ…‐
同 上 その4工事

７
８

３
３

３８３３Ｆ
○

８
７

９２

４
０２

２
３

１

４
０３

ダクタイル鋳鉄管
37．

3,1()6.00 128,545,360
38．

鋼管112.00

遠心力鉄筋コンクリート］2,819,3871:;：管96．00

２
３

１

同 上 その5工事

４
４
１

２
３

１

同 上 その6工事

’
同 上

送泥管改造工事 ’2｡"2．0"|:;:Ⅲ淵京成電嫉へ委託
17．00

設計委託’ 同 上

処理施設覆蓋工事設計委託 9,400,000譜'品！
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第2節改良工事

総 括 表

内 容｜別 施 行種

円

管渠施設 332,955,762 |““
|汚水桝

その他103カ所

1,750カ所

汚水ポンプ･

電磁弁開度計

水 銀 灯

阻 水 扉

デイゼル発電気

入口阻水扉

水 位 計

給水ポンプ°

特高受電線

圧力ポンプ

螢 光 灯

灯 柱

誘動電動機

蝶 形 弁

フラップ弁

上 屋

雨水ポンプ

ろ格その他

上 屋

雨水ポンプ

そ の 他

台
台
灯
基
台
基
式
台
線
台
基
本
台
台
台
㎡
台
式
㎡
台
式
式

１
３
皿
２
１
２
－
１
回
２
鴫
８
１
３
３
蹄
１
－
妬
１
一
一

１
６１

機械及装置 銭瓶町ポンプ･所

桜橋ポンプ所

浜町ポンプ。所

南千住ポンプ所

円

ポンプ施設 89,220,975
木場ポンプ○所

業平橋ポンプ。所

三之橋ポンプ所

物 小台仮排水所構 造

八幡堀仮排水所

委託 洲崎仮排水所上屋

藝
印

率亟

’ 門
㎡
㎡
流

１
“
５
型

１
９
２

９１

扉
場
屋
管

置
水
鉄

砂

阻
沈
上
鋳

芝浦処理場構 造 物処理施設

’
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｜’

種 別 施 行 内 容

三河島処理場 阻水扉油圧ポンプ 2台

門扉シリンダー 2箇

接 合 弁 一式

汽 缶 室63.8刀f

汚水ポンプ室43.12〆

阻水扉油圧開閉装置2基

丸型水槽 2基

排 水 管191.5加

汚泥ポンプ。 6台

真空ポンプ． 2台

電動制水弁 5台

水量測定装置 3組

掻集機胴及腕 8台

採 泥 機 8台

構内電話 31台

自動交換機 1台

電話ケーブル 1式

高圧配電盤 1式

机型監視盤 一式

水量測定装置 1組

ろ 格 機 2面

換気設備他 1式

’

’
処理施設 193,074,225円 砂町処理場

機械及び装置 芝浦処理場

三河島処理場

I
’ 砂町処理場

’

’諸 設 備 74,069,670円

（1）管渠施設

種別｜工事名｜数量｜金額蔦嵜｜備考
人孔|北部管理事務所三河島出張所管’

麺｜§鯛｡‘男|藪凋人 孔｜内人孔改良工事

'
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篁
’金 額

_L－－－両
’’ 651,519

｜エ種 別
量数事 名

人孔上部改造 28ケ所
人孔撤去 28〃

A 了I 2 ケ

人孔|閥部識讓喪本堤州張所管’
825、"3:州:；’荒川区尾久町4丁目地先伏越人

孔改良工事
孔人

’

一一
１
７

２
１

６
７

７
７

３
３

１
０Ｆ
０

戸
，

１４７２

ケ０

｜
虹

’

汚水桝並

同取付管

北部管理事務所三河島出張所管
内汚水桝新設工事

汚水桝 ’

張所管 2,646,479:州:,：汚水桝上部改造 500〃北部管理事務所日本堤出張所管
内汚水桝上部改良工事 一｜

管
一

一
所
一

一
張
一

一
出
一

一鵡事一
一
三
工
一

一緬睡一
一事桝一
一塞鄙一
一
部
一

一北内 ’’3.630,658,冊淵’|上部談Ⅸ ”, Ｔ
‐
一

一
ｍ
１
｜

’
。
．
｜

ｌ
ｎ
Ｕ
１
上
一

一
１
１
’

一州一一印一一一一蛎坐新繕区市ヶ谷荒娠町付迩汚水隣|汚水隣 ，,新設工事’ ２
０

２
２

１
３

８
８
３
３

８５３９７２

ケ一
○

８

中部管理事務所城山町出張所管｜〃内汚水桝新設工事 ’

103′ ］,246,963爵搬中部…務所柳町出張所管内｜〃汚水桝新設工事

」
ｌ
１
Ｉ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
－
！
ｌ
‐

５
０
１
７
５
１
９
ｍ

２
３
１
２
１

２
３
５
７
４
８
７
９

38

中部管理事務所中之橘出張所管 〃 ’'1〃｜,、"'､"‘‘＆38．
内 汚水桝新設工事

台東区駒形1*2丁目付近管渠改 348”’9,776,9931謡j250～450c加
良工事

｜___ －

台東区浅草橋3丁日付近， 6,341,479噸｜"300~600" 117.25"

その他

|

’

4,032,890i;:|曹熱製曇丁目88番地先’350～｢FI1400×1400" 74.75"
‐－－－■一一一一一■一一一 ■一一一一一一 狸

賜
一
蝿
６

弧
皿
－
８
皿

,墨田区緑町1,2,3丁目付近管渠‘250~600ヶ
，敷設替工事

中央区月島仲通9，10，11丁目付〃250～700ヶ
近管栗改良工事

一
。
●

必
鴫

伽
一
β

諏
一
的

が
一
“

１－‐旧卜

獅
一
野

蝿
一
唖

港区新橘~大門間管渠敷設縛工〃頚0~400"65a95"|11,689,9571:M':|
事 － 一一~一－一一一一一一一一一一一一一

師::Ⅲ引"900cm 31.60"|,5,096,904中央区宝町1丁目付近管渠改良｜

|“ “外 34件

’
ｌ
－
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
」
’
’
’
’
’
一

一
一
一

一
一

一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

瓦
才

’
６
－
５

｜龍一甥
Ｌ
Ｉ
ｌ
坐
Ｉ

｜
’

試堀費

事務費’ ’ ． ’----- －__一
｜

計’ 332,955,762,
一-------------------’
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（2）ポンプ施設

｜金額｜富量 手
備 考功

~~月一~百｢~~~~~~~－~‐
12．26

5．10

種
一
機
及
装

別｜工 事 名

關襟ﾎ"ﾌ所特高受電線鴎引替

数

|淵
円

5,408,968
年

36．
37．

:上腿s硯繍箭替’
置 ’

８
鋤
一
刀
鋤
皿
訓

６
３
７
３
７
３

７
８
７
８
７
８

３
３
３
３
３
３

９

坪
一
嘩
一
母

業平橋ポンプ。所雨水ポンプ･改良
工事

口径75”圧力ポンプ｡2台
油圧管操作装置
取替一式|鱒蝋懸ﾝﾌ並び紬

銭瓶町ポンプ所汚水ポンプ改良
工事 ’

900”汚水ポンプ1台
電動機管弁共一式 :!：

X:

４
０

１
３

電動式油圧遠方操作
電磁弁開度計 3台
その他附属品一式

０００５

－
０

６
１

３

|謹町ﾎﾝﾌﾟ所人､阻水扉改良

６
０３

８
３

｜
謁
釦

８
３

７
８

３
３

０００００１○
ム
ー三王橋ポンプ所雨水ポンプフラ

ツフ弁その他改良工事 |嘩勢蜜新裂台3台
|

’
：；:,淵’2,330,000

1,580,000藷鰡；

2,270,000,譜'灘
37．11．1

3,780,000
38. 3.30

|燃そ論酸“
桜橋ポンプ○所阻水扉その他改良
工事

|謹ﾎﾝﾌ所鯖澄撤出装置改良高架ﾎﾂﾊｰﾖ流人付帯工事一式

デイゼル発電機 1台
附帯設備一式

浜町ポンプ。所発電気設備工事

入口阻水扉
水位計
給水ポンプ

基
式
台

心
】
－
１
坐

南千住ポンプ所入口阻水扉その
他改良工事

｜

’

銭瓶町ポンプ所電気設備改良
工事

水銀灯14灯
灯栓共一式

灯柱 8本
螢光灯18基
配線その他工事一式

２
２
２
５

２
３
’
４
７

７
８
８
８
７
７
７
７

３
３
３
３
３
３
３
３

７
｜
師

木場ポンプ。所照明設備改良その
他工事

上屋建坪16.55㎡
ポンプ°口径300” 1台
ろ格その他一式

構造物|烈蕪鋒町丁目小台橋仮排

|吉識鵜鰐6埼台
’

八幡堀仮排水所設備工事
その他一式 刃

別
－
３
３洲崎仮排水所上屋新築に伴う設

計委託

’

'30,000,畷設計委託 設計見積一式

+そ
370,000

89,220,975

事務費

合 計

（3）処理場施設

’ 事 名｜数 宴孟｜備考
種 別 ｺニ

昌里

金額’

９
０
Ｏ

ｆ
０
０

０
０

７

０
０

【
◎
０

８
７

つ
』
４
勺
１

馴
一
ｌ０
８

３

月
Ｚ
ａ
Ｚ
ａ

年
Ｚ
８
Ｚ
８

ｌ
胸
順
心
い
い
旧
」

芝浦処理場高殿放流阻水扉改良
工事

阻水扉 1門
その他附帯工事一式

構造物

砂町処理場入口阻水扉給水槽そ
の他改良工事

’
阻水扉油圧開閉装置 2基
丸型水槽 2基
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備

１
１
｜

日
０
０

手
功
２
３

月
Ｑ
ａ

着
竣
年
匝
＆
３
３
－

１Ⅱ１１１■’１１１１１．１１１１１｜

円
皿
一

額
Ｑ
一

０８

金
哩

量一ケ－２台
式

○
夕
一
一

数一々唾鋤
ポ
シ
管

圧
扉
流

油
門
溢

種別｜エ 事 考
名

三河島処理場入口阻水扉その他
改良工事構造物

2,390,000:I:';:il溢流管一式

|',400,00， 37．11．16

38． 3．14

一

|議誉斎入管
三河島処理場急速ろ過施設接合
井改良工事

’

㎡
㎡

０
５

４
．

１
９

９ 11’沈砂置場
上 家 199.5万f
トロ線移設及新設

芝浦処理場沈砂処理設備工事
|

’
6,470,000譜

8㎡

|蔦繰ﾝ曙

６
０
５
５

２
３

１
３
１
３

三河烏処理場消化楕汽缶崇汚泥|龍ﾝ蕊'’‘"'2戒ポンプ。室その他改良工事

７
８

３
３

００００３２

’
３

覆蓋面積77㎡
送泥管延長185加

三河島処理場散気式曝気槽導水
渠その他改良工事

.80cml64.57729､080,000畷‘珊
心力鉄筋コンクリート管

|篭砂町処理場場内排水管その他工
事 .20cm 17"Z

品；

脇’

3,925,000噸鋳鉄管254"z

ンブ 2台
水弁760”

800”

芝浦処理場汚泥管改良工事 250の

ワ弓

13,270,000§§
真空ポンプ
電動制水弁

〃

｜機及装

三河島処理場汚水ポンプ制水弁
改良工事

《
ロ
ム
ロ

⑥
Ｊ
、
‐
〕

械
び

置'一

芝蒲処蕊鴫第一汚泥ﾎﾝﾌ改良|灘麟附綾事一式 ｜､‘“0":;:雛｜工事 弐弐弐一高圧配電盤
机型監視盤
配線工事

砂町処理場電気設備その他改良
工事

４
０
１
２

７
３

７
８
７
８

３
３
３
３

０
０

０
０
０
０

７

０
９

０
７

１
４

７

４
１

４

流入下水量測定装置2
三河島処理場量水計改良工事 急速ろ過浄化水送水量

測定装置1組

組

０
９

２
１

８
句
と

２
一
ひ

１
２

９
２

'0,430,000:；掻集機胴及腕8台
排泥装置一式

採泥機 8台

三河島処理場第一沈澱池掻集機
及び排泥装置改良工事 排泥装置

9,'60,000X三河島処理場採泥機改良工事

６
８

２
の
全

９
３採泥機 8台

電気工事その他 一式

５
０，
○

０
３

１７
８

３
３

０００
７

５４戸
０

，

１

流入下水量測定装置2組
附帯設備一式砂町処理場量水計改良工事

５
０３

■
●

１
３

１７
３

３
３

０００
９

０－
０

１４構内電話31台
自動交換機 1台
電話ケーブルー式

機械掻上式ろ格機2面
附帯設備一式

三河烏処理場構内電話自動交換
設|噺改良工事 ｜’

６
０

２
０
Ｊ

１
３

１部
鍋
一

ｊ
ＯＯＯ７８１１

｜砂町処理場飾湾処珪設備改良工
｜事

換気設{哺一式
消石灰投入装置一式

’
４
ｎ
Ｕ

ｏ
］
ｎ
ｏ

１
人
Ｄ
Ｊ

８
８

３
３

０
１
剖
叫

０
ワ
ー

０
２

０
５
９
７
３
６

７

７
２

１

|腰辮謹泥処理工場換気設溌蕊入雲ガス設備 一式 ’一

事務費

’－－合計’ 193,074,225一
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第3節 設備補修工事

総 括 表

雑 補 修

工

別

件数 ｜金

費

額

種 計

〃卜
「「 円 円’ |呂

管渠設備補修 79 68,515,605 23,245,898 91，761，503

’
ポンプ設備補修 11 16,804,300 3,968,239 20,772,539

処理場設備補修 13 28,769,500 13，514，121 42,283,621

三十
口 I 103 114,089,405 40,728,258 154,817,663

串

（1）管渠設備補修一

数最｜金額｜蔦

日
７
４

手
功
２月
６
８

種 別 工 事 名 備 考

円
7,815,178

年
37．

37．

刀Z

310－80蕊工事憎鴦瀧霊7丁目付迩外2ケ所管

文京区湯島三組町25番地管渠補修
工事 、 、

新宿区歌舞伎町2C番地先管渠補修
工事

墨田区横川橋5丁目付近 〃

31 901＄92,766;；:：:乱
ワワ
Jj

37

３
－
ｏｎ
ム

９
９36．95 1,238,329

69"3,639,0151iW:);

194 60835,000:;：鑑；渋谷区千駄ケ谷3，4丁目付近 〃

"15],022,000Ml:2:台東区清川町3丁目9.11番地先 参

166052､252,135:H』

碧
一
釦

台東区金杉上町付近 〃

８
８

３
３

ｏ
－
Ｊ
Ｑ
Ｊ千代田区東神田3番地先

外13
寺

39．85

４
６

６
８

６
５

６
６

５
６

４
４

１
４

少

285．55

損傷負担工事｜聾腫花園町54番地先管乗敷設替

３
２
．
１

９
１

１

７
７

３
３

７７５１４１ワ
Ｊ

１つ
Ｊ

Ｑ
Ｊ

勺
●
ユ

ナ
ロ
、

墨酬区吾妻橋2,3丁目付近管渠補修｜Ⅲ"]‘､4,"6．鯛,畷‘;:』：工事

中央区R本橋茅場町1,2T日付近管| "001…7171譜』;:2:渠復旧工事
、

’墨田区江東橋4丁目10番地先管渠復|日工事 133 201』,450,7633；

２
３

５
２
１
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数量｜金額種 ｜ 工

着
竣

手
功 備 考名事別

円 年 月 日
中部管理事務所柳町出張所管内入孔
補修工事

東部管理事務所管内人孔鉄蓋補修工
事

I

|, "ヵ所|927'951畷淵
371,362,0181",6:1iI348枚 1，362，01837－1Q11

入孔補修

48枚｜」,362,018畷,：

中諦…祷所大手町出張所管内人’’3ヶ所｜孔補修工事

６
０

１
１

１
２

１
１

７
７

３
３

１４０９８７

北部管理事務所圖本鍵出張所管内人｜Ⅲ§〃｜Ⅱ｡'鋤,8"篭:::’:孔蓋掛替工事

710ケ 8，117，210外 28

汚水桝補修｜獺瀧謹所城山町出張所管内汚｜Ⅲ"．｜､｡'"’3認厩:;:,；

５
６

２
１

０
１
１
１

７
７

３
３

９４５８５３

中部管理事務所柳町出張所管内汚水
桝補修工事

85ヶ

中央区入船町3丁目～湊町1丁目付
近汚水桝嵩土工事

"〃｜，"",粥

７
３
２

○
合
口
皇

１
１

１
１

78〃’363:937噸

２
３

東部管理事務所管内汚水桝補修工事
｜

’

｜ヨ3，〃｜‘'26"541外 16

牢鄙……"掴扉繍修工事 ‘読飾■Ⅲ"",蝋

４
２

２２
２

１

防 潮 扉

補修工事 37．12．15
3組 169,000 38． 1．31八幡堀吐口阻水扉補修工事

〃Z

｜‘3， 21 1，243，247管 渠 補 修雑補 修

人
人

’ 937ケ所4,923,801補 修

補 修

孔

’ 6,843,839717ヶ孔 篶 ’

｜

’

’
7503 ヶ雨水吐口補修

｜

’

５
６

７
８

４
７

８
５

２
０
６
６

７

７
２

2，581ヶ汚水桝並び取付管補修

そ の 他 ’

191,761,503
’

’合
三一トー
ロI
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（2）ポンプ所設備補修

名種別｜

禦典び’
金額 ｜

円

602,300

｜ 数 考備

日
４
０
９
６

手
功
２
３
２

月
４
４
Ｚ
２

着
竣
年
孤
孔
尻
＆

３
３
３
３

事工 量

木場､毫橋.葉平橋讃ﾝﾌ所高圧|高座電力線103"‘連絡線補修工事

月鳩ﾎﾝﾌ所汚水銀ﾝ夛補修工＝|過響譲ﾝ／1。機械及電

鑑鳴補’
1,465,000

|手跳二轆聴舎蔵‘。 ’
3,876,000iM:1;吾蠕ポンプ所ろ格機補修工事

’

４
０
４
８

２
１
１

■
■
①
■

７
１
８
０

１
１

■
●
■
凸

７
７
７
７

３
３
３
３

０
０
０
０
０
０

８
＆
″

６
４

６
４

三之橋ポンプ所ろ格機補修工事 鎖・レーキ取替 2面
’
｜
｜

’

和泉町ポンプ所ろ格機補修工事 ｜ろ格取替’面

月島ﾎﾝﾌﾟ所揚泥機その他補修工事|灘驚掻泥機各1台

６
６
２
１

１
１

３

Ｄ
。
●
凸

８
１
０
１
１

７
８
７
８

３
３
３
３

０
０
０
０
０
０

７

０
０

５
０

の
．
ウ
樟

タ

３

和泉町ﾎﾝﾌﾟ所汚水ﾎﾝﾌﾟ補修正事|羽根帳取替 』台

０
８
９
８

３
２
１
２

０
３
１
３

１
１

７
８
【
ｊ
８

３
３
ｏ
Ｊ
３

０
０

０
０
０
０

７
０

８
１
５
５

１
２

ム
ロ
２

《
ロ
ム
ロ
《
ロ

４
替
２
６

取
替
軸
修
装

取
ル
補
塗

キ
ィ
フ

｜
ホ
ン

レ
ン
ボ
ク

・
エ
巻

鎖
チ
過

木場ポンプ所ろ格機補修工事

銭瓶町ポンプ・所汚水ポンプ補修工事

銭瓶町ポンプ所動力線電灯線補修工
事

動力線 電灯線 1回線
附帯設備 1式 518,000畷';:,｝

難鋤蝋路廓蒲…"ｼｭﾓ陦朧;豐醗”］"""淵]：補修 2扉

主工事計 11件 16,804,300

雑補修｜作業用営造物柿修 169件 1,079,883

諸機械補修 545件 2,342,657

'72,5251構築物補修 61件

’
1

そ の 他 373,174

雑補修計 3,968,2391775件

合計 786件 20,772,539

（3）処理場設備補修

｜、”量

着
竣

手
功種 別 事工 名 数 備 考

建物及び
構築物そ
の他

円 年
3,060,00037.

37‐

日
５
３
１
１

月
ａ
，

防水層
採光窓

2,201"f
l21刀f

芝浦処理場主ポンプ室建物補修工事
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一着蜂 手
功

備 考

鶯鰯び’
その他｜砂町処運場汚泥乾燥床補修工事 ’乾燥床隅壁修理

粗砂補充

950,000譜'；

１
５
１

三河島処理場構内動力電灯地下ケー
ブル補修工事

５
３２

５
０３砂町処理場曝気槽散気板並第1．第

2沈澱池流出樋その他補修工事
'一 ８

０
１
３

砂町処理場汚泥管補修工事

２
９

２
１

'

’

|‐

’

'

ェ 事 名 数 量

砂町下水特約1番線補修工事 特高受電線 22碗

日
４
６

月
６
６

年
Ⅵ
爪
３
３

円
、５１９１

’

４
４
２
１

。
■

９
１
１

申
自

７
７

３
３

)諏陥瀧藍処理工場循環ポンプ|騨蔑蕊貴綿二嬰替胤台
三河島処理場着船場施設撤去工事

’

鉄筋コンクリート杭44本
抗連絡材一式 1,630,000譜1＆2：

鍼補修

（

畠工事計

雑補修｜作業用営造物補修
’

諸機械補修

構築物補修

そ の 他

｜“"”雑工事計 6,471件

合計’

13件 28,769,500

｜
I

2,070件

4,046件

355件

727ﾂ494
弓

｜… ‘”6,484件

2,365,315

|‘3" ，”
’3,080,37,7

’

｜ ’

三河島処理場汚水ポンプ補修工事

芝浦処理場汚水ポンプ･電動機補修工
事

三河島処理場攪枠機補修工事

砂町処理場天井走行起重機補修工事

>芝浦処理場ボイラー補修工事
尹

電動機固定子巻 ’ 58() 000
線組替一式

攪枠車 48組
減速機軸受メタル 6台

軌条道床部修正
起重機クラブー式

温水ボイラー 3基
その他附属設備一式

7,850,000

０
２

１７
８

３
３

００００１４１

２
２

2，750，000

９
０
１
３

２
３

１７
８

３
３

５
２
１

７
９

７
７

３
３

３
９

２
１

８
１

７
８

３
３



145

第4節 その他工事

総 括 表

｜工 事 費種 別 及 び 施 設 内 容

建設局の委託による区画整理に伴なう移設 21件

延長4,781.45沈

管渠移設工事 65,928,982円

’ 新 設

移 設

人孔移設

雨水桝移設

加
加
叩
如
所
所

９
Ｑ
カ
カ

３
４
３
１

３１

管渠改造工事 113,808,770円

一

清掃局より委託による砂町処理場消化槽補修工事

工事件数 10件

消化槽工事 70,833,456円

管渠移設工事

工｜種 別 ｜数 量｜ 、．'富 爵｜備考事 名

｜

’

［
ロ
－
６

１

加 円 年
42．00 2，731，18737．

37．

月
Ｚ
ａ枝 線 第31地区豊島区巣鴨2丁目付近管渠移設その2工事

第31地区豊島区巣鴨2丁目付近管渠移設工事 129．20 3,303,1

■
●

７
７

３
３

５７９

７

３０３
９

３

１
１

１
２

７
８

鋺
況
一
駆
鎚
一
説
函

０
０
４

７
６
０

０
１
８

６
６
１

６
３
４

１
５
５

３
５
２

州
Ⅵ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｎ
Ｗ
ｌ
Ｏ

４
３
２

２
Ｌ
４

４
８
２

５
’
２

●
●

７
８

６
３
１
２

１
１

２

第25地区墨田区向島押上町付近 〃
’

｜

’

●
甲

９
３西大崎地区品川区西大崎1丁目付近 〃

１
９２

■
巳

９
０
１

●
■

７
７

３
３第21地区新宿区早稲田鶴巻町付近 〃

‘" "‘|:;：
37．

4，723，773
37．

｜

’

５
２
１

●
凸

９
０
１第10地区豊島区池袋2丁目付近 〃

第13地区豊島区西巣鴨2,3町付近 〃

207.451

1497．83

■
●

９
１
１

８
７

２
２

1,011,2371

０
１

１
３

■
。

０
０

１
１

●
巳

７
７

３
３第24地区文京区駒込神明町付近 〃 70.00

37．10
505．45 7,139,532

38． 2
’

郡嘔一西大崎地区品川区西大崎1,2丁目付近 〃

７
７

３
３

５４２
１

２３４
１

８０００１８

９
０

２
２

由
Ｇ

Ｏ
２

１
１第34地区荒川区日暮里3丁目付近 〃

7a201816,825:M:,:第5地区品川区五反田1丁目付近 〃’
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｜
考

一
備

日
６
５

手
功
１
月
Ｌ
２
１
１

額臨工 |数 量

'55.筋|’

｜
種
一
枝

’
金名事別

円 年

2，930，79437．
37．線|第8地区渋谷区大和田町付近管渠移設工事 釧

一●●
１
２や
■

８
８

３
３

０６７
１

１３２１

ｊ
ＯＯＯ２

’ 組合地区北区中里町，田端町付近 〃

’

■
①

８
８

３
３

３５４
１

８３１
１

３０９
Ｇ

４８２

４
９

１１
３ ｜

’第13地区豊島区西巣鴨3丁目付近 〃

●
●

８
８

３
３

６１０７１５８０４１６４ ｜

’

４
０３

。
■

２
３

"’西大崎地区品川区平塚1丁目，西戸越1丁●目付近

畷76 001925,6忌爾麹犀川区函大崎Ⅲ丁…管渠藤設その図工事’

１
８

３
１

１
３

●
ひ

８
８

３
３

２０１９３４
夕

２

１
４

１２
３

81 301
76．65

第13地区豊島区西巣鴨2丁目付近管渠移設工事

624,581第24地区文京区駒込動坂町付近 ｜
'

〃

０
７

２
２

２
３

８
８

３
３

８７７

｜
卸

’
1,530,77811.50

202．55

第2地区新宿区新宿2丁目49番地先 〃 ’

｢‘…，謂第31地区豊島区巣鴨2,5丁目付近 〃

０
０
２
３

２
３

’

’

１
５
２

早
申

３
３■
■

８
８

３
３

６１５

１

８６９０６８４｜

｜

’組合地区北区田端町付近 〃

工事費計

試堀費

合計’

65,789,184

139,798

|‘ ，副"’１－

65,928,982

'

｜ ’

管渠改造工事費

。’．”|数量又峰件”、．

着竣一区 I

手
功 考備

1,339 0043,611,605円｜
刀Z

40．40 1,070,598

3,881,961I

設
設
他

の

新
移
そ管渠改造工事費

雨水桝移設1カ所
人孔移設 3ケ’

’その他受託工事

合 計

１
１

｜

’

ど； 65,244,6062,473件

’113,808,770
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昭和37年度主要事業日誌

事記月 日

下水道局発足（3部10課）

水道局職員および下水道局職員共済組合発足

下水道管渠見学所開設

砂町処理場高級処理施設竣工

小松川ポンプ。所一部運転開始

汐留ポンプ。所運転開始

桜 橋 ′

小台処理場一部運転開始

森ケ崎処理場着工

総務部に労務課設置

「東京都長期計画」の一環として下水道3,100億計画庁議決定

第一回排水設備管工試験実施

第二回全国下水道促進婦人代表者会議開催さる（30日まで）

第2回下水道促進デーの実施

主婦の下水道施設見学会の実施（10月12日まで）

小台処理場竣工式

37年度当初起債許可額決る（58億円）

渋谷川幹線開通

砂町ポンプ所落成式

第6回下水道促進全国大会開催

機構改正，経理部の設置により4部12課となる

第4回上下水道全国大会開催

尾久ポンプ所着工

4． 1

1

1

1

5．15

6． 7

18

7． 1

11

16

31

8．19

29

9.10

10． 8

13

17

11． 6

22

30

12． 1

5

12

ー

寺

38

宇田川幹線開通

大島町6丁目浸水事故に関する調査委員会設置

局幹部職員会議開催

１
５
７
１
２

３
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消化槽設備補修

事 業 内 容

変電設備工事 一式
消化槽配電盤工事一式

一手功着
執行額

坊

｣4,700,0用'37年

事エユ 名

砂町し尿消化槽変配電室並びに変配電設備改良工事
月 日

7． 7

'38．3．20

ボイラー室増築部分上家 37．7．7
250f ='JU'UUU|37.8.22000145万f 37．8．22

ボイラー室増築工事設計委託〃

謡i量-嫡譲…付帯そ｡ｴｪ． ‐式"‘"’｡"'’
三胴水官型温水ボイラー6基
膨張タンク新設

｜
釦
鋤

７
８

３
３

７
３ク

腿揚兼ﾝﾌ周動力線，図録｜|同 上 操作盤 2回
|分電盤 1面

６
１

１
１

口
■

８
２
１

７
７

３
３

０００００３

１

４

〃 動力線その他補修工事

電動機直結ガスブロア取替1台
〃 し尿吸揚ポンプ°4台

附属電気 1式

７
０

２
２

８
３■
。

７
８

３
３

００００４３
１

５

ポンプ°及びガスブロワー補修工事ク

式

スクレーパー
ク

電気工事 ｜趣荊〃｜喝
６
｜

式
式

一
一

７
８

３
３

００
・

Ｏ

ｙ

Ｏ２９
１

１

５
１

２
２

８
１スクレーパー少

｜
|

'

の25～80”

人 孔
汚水桝

８
９

２
１

●
缶

９
３

■
●

７
８

３
３

６５４
９

３３６３１

脱離液排水管取替その他工事〃

|謡蕊鵬翼綴"真空ﾎﾝ|,,"",‘|綱：汚泥脱水真空ポンプ･補修工事〃

ボイラー増設及付帯その2工事 ｜ﾎｲﾗｰ室蠕築建築画債 ,45"fl,,800,0001x:'1:;;

〃
’

|躯体補修’槽 ｐ
■

８
８

３
３

００００００
１

１●躯体補修工事ク

４
０３

●
■

２
３

’計 70,833,456


